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プロローグ　まずは拠点を探すらしい







　蓮れん弥やは借金を嫌きらっている。

　そもそもが、手元に無い金で、何かを買おうという行こう為いが好きになれない。

　無い袖そでは振ふれないというのは当たり前のことなので、そこに他よ所そから持ってきた金でもって目的を果たそうとする性しよう根ねが気に食わない。

　だが、それも時と場合によるかな、と思う時もある。

　その時がまさに、今だった。

　先日のダンジョン攻こう略りやくでもらった報ほう酬しゆうの総計が金貨１００枚。

　これの半分をアズのパーティに渡わたした為ため、蓮弥のパーティの取り分は金貨50枚。

　これについては、アズから非常に抗こう議ぎを受けた。

　アズ曰いわく、魔ま族ぞくを撃げき退たいすることについては、自じ分ぶん達たちは役立たずに等しかったのだから、それに付ふ随ずいするダンジョンコア破は壊かい報酬等などは自分達には受け取る権利が無いと言い張ったのである。

　しかしながら蓮弥が、頑がんとして山分けを主張した為、仕方なく折れたアズだった。

　蓮弥からしてみれば、同じような死線を潜くぐったのは間ま違ちがいないのだから、やはり報酬は半分山分けにするべきであり、それを固辞しようとするアズの行為の方が間違っている。

「俺達は壁役すら果たせなかったんだぞ!?」

　詰つめ寄よるアズに、蓮弥はなるべく平へい坦たんな声に聞こえるように言った。

「だからどうした？　俺おれが認めたのだからそれが全すべてだ。それともお前達無しで、俺一人で魔族とやりあえたとでも？　買かい被かぶりも過ぎれば嫌いや味みだぞ、アズ」

　声や表情に、感情が籠こもってしまえば、これが事務的な話ではないと気づかれてしまうかもしれない。

　ある程度以上に仲が良くなったこの魔ま術じゆつ師しの前で、能面のような顔を保ち続けることは、蓮弥にとってはかなりの苦労であったが、表情筋を総動員して蓮弥は無表情を装よそおった。

　しばらく睨にらみ合あった後、アズがぼそりと。

「分かった。……今回は受ける……すまん」

　そう言って深く頭を下げた。

　そのアズが、パーティメンバー達に報酬の話をしてくると言って、去って行くのを見送ってから、蓮弥は深々とため息をつく。

　そもそもが、蓮弥達よりもアズ達の方がお金が必要なのは明白だった。

　仮に冒ぼう険けん者しやを続けるとしても、護衛の四人は装備がほぼ全損しているわけで、新規に買い直すとすれば彼かれらが受け取るべき今回の報酬ではまるで足りない。

　もし、今回のことで冒険者を辞やめるようなことになれば、次の生なり業わいを探すまで、もしくはその生業で金を稼かせぐまでの支し度たく金きんが必要になる。

　どちらに転ぶにせよ、お金はあるだけあった方がいいに決まっていた。

　対する蓮弥達はといえば、お金を稼ぐことを主目的として仕事をしているのは確かであったが、それには緊きん急きゆう性せいが全く無い。

　宿代と食事代くらいが手元にあれば、他は後回しにしても問題ないくらいだった。

　それが分かっているからこそ、蓮弥は今回の仕事で手に入れた報酬を、ほとんどアズに渡してしまっても良かったのだが、パーティのリーダーという立場上、強行するわけにもいかず、かといって同情以外の理由での説得も考えつかなかったので、山分けという所に落ち着いたわけだ。

　これならば、シオン達に何を言われようとも、一いつ緒しよに仕事をしたのだからの一点張りで言い返すことができるだろうという蓮弥の目もく論ろ見みであったが、事後に二人にこの話をした所、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりと、蓮弥が良ければそれでいいんじゃないかという返事をもらった。

　それはまた別の話だとして。

　蓮弥達の取り分となった金貨50枚の分配に関して、シオンとローナはそれぞれ金貨２枚だけを要求し、残りは蓮弥が取るようにと言われたので、現在の蓮弥の資産は金貨46枚。

　この金貨で何ができるかと、街をぶらぶらしている時に、ふと立ち寄った不動産屋のような場所で蓮弥は、ある物件が売りに出だされているという貼り紙を見つけた。

　商業区にあるというその物件は、どこぞの大おお店だなの商人が店舗兼住居として使っていたもので、やや街の外周に近い所にあるせいなのか、石造りの堅けん牢ろうな建物に広い庭があり、建物自体は通りに面した店舗部分に加えて、工こう房ぼうや倉庫まで兼かね備そなえた造りになっているらしい。

　実に蓮弥の希望に沿った物件であったのだが、問題はその値段だった。

　売ばい却きやく額がくは金貨80枚で、40枚を頭金として支し払はらえば、残りは分ぶん割かつで、その回数は応相談だが購こう入にゆう者しやの希望に可能な限り沿うとなっている。

　相場に関しては、蓮弥は全く詳くわしくない。

　しかしながら以前に、こういった物件は少なくとも白金貨１枚は必要であろうと蓮弥は聞いている。

　広さや建物の規模にもよるのだろうが、物件の情報を見る限り、ちょっとしたという形容詞を付けるには規模が大きいように思え、だとするならば白金貨１枚以上の価値があるのではないかと思われた。

　何かあるとしても金貨80枚は安い。

　全額を一気に支払うことはできないが、頭金だけならば手持ちで足りる金額だ。

　ローンを組むというのはどうにも決まりの悪いものだったが、今を逃のがせば次は無いかもしれない。

「何か、気になる物件でもございましたでしょうか？」

　店の壁に貼はられた紙をじっと見つめていた蓮弥の様子に、脈があるとでも見たのか、中年の男性店員が腰こしを低くして話しかけてきた。

「これなんだが、なんだか安すぎやしないか？」

「ああ、これでございますか……」

　蓮弥が指差した紙をちらと見るだけで、店員の顔が曇くもった。

　その顔を見ただけで、問題の存在を悟さとった蓮弥だったが、男性店員はそっと蓮弥の耳に口を寄せて辺りを憚はばかるように囁ささやいた。

「その物件にはですね……」

「うん？」

「怨おん念ねんが……おんねん」

　その一いつ瞬しゆんの空白をなんと形容すればいいか、蓮弥には全く分からなかった。

　ただ、思考以外の何かに命じられるがままに、腰に吊つるしていた刀に手が伸のび、それを目にした店員が慌あわてて蓮弥から飛とび退しさった。

　勢い余って転がりながら、器用にそのまま土下座の姿勢に移行すると、地べたに額を擦すり付つけ始める。

「すいません、ごめんなさい、冗じよう談だんですっ！」

「……まぁ……そうだろうな」

　自分の自制心を内心で絶賛しながら、蓮弥は刀にかけていた手をゆっくりと下ろした。

　危なく本気で斬きる所だった。

　斬ってしまっていたら、罪悪感は全く湧わかなかったと思うが、普ふ通つうに法律違反で捕つかまっていたことだろう。

　ただ、異世界に来て、元の世界ですら耳にしなくなったような駄だ洒じや落れを、なんの覚かく悟ごもない所で耳の中に放ほうり込まれた蓮弥の受けたショックは大きかった。

「た、ただ。全てが冗談というわけでもございませんで……」

「は？」

「この建物は呪のろわれているともっぱらのうわさなのでございますよ」

　その屋や敷しきには、ある裕ゆう福ふくな商人が住んでいた。

　美しい妻と、利発な子供を持つその商人は、大人数の使用人を抱かかえ、ククリカの街でも１、２位を争あらそうくらいの手広い商あきないを行っていた。

　使用人達への給料の払はらいも良く、面めん倒どう見みも良かった為に、彼が経営する店に勤めたいと望む者達はひっきりなしに彼の家を訪おとずれた。

　同業者達からの評判も良く、その商人の店は末永く繁はん盛じようしていくかに見えた。

　異変が起きたのは、数年前のこと。

　ククリカの街で相次いだ妙みよう齢れいの女性の連続失しつ踪そう事件。

　10代後半の少女達が、次々と行ゆく方え不明になるという事件が起こったのだ。

　街の衛兵達は消えてしまった少女達の行方を捜さがして町中を走り回り、昼夜を問わずして女性の一人歩きを避さけるように、お触ふれが出された。

　そして、その事件を調査する者達の、捜そう査さ線上に挙がった一つの名前。

　被害女性達は、全員がその商人の店に勤めている、もしくは勤めたいと面接を受けた者達ばかりだったのだ。

　被害者達をつなぐ一本の糸。

　それに気がついた衛兵達はすぐさま、事情を問いただすべく商人の家へ殺さつ到とうする。

　そこで彼らが見たものは……。

「見たものは？」

「ご想像通りのものでございますよ」

　声を潜ひそめて囁く店員。

　おそらくは話の盛り上がる所なのだろうが、蓮弥には全くといっていいほど響ひびいてこない。

　ただの連続猟奇殺人事件にしか聞こえないが、それがどうしたというのだろう、と。

　確かに悲ひ惨さんな話ではあるが、似たような話は蓮弥が生きていた元の世界で探せば、それこそ適当に石を投げたらぶつかるくらいの頻ひん度どで見つかるような話だ。

　そんな程度で呪われるのであれば、あの世界は世界中が呪いに満ちていないと話がおかしい。

　幽ゆう霊れいだって、ダース単位で出現してくれなくては、おかしいではないか、と思う。

　反応が非常に薄うすい、というよりも全く反応らしい反応のない蓮弥に、何な故ぜだかがっかりした様子の店員。

「とまぁ、そういう曰くがある物件でして」

「曰くだけかよ」

　その割に、随ずい分ぶんと気をもたせるものだなと呆あきれる蓮弥。

「いえ、まぁ。本当に出るらしいんですが……」

　また変に雰ふん囲い気きを持たせて、声を潜める店員だったが、蓮弥にはそれに付き合う気は全くない。

「何が？」

「幽霊、らしいんですがね。その物件に入居したお客様方が、一人の例外も無く夜になると、それを見たといって契けい約やくを解除されるのですよ」

　さすが異世界、と蓮弥は今度は驚おどろきをもってその言葉を受け止めた。

　どうやらこの世界では、うらみつらみが本当に幽霊を創つくり上あげるらしい。

　元の世界の記き憶おくは、例によって消されたまま全く思い出せない蓮弥だったが、おそらく前の世界では幽霊だとかゴーストだとか、そういった存在に出会ったことはない、はずだった。

　それは、蓮弥が幽霊というものを、現時点においては全く信じていないからだ。

　出会ったことがあるならば、自分はきちんとそれの存在を信じているはずであり、信じていないということはつまり、出会ったことがないということだろう。

「その霊れいとやらの出しゆつ没ぼつは夜だけなのか？」

「ええ、そうらしいですよ」

　異世界といえども、その辺りは元の世界と同じらしい。

　昼間から幽霊が堂々と姿を晒さらすような光景は、異世界といえども見られないようだ。

「確かく認にんは可能か？　問題なければ購こう入にゆうしたいと思っているんだが」

　相場より激安にして、幽霊付等という曰くつきの物件。

　なんだかとっても面おも白しろそうだと思ってしまった蓮弥の頭は、この時点で既すでに購入する気分に突とつ入にゆうしてしまっていた。

　ただ、本当に出るのか出ないのか。

　出るのだとすれば、どの程度危険なものであるのかという確認は必要だろうと思うくらいの判断力は残っていたようで、尋たずねる蓮弥に店員は頷うなずいた。

「ごくまれに、そういった物好きな方がいらっしゃいますので……確認の為に一泊されるのは可能ですが、家具も寝しん具ぐもございません。元の持ち主の商人が手放した時のままになっておりますので、そのおつもりでお願い致します」

「掃そう除じくらいしとけよ……売り物だろ？」

「気味悪がって誰だれも入りたがらないので仕方がないのですよ」

「ああ、そう。了りよう解かいした。ところでその商人はどうなったんだ？」

「もちろん捕ほ縛ばくされて裁判にかけられましたよ。死罪を申しつけられましたが、無残に殺された女達を少しでも慰なぐさめる為にですね……」

　また声を潜め、何故かもったいぶった間の取り方をして、店員は雰囲気たっぷりに言った。

「その館やかたの庭で、斬ざん首しゆになりました」

　低く不気味に笑う店員。

　この期ごに及およんでまだ、怖こわい話を演出しようとしている店員だったが、完全にそれは失敗していた。

　全く気にしていない蓮弥があっけらかんと喋しやべりだしたからだ。

「掃除が大変だったろうなぁそれ。こっちの世界じゃどうやって斬首にしてるのか知らないが、あれって結構難しいんだ。首ってのは筋肉だし、骨が太いからそこそこ硬かたいし、狙ねらいを間違うと肩かたやら背中に当ててしまうしな。太ってる奴やつだと首ってどこだよ？　って笑い話にもなったりするし。それに剣けんにせよ斧おのにせよ、一いち撃げきで落とせないと罪人が苦しむからなぁ。下手な奴がやると数回斬りつけても落とせなくて、罪人がもがき苦しんだっていう話も……まぁそれが贖しよく罪ざいだと言われたらそれまでなんだが、自分がやられることを考えるとぞっとする話だよな？　確実なのは首切り台に乗せた後で、斧を首に当てて、上からハンマーで叩たたくって方法だと素人しろうとでも一撃で落とせるんだが、ハンマー振る奴がためらったりすると中ちゆう途と半はん端ぱに食い込んだりして大変なことになるんだ。知ってるか？」

　滑なめらかに斬首に関する知識と技術を披ひ露ろうし始めた蓮弥に、店員は幽霊話を聞いた人間など比ひ較かくにもならないような青ざめた顔で、その建物の鍵かぎを蓮弥に渡す為に店の奥おくへと引っ込む。

　その背中に、蓮弥は嫌いやがらせの意味も込めて声をかけてやった。

「俺の故郷では、木の下に死体を埋うめるときれいな花が咲さくって言うんだが、そいつの死体、庭に埋めてたりしないよな？」

「知りませんよ！　さっさと鍵持って確認に行ってください！」

　悲鳴のような店員の答えに、怪かい談だんをしかけた方がびびっていては話にならないだろうと蓮弥は苦く笑しようした。







第一章　物件の下調べらしい







「拠点になりそうな……家を見に行く、だと……」

　シオンの顔が、何故かこの世の終わりでも目もく撃げきしたかのように、望みを絶たれたような、空うつろな表情を見せる。

　そのまま力なく、宿のテーブルの椅い子すの上に崩くずれ落おちるように座り込んでしまったシオンを見つつ、蓮れん弥やは一体自分が言った言葉のどこにそんな衝しよう撃げき的てきな部分があったのだろうかと首を捻ひねった。

「ちょっと、曰く付きの物件らしいので、確認の為にそこで一泊してみることにしたんだが……何か問題が？」

「そうか……早かったな……この日が来るのが……」

　俯うつむいたまま、呟つぶやくように言うシオンの様子が、蓮弥には全く理解が出来ない。

　困り果てた蓮弥は、シオンの隣となりで様子を見守ったまま、口を挟はさんで来ようとはしないローナに視線を向ける。
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　時刻はそろそろ夕方にさしかかろうか、という所で、そろそろ夕飯を食べに来る客で人目も増えてくる時間だった。

　このまま、なんだか燃もえ尽つきた雰囲気のあるシオンを相手にしていると、色々と妙みような噂うわさを立てられるおそれもある。

「なぁ。何がどうして、こうなった？」

「心当たりはありませんか？」

　ローナに逆に問い返されて、一応蓮弥は記憶を探さぐってはみるが、特に思い当たる節がない。

「すまん、心当たりがない」

「シオンは、レンヤが家を買ったらパーティを解散されるのではないかと心配しているのです」

　ローナに言われて、蓮弥はようやく気がつく。

　最初にシオンにパーティに勧かん誘ゆうされた時に、拠点を買う為に金が必要だからパーティを組む、といったような理由付けをしていたことを。

　その時シオンは、家を買ったらパーティで住もう、といったような提案をしていたが、それはその時になったら改めて相談しようと結論を後回しにしていた。

　どうやらシオンは、一緒に住むことによって、蓮弥が拠点を得た後もパーティを存続させようと考えていたようだが、結論を後回しにされてしまった為に、いざその時になったら、蓮弥がパーティを抜ぬけるのではないかと心配しているらしい。

「そんなに懐なつかれる覚えはないんだがなぁ？」

「あれだけの戦せん闘とう力りよくに加えて、料理もできて、性格もそこそこ。容姿もまぁまぁ。仲間を大事にする人で、お金も必要とあれば執しゆう着ちやくせずにすっぱり渡してしまう。優良物件でしょう？　なんなら私も一緒にセットで貰もらってくれません？」

　さらりととんでもないことを口にするローナに、蓮弥は顔を顰しかめた。

「猫ねこの子じゃあるまいし、はいそうですかと貰えるわけがあるか。大体俺は金に執着するって言っただろうに？」

「お金に執着する人は、報ほう酬しゆう額がくの半分をためらいもなくアズさんに渡したりしないもんですよ」

「あれは、正当にアズ達が受け取るべき……」

「はいダウトー。あの時点でアズさん達が正統に受け取れる報酬は金貨12枚のみです。残りの38枚は、コアの売ばい却きやく代金と破は壊かい報ほう酬しゆうと、ギルドへの協力報酬の半分じゃないですか。全部レンヤの稼ぎですよ」

　言い切られてしまえば、確かにその通りなので反論する言葉が無い。

　本来ならば、パーティメンバーであるシオンやローナに分配するのが筋であり、同情があったとはいえ、アズのパーティに半額渡してしまったことについては、蓮弥自身、多少の後ろめたさも感じている。

　言葉に詰まってしまった蓮弥に、ローナはにっこり笑うと。

「金かね離ばなれがいいのは良いことです。別に悪いことをしたと責めているわけではないので、そんな顔しないでください。そんなどうでもいいことよりも、今はシオンをなんとかするのが先です。何を言えばいいのかは、分かっていますね？」

　今の一連のやりとりも、全く耳に入っていないようなシオンを指差すローナ。

　この女性に一本取れるような日は来るんだろうかと思いながら、蓮弥はおそらくこれが正解なのだろうと思った言葉をシオンにかけた。

「パーティの拠点として、一緒に住むことになるのだから。シオンも確認に来るか？」

「え？」

　半ば死人のそれと化していた顔が上がる。

　その視線が蓮弥の顔の辺りに焦しよう点てんを結ぶと、しばらくかけられた言葉の意味を考えるような時間の後、やっとシオンの顔に生気が戻もどり、死んでいた目が生き返った。

「一緒に、住む……。そ、そうだな。パーティの拠点にするんだもんな」

「そうそう。俺だけが確認してもしょうがないから、シオンも一緒に行こう。予定は空いているか？　これから現地に行くんだが」

「問題ない。万ばん難なんを排はいして一緒に行く。これから行くのだな？　泊とまりになるなら用意してくるからちょっと待っててくれ」

　死人状態から一転して、飛とび跳はねるように立ち上がると、シオンは荷物を取りに自分達が泊まっている部屋へと駆かけ出していった。

　その後ろ姿はどう見ても、散歩に連れて行ってもらえる犬のようだ、とかなり失礼な考えをしながら見送る蓮弥。

「ローナはどうする？　ゴースト関連だったら聖職者の専門だろうけど」

「レンヤがいれば大だい丈じよう夫ぶでしょう？　私は廃はい屋おくに一晩泊まるなんてごめんですから、遠えん慮りよします」

　そっぽを向いて言い放つローナだったが、蓮弥はジト目でその横顔を睨む。

　ちらと視線が蓮弥の方を向き、自分の方を見ているのに気がついて、ローナは慌てて視線をそらした。

「何企たくらんでる？」

「別に……ところで、つり橋の上とか、戦場とかで異性間に恋愛感情が芽生えることが多いっていう話。どこまで信じます？」

「お前、何狙ってんだ？　なぁ、ちょっとこっち見て、俺の目を見て話してみろ!?」

　肩を掴つかんで自分の方を向かせようとする蓮弥に、意地でも向くもんかと必死に抵てい抗こうするローナ。

　結局ローナはシオンが、お泊まりセットなる荷物一式を持って戻ってくるまで、蓮弥の方を向くことはなかったのである。







「レンヤと二人でお泊まりか。なんだかいいな、こういうの」

　基本的にククリカの街について、ほぼ土と地ち勘かんのない蓮弥は、結局ついてこなかったローナを除いて、シオンの先導で不動産屋が言う、曰く付きの物件へ行くこととなった。

　シオンの格好はいつもの戦せん闘とう用の服ではなく、何故か男性用の濃のう紺こんの上下だ。

　スカート等穿はかないのかと蓮弥が尋ねると、一言だけ、似合わないから、と返ってきた。

　一応念ねんの為と長ちよう剣けんを一ひと振ふり携たずさえた他は、武装は持っておらず、寝ね袋ぶくろと身み支じ度たく用品の入ったポーチだけを持ってきている。

　蓮弥はといえば、こちらも街の中で物件確認だけのために武装するつもりも無く、茶系統の上下に、剣帯をつけ、刀を差していた。

　他の荷物は全てインベントリに放り込んであるので、食事と寝ね床どこの準備は問題ない。

「この辺だと思うんだが……」

　不動産屋でもらった地図を頼たよりに、先導していたシオンの足が止まった。

「あれ……かな？」

　シオンが指差す先にあったのは、高い塀へいに囲まれた一角だった。

　日も暮れかけた薄うす闇やみの中に浮かび上がるそれは、見上げるような高い塀で囲まれており、その塀には種類のわからないツタのような植物が、元々の塀を覆おおい隠かくすようにびっしりと茂しげっている。

　入り口の門は、長い間手入れされていなかったことをあらわすかのように錆さび付ついており、蓮弥が不動産屋から借りてきた鍵を差し込むと、軋きしみを立てながらゆっくりと内側に開く。

　門を潜れば、石いし畳だたみが建物の玄げん関かんまで続いており、その左右は庭になっていたが、こちらも打ち捨てられてから誰も手入れをしておらず、茂るがままに任せた雑草が一面に生おい茂っていた。

　元々はきちんと手入れされていたのかもしれない木々も、枝の手入れがされなくなり、あちこちに伸びたい放題だ。

「これは、きちんと住めるようにするのに、手間がかかりそうだな」

「そういうのも含ふくめての値段なんだろうけどな」

　外がこれだけ荒あれ放ほう題だいなのであれば、建物の中も相当酷ひどいだろうな、と蓮弥は溜ため息いきをつく。

　土地と建物を購入しても、きちんと手入れをして住めるようにするまでに、相当な金額を要することは間違いなさそうであり、購入後も一いつ生しよう懸けん命めいに金稼ぎに明け暮れなくてはいけないのは明白なようだ。

　シオンも同じ考えであったのか、憂ゆう鬱うつそうな蓮弥とは対照的に、何か非常に嬉うれしそうだった。

「別に、手間の大小でパーティの存続を決めるつもりはないんだが？」

「私は何も言ってないが？」

「そうか……まぁいいが」

　そんな会話を交かわしながら、建物の玄関にたどり着いた二人。

　やたらと重じゆう厚こうな入り口の扉とびらに鍵を差し込んで捻ると、重く固い音と共に鍵が開いて、扉が低く軋んだ音を立ててゆっくりと開く。

　開いた扉の向こうは、当然ながら灯あかりも無く、夕暮れ時の薄うす暗ぐらさから、窓から差し込む光も弱い。

　がらんとした空間は、何故だかわけも無く見る者を不安にさせ、シオンは思わず隣にいる蓮弥の肩に手を置いた。

「暗い……な」

「そりゃまぁ、灯りがないからな。ちょっと待ってろ」

　肩に置かれた手を、安心させるようにぽんぽんと叩いてから、蓮弥はそのがらんとした空間に向かってさっと右手を振った。

「〈光明〉」

　薄暗い空間に、魔ま術じゆつの灯りが点ともる。

　熱を発することの無いその灯りは、白く眩まぶしく光ひかり輝かがやいて、玄関から入ってすぐのエントランスホールを照らし出した。

　その数、実に16個。

「持続時間を12時間に設定した。入り口だから朝まで明るくても問題ないだろ」

「ふむ、そうだな」

　さらりと頷いたシオンだが、魔術についての知識がない故に、目の前の異常な風景に気がついていない。

　魔ま術じゆつは威い力りよくや持続時間に比例して魔ま力りよくの消費が激しくなる。

　これは単純な掛かけ算ざんで計算できるものなのだが、蓮弥が今、腕うでの一振りだけで、およそ10分しか持続時間のない光明を12時間持続させ、それを16個同時に行ってみせたのだ。

　これは６×12×16で１１５２が答えになるが、つまりは普通の〈光明〉の１１５２倍の魔力を消費する。

　一いつ般ぱん的てきな魔術師であれば、あっさり気絶する消費量だ。

　アズかカリルがこの場に居合わせたのであれば、その異常な光景に度ど肝ぎもを抜かれること間違いなしだったのだが、生あい憎にくとシオンはその辺りの知識がまるでない。

　ただ、明るくなって良かったなーくらいにしか思っていないのだ。

　蓮弥としても、別段威い張ばることでもないので説明する気がない。

　明るくなったエントランスホールは１階から２階への吹き抜けになっており、真正面に２階への階段がある。

　部屋は１階にエントランスを囲むようにして応接室、キッチンつき食堂、倉庫、倉庫、工房がある。

　通りに面している部分が店舗部分になっており、倉庫が二つあるのは店舗用と工房用だったらしい。

　２階に上がれば寝しん室しつが三つに風ふ呂ろ場ばと、書しよ斎さい、居間、子供部屋があり、３階は屋根裏の倉庫として使用されていたようだ。

　蓮弥は寝室以外の部屋に、容よう赦しやなく12時間持続の〈光明〉を放り込み、建物全体をまるで真昼のような明るさで照らし出すようにしてしまった。

　光源一つ生み出すだけでも、通常の魔術の72倍の魔力消費である。

　それを次々に生み出す蓮弥に、流石さすがに魔術に疎うといシオンでも、なんだかおかしいんじゃないかなと気づき始める。

「なぁレンヤ。どうしてそんなに光源をあちこちにバラ撒まくんだ？」

「ん？　あー、説明してなかったか」

　いまさらなんだけどなぁと頭をかきながら、蓮弥はシオンにこう言い放った。

「この建物、幽霊が出るらしいんだ」

「……へ？」

「なんでも連続猟奇殺人をやった商人の持ち家らしくてな。幽霊が出るんだとさ。そういえば何の幽霊が出るのか聞いてくるの忘れたんだが……殺された方かな？　それともこの庭で斬首されたっていう商人の霊なのかな？　まぁどっちでもいいんだが、これだけ明るくしても出てくるもんなのかな？」

「ゆう……れい？」

「うん。何か問題が？」

　シオンがゆっくりと息を吸い込むのが見えた。

　なんとなく次の行動が読めた蓮弥は、両耳に指を突っ込んでそれに耐たえる準備をする。

　そして一瞬の空白。

　やがて、敷しき地ち全体を震ふるわせるような、シオンの悲鳴が薄闇の中、甲かん高だかく響き渡るのであった。

「無理！　無理無理無理無理！　無理だから！　ねぇ帰ろうよ、レンヤ……」

　両手で蓮弥の右みぎ肩かたに縋すがり付き、上うわ目め遣づかいで必死に訴うつたえるシオン。

　その手は迷子のように頼りなく震え、見上げる瞳ひとみは完全に涙目となり潤うるんでいる。

　男ならば、その光景にわずかばかりでも胸を打たれること間違いなしだったのだが、蓮弥はものすごい握あく力りよくで握にぎりつぶされかけている肩から、シオンの手を剥はがすことに意識を奪うばわれており、あまりそっちの光景には注意を払っていない。

「なんで幽霊なんかが出る物件に一晩泊まるのぉ……お願いだから帰ろうよぉ……」

「いや、だから確認の為にって言っただろう？　幽霊なんだから夜にしか出てこない。それを確認しようと思ったら泊まる以外に方法がないのは分かるだろう？　帰るなら、一人で宿に戻ればいいじゃないか」

「そんな話を聞いた後で、一人で夜道を帰れるわけないじゃないか！　レンヤの人でなし！」

　逆ギレ状態に近いシオンの様子に、連れてきたのは間違いだったかなぁと蓮弥は思い始める。

　ただ、そういった事情を事前にきちんと説明してから連れてこなかったのは、確かに自分の落ち度ではあるので、強く言い返すこともできない。

　それにしてもシオンが幽霊関係というか、怪談関連が駄だ目めなのは意外だった。

　第一、いるかいないか分からない幽霊よりも、ダンジョンで遭そう遇ぐうした溶とけかかった人ひと型がたの方が、ビジュアル的にも脅きよう威い的てきにも何倍も怖いと思う蓮弥だったが、その辺りを問いただしてみると、

「幽霊は剣で斬れないじゃないか！」

　という返事が来た。

　その返事を聞いて、蓮弥はシオンの評価に、やや残念な子という以外に、物理馬ば鹿かという新しい単語を付け加えることを決めた。

　必死になって袖そでを引き、帰ることを声こわ高だかに主張するシオンを引きずるようにしながら、蓮弥は建物の探たん索さくを開始する。

　１階は入口と反対側が通りに面しており、そこが店舗スペースになっている。

　二つある倉庫のうち一つは店てん舗ぽ側がわからしか入ることができず、もう一つは工房と隣りん接せつしていて、工房からしか入れない造りだ。

　応接室には人が住んでいた時の調度がそのまま残されていたが、腐ふ食しよくや虫食いが多数見つかり、さらに積もりに積もったチリやホコリが厚い層を作っていた。

　掃除をして、調度を修復するよりは、一度全部廃はい棄きしてしまい、新しく買い入れた方がお金はかかるかもしれないが、手間も少なそうだし、間違いがないな、と蓮弥は判断する。

　食堂も似たようなものだった。

　こちらには調理器具等が残されていたが、流石に猟奇殺人事件の犯人が使っていたものをそのまま使う気には蓮弥もなれず、全て廃棄と決める。

　調理場は、魔術工芸品をふんだんに使った高価なものが設置されていた。

　魔ま石せきを補給してやれば、ツマミ一つで水も火も使え、強弱も思いのままだと説明するシオンに、妙な所がハイテクなのだなと蓮弥は感心する。

　工房の設備も中々に立派なものだった。

　鍛冶かじ作業ができるように、魔石を燃料とした炉ろが設置され、それ以外にも頑がん丈じような作業台や薬品や材料を入れる立派な戸棚等が備え付けられており、こちらは掃除さえしてしまえば、すぐにでも使用できるような状態だ。

「この作業台で、誰か殺されたりしたの、かな……？」

　人一人が横になっても余りある程ほどのスペースがある作業台を、恐きよう々きようと見つめながらシオンが言うが、蓮弥は首を振ふった。

「まさかそんなことはないだろう。仮にそんなことをしていたのなら、幽霊が出てきたときに説教してくれる」

　作業台とは職人の仕事場である。

　そんな所で不ふ埒らちなまねをするようなモノを、蓮弥は見み逃のがすつもりは毛頭ない。

「幽霊が説教、聞くかな……？」

「それは知らんな。したこともないし」

　２階に上がって寝室が三つ。

　これは元々の住人であった商人夫妻の寝室と、子供用の寝室が一つずつに、来客用の寝室が一つ。

　こちらも調度や寝具がそのまま残されていたが、流石に知らない人が使っていたものを流用する気にもなれず、汚よごれも激しかったので、全すべて廃棄処分予定。

　風呂場はかなりの広さがあり、湯船は大理石で造られた豪ごう華かなもので、給湯設備はやはり魔石を使用する魔術を利用したものでシャワーまで備えており、長く使われていなかったにもかかわらず、状態はかなり良好だった。

「お風ふ呂ろが広いのはいいな。数人で入れるくらい広い」

「混浴する予定は無いけどな」

　相変わらず蓮弥の背中に隠れるようにしてついてくるシオンだったが、風呂場の設備には目を輝かせていた。

「ローナの入浴姿とか見たくない？　普通でもすごいが、濡ぬれるともっとすごいんだが」

「何がすごいか知らんが、俺おれは命と精神の安定が惜おしい」

　仮に覗のぞいても騒さわぎ立たてるようなことはしないだろうが、絶対にそのことを別の何かに役立てるだろうという確信が蓮弥にはある。

「わ、私のはどうだろう？　そこそこのものと自負しているんだが……」

「お前は俺に何を期待しているのか、一度きっちり説明してもらった方が良さそうだな」

　呆れた顔で答えつつ、確かにシオンが髪かみをアップにまとめて、ほんのりと上気した肌はだを晒す光景は色っぽいかもしれないな、等とふと考えてしまう。

　それが顔に出てしまっていたのか、にまにまと笑えみを浮かべるシオンに、蓮弥は小さく溜息をついた。

　残りの書斎と居間と子供部屋も回ってみる二人だったが、こちらは特に見るべきものもない。

　調度の類たぐいはやはり残されたままであったが、再使用できるような状態ではなく、書斎に至っては本の類等は全て無くなっていた。

　一通り見て回った後、蓮弥は庭に生え茂っている雑草を適当に刈かり取とってスペースを作ると、そこで夕食の準備を始めることにした。

　食堂の調理設備は、使えないこともないのだろうが、現状ではまだ購入したわけではないし、そもそも燃料の代わりになる魔石を二人とも持っていない。

　自然と夕食の準備は自じ分ぶん達たちで火を起こして行うこととなり、当然それは外でないと行えない。

　インベントリから薪まきを取り出して積み上げ、シオンが魔術で点火する。

　ある程度燃やして、おき火にしてから、底の浅いフライパンのような鍋なべの上に、小麦粉とトウモロコシに似た作物を乾かわかして粉にしたものを混ぜて水で溶いたものを薄く流す。

　これを焼き上げると薄いパンのようなものが出来上がるが、蓮弥はそれを数枚焼いてから同じフライパンの上に油を引くと、今度は一口大に切った肉や野菜等をぶちまけて、塩とアルコールと少量の蜂はち蜜みつで炒いためていく。

　ここに本当は醤しよう油ゆやゴマ油やみりんを入れてやると焼肉っぽくなるのだが、無いものは仕方ない。

　いずれ自作できればいいんだが、と蓮弥は自分を慰めた。

　とにかく炒め終わったものを、大皿に取り分けて、水で洗った葉野菜を添そえれば完成だ。

　あとは薄いパンに葉野菜を乗せ、その上に炒めた肉などを乗せて巻いて食べる。

　好みでつけるようにとカラシも用意し、飲み物に軽めのワインなんかも並べてみた。

　炒め物は最初から、味を濃こい目めにしてあり、パンと野菜で挟んでも薄うす味あじにならないようにしてある。

「レンヤはとにかく食べ物には凝こるな」

　教えられた通りに具材を乗せて丸めたものに齧かじりついたシオンがしみじみとそう言った。

　冒ぼう険けん者しやは行動中に料理等しないことが多い。

　荷物を増やすことを良しとしない為ためであるが、それ以外にも料理が出来ない者が多いという現実がある。

　精々が塩を振って焼くくらいなもので、煮込んだり炒めたり蒸したりといったものになると、全く手が出ないパーティが多いのだ。

　シオンも料理の方はからっきしなようで、自然と他ほかの冒険者達のように手間のかからないものを手早く口にするということに慣らされていったようなのだが。

「レンヤと行動してると、元の生活には戻れそうにないな」

　両手で巻いたパンを持ち、行ぎよう儀ぎ良く齧りつきながら苦笑するシオンに、なんと答えたものやら分からずに蓮弥は自分の分のパンに齧りついた。

　その様子に、照れてるのかな、と思いながらさらに笑ったシオンだったが、直後びくりと身体からだを竦すくませて、笑え顔がおだった顔が固まる。

　急激に青ざめていくその顔に、何事かあったのだろうと悟さとった蓮弥が問いかける。

「どうした？」

「今……誰か笑ったような……」

　調理をするのが外だったので、食事をしている場所も外だ。

　地べたに直じかに座るのは二人とも嫌だったので、蓮弥が持ち込んだ椅子に座って食事をしていたのだが、周囲にあるのは建物と、雑草の生い茂る庭だけで、誰かが潜んでいる様子は無い。

「空耳じゃないのか？」

「わからない……けど、やっぱり誰かの笑い声に……」

　女の小さな含み笑い。

　くすり、と笑うその声が、今度は二人の耳に聞こえた。

　シオンは青ざめながら、蓮弥は油断なく周囲を見回すが、風も無く、雑草や木々の葉鳴りの音すらしない庭の空間に、ただ女の低い笑い声だけが響く。

「レ、レンヤぁ……」

「情けない声を出すな」

　笑い声はだんだんと大きくなり、やがてはゲラゲラと気が狂くるったように笑う哄こう笑しようへと変わる。

　半泣き状態で蓮弥の左ひだり肩かたに飛びつくシオンだったが、その手に握られたパンを落とすようなことはしない。

　思わずえらいと褒ほめつつ、落ち着かせるように蓮弥は左ひだり腕うででシオンの腰こしを抱だいた。

「出たよ！　幽霊だよ、レンヤ！」

　全力で蓮弥の肩にしがみつき、その肩を揺ゆさぶるシオンではあったが、力と体重の差なのか、シオンがいくら揺さぶろうとも蓮弥の身体は微び動どうだにしない。

　それはまるで、大樹にしがみついて暴れる子こ猫ねこの様子を想像させる光景だった。

「うーん？　確かにそれっぽいが……」

　止やまない哄笑の中、シオンを抱きかかえながら、蓮弥は淡たん々たんと呟いた。

「でもこれ、笑ってるだけで、ひたすらうるさいだけだぞ？」

　事も無げに言い放った蓮弥の言葉はシオンの耳を通って、その脳で言葉として理解されるまでに数瞬を要した。

「え？」

　蓮弥の肩に顔を押おし付つけて、パニックになりかけていたシオンが、信じられない言葉を聞いたような表情で、蓮弥の顔を見上げた。

　右手に残っていたパンの残りを口に放り込み、ゆっくり咀そ嚼しやくして飲み込んだ蓮弥は、何かおかしなことを言っただろうかと思いつつ、言葉を続ける。

「確かに、寝ねる時これではたまらないから、なんらかの対策が必要だが、基本的に無害だろう？」

　近所迷惑な騒そう音おんだな、と決め付けた蓮弥の言葉が聞こえたのか、女の哄笑はぴたりと止んだ。

　同時に庭のあちこちから、小さな風切音を立てて、いくつもの礫つぶてが蓮弥に襲おそい掛かる。

　ぎゅっと目を閉じているシオンを抱きかかえたまま、右手一本で抜ばつ刀とうした蓮弥は、飛んでくる礫を刃はではなく峰みねの部分で次々に叩き落とす。

「笑い声の次は石が飛んでくるのか。ポルターガイストっていうんだっけか？」

　叩き落とされて地面に転がったのは、小さな石だ。

　庭のあちこちにあるであろうそれは、別段珍めずらしいものでも、恐おそれるようなものでもない。

「さ、次は何が出る？」

　問うように言う蓮弥の視線の先で、雑草の隙すき間まから湧わき出すように、青白い人ひと影かげがいくつも、ゆらゆらと姿を揺らめかせながら立ち上がるのが見えた。

　顔の造形も判別できない、ぬらりとしたそれが、まるで生者への恨うらみを、声に乗せるように吼ほえ声ごえを上げかけて。

　夜の闇やみを貫つらぬくように突つき出された銀の刃やいばに、頭を貫かれて四散した。

　目を閉じてしがみついたままのシオンを、左腕だけで抱きかかえていても、蓮弥の踏ふみ込みの速度は落ちるということを知らないようだ。

　まして雑草の生い茂る地面。

　踏み込む先の地面の様子も分からず、伸のび放題の草は確実に足に絡からみつき、その動きを阻そ害がいするはずだというのにだ。

「なんだ、斬きれるじゃないか」

　声にどこか残念がるような思いを乗せて、四散する青白い光には興味も示さずに。

　左半身に押し付けられるシオンの感かん触しよくと香かおりを楽しみながら。

　無数に現れた人ひと影かげ達に刀を突きつけて、蓮弥は笑った。

「それじゃ、大おお掃そう除じと行こうじゃないか！」




　シオンはそこそこの身長があり、しかもそこそこ鍛きたえてるだけあって筋肉質であったが、左手一本で小こ脇わきに抱かかえていても、それほど苦にならない程度の荷物でしかなかった。

　長剣以外の武装をしていない、ということもあるのかもしれなかったが、鎧よろいの類を身につけていないのは蓮弥にとっては実に好都合であった。

　それは振り回すたび、踏み込むたび、急制動をかけるたびにシオンのあちこちいろんな所が自分の身体に当たるということ。

　ぶっちゃけてしまえば、胸だの腹だの腰だのが、押し付けられたり擦すられたり、離はなれていったり当たったりと様々な感触を存分に楽しめるから、であった。

　心の底からローナが居なくてよかったと思う蓮弥である。

　人目を気にしなくて良いならば、あとは心行くまで楽しむだけ。

　幸い、戦いの場所はそれなりの広さを擁ようしている庭であり、跳とぶにせよ走るにせよ回るにせよ、あまり周囲を気にしなくても大丈夫なくらいの空間が広がっている。

　その空間の中を蓮弥が走る。

　出現している青白い人影は、声を発することも出来ずに、ある者はすれ違ちがいざまに袈け裟さに斬られ、またある者は串くし刺ざしにされ、三枚におろされ、膾なますに刻まれ、無造作に無む秩ちつ序じよに、どれもこれもが散らされて消えていく。

　もし彼かれらが、この地で殺されたという女性達の魂たましいであったならば、亡ぼう霊れいとしてこの地に縛しばり付けられ、今こ宵よいここに姿を見せてしまったことを呪のろったことだろう。

　もし彼らが、この地で斬ざん首しゆされたという商人の成れの果てであったのならば、自分はそれほどの大罪を犯おかしたのかと問いただしたかったことだろう。

　その何いずれの事情も一いつ顧こだにせず、蓮弥は人影を切り刻む。

「あぁ……これはいかんなぁ……」

　当たるを幸いに斬り伏せて、左腕の中のシオンを振り回し。

　天を仰あおいで蓮弥は嗤わらう。

「どうにも困ったことに」

　ぎちぎちと軋む音を立てて、全身の筋肉が悲鳴を上げている気がする。

　それは、酷こく使しされたことに対する抗こう議ぎの声ではない。

　自分が自分を造つくり替かえていく音。

　微温ぬるま湯ゆに浸つかった組織が冷たく堅かたい組織に塗ぬり替えられていくような、そんな感じ。

「思う存分、刀を振るえることが」

　我知らず、口角が吊つり上あがる。

　視界が色しき彩さいを失い、余計な情報が消えた分、より鮮せん明めいに映りだす。

　的はまだまだ沢たく山さんある。

　斬った端はしから湧いてくる。

「愉たのし過ぎて仕方がない……」

　内にある激情を解き放ちかけて、ふと蓮弥は我に返る。

　理由は二つあった。

　一つは左腕に抱えているシオンが、わずかにであったが苦しそうな呻うめき声を上げたこと。

　思わず力が入りすぎていたらしい。

　縊くびり殺さんばかりの力で抱きしめられているシオンの呼吸が荒あらくなっていた。

　二つ目は、建物の中から聞こえた小さな悲鳴。

　この敷地の中に、蓮弥が知る限り、声を出しそうな存在は自分とシオンしかいない。

　目の前でゆらゆらと揺れている、亡霊っぽいものも交ぜればその限りではなかったが、蓮弥の耳が捉とらえた悲鳴は、確かに少女のものだった。

「レンヤぁ……」

　腕の中で荒い息をついていたシオンが声を上げた。

　いよいよきつく絞しめすぎただろうかと危あやぶむ蓮弥。

　だが、続いた言葉で蓮弥の思考が止まる。

「もっと……」

　思わず腕を緩ゆるめるだけでは飽あき足たらず、軽くではあったが地面に放り捨ててしまった。

　それを契けい機きにしたわけではないだろうが、二人を取り囲んでいた青白い人影達が、一度ゆらりと大きく揺れたかと思うと、蝋ろう燭そくの炎ほのおを吹き消したかのように消えてなくなる。

　静せい寂じやくを取り戻した敷しき地ち内ないをぐるりと見回して、脅きよう威いになりそうなものが無いことを蓮弥が確かく認にんしていると、地面にべちゃりと投げ捨てられていたシオンが抗議の声を上げた。

「レンヤ。ここは、潤んだ私の瞳とかを見て、くらっと来たり、どきっとしたりする場面ではないのか」

「ああ、すまん。マゾだったのかと一いつ瞬しゆん悪お寒かんが走ったもんで」

「マゾい女の子は可愛かわいいと思わないか!?」

「うるさい黙だまれ、お前はその残念属性をまずなんとかしてこい」

　がばっと抱きついてきたシオンを、無造作に払はらいのけてやると、また地面にべちゃっと倒たおれ伏ふす。

「むぅ……まぁそれは良いとして」

　むっくり立ち上がって、身体についた土をぽんぽんと払い落としながら、シオンが建物の方を向く。

「誰だれか、いたな？」

「聞こえてたのか？」

　心底意外である、といった顔をする蓮弥に、腰に手を当てて振り返りながらシオンが答える。

　その様子は、蓮弥が自分に低評価であることを悟ってか、やや不ふ機き嫌げんそうだった。

「聞こえてたとも。小さな女の子っぽい悲鳴だったが……レンヤが怖こわがらせたんじゃないのか？」

「いやまぁ確かに、俺が刀を振り回してる光景は子供には刺し激げきが強いと思うが……建物の中には俺達以外は誰もいなかったよな？」

「子供が迷い込んだ可能性は？」

「可能性を論じると際限が無くなる。もう一度屋内を探索してみるか……」

　刀を鞘さやへ納め、建物の入口へと歩こうとする蓮弥の背後から、シオンが呼び止めた。

　何事かと振り返れば、どこか切せつ羽ぱ詰つまったような表情のシオンが、蓮弥に手を伸ばそうとしている。

「どうした？」

「振り回され過ぎて、目が回って歩けない……」

　言われて視線を下へと落とせば、確かにシオンの膝ひざの辺りがぷるぷると震えているのが分かる。

　平気そうな表情を取り繕ってはいるが、視線の焦点もなんだか定まっていないように見えた。

　これはちょっとやりすぎただろうか、と蓮弥はしばし反省する。

　最初に歩けないと聞いた時には、その場に置いていこうかと思った蓮弥だったが、流石に原因が自分にある上に、シオンが苦手としている幽ゆう霊れいが出しゆつ没ぼつした庭に、動けない状態のまま一人で置いていくということには罪悪感を覚えた。

「引きずっていってやろうか？」

　かくん、とシオンが肩かたをコケさせた。

　女の子の運搬方法としては、あまりに酷いと思ったのだろう。

　震える膝を叱しつ咤たして、なんとか体勢を立て直してから、シオンはびっと蓮弥を指差して。

「お姫ひめ様さま抱だっこを希望する！」

「よし、動けるようになったらついてこいよ？」

「ごめん、嘘うそ！　見捨てないで置いてかないで一人にしないでー！　でもせめておんぶか抱っこか、最悪さっきみたいに脇わきに抱えて運んでー！」

　お姫様抱っことか、女の子の夢じゃないか！　と涙目で訴えるシオンに、一つ肩をすくめてから蓮弥は背中を向けると少し腰を落とした。

「ほれ、おぶされ」

「あ、うん。ありがと……」

　おずおずと蓮弥の首に腕を回し、ゆっくりと体重を預ける。

　よっこらしょと一つ声をかけて、そのシオンを背せ負おった蓮弥はゆっくりと建物に向かって歩き出した。

「声が、どこから聞こえたか分かるか？」

「多分、工こう房ぼうの辺り。庭に面した窓が開いていた」

　あれだけ振り回されている最中で、そこはよく見ていたな、と蓮弥はちょっとだけシオンの評価を上げる。

　偶ぐう然ぜんの産物かもしれないが、たまには評価を上げておかないと、いずれ地の底を突き破って見えなくなるくらい低くなることがあるような気がしてならなかったせいでもあったが。

　玄関を潜くぐってすぐ、工房の入口から部屋の中に入る。

　蓮弥が点ともした魔術の灯りが照らす室内で、シオンを壁かべにもたれかけさせるようにして背中から降ろした蓮弥は、床ゆかにうつぶせに倒れている人影に気がつく。

「なんだこれ？」

　それは亜あ麻ま色いろの髪を肩の辺りで切りそろえ、白と黒のツートンカラーのエプロンドレスを身にまとった、一言でいうならば、メイド姿の少女であった。

　ただ、蓮弥が驚おどろきの声を上げたのは、その少女が普ふ通つうの少女であれば、迷い込んだ可能性をまず考えたのだが、少女の背せ丈たけは蓮弥達よりもかなり低く、目測で１ｍに満たない程度しかなかったのだ。

　子供という線もあったが、少女を構成する手足等は、子供のそれよりもかなり小さく細く、それでいて頭身は成人女性のそれと大差ないように見える。

　なんというか、メイド姿の成人女性を、二回り以上小さくした感じとしか形容できない。







[image: ]







　さらに人と異なる特とく徴ちようが耳の形だった。

　少女の耳は細く尖とがっており、人のそれと比べてかなりの長さだったのだ。

　エルフという単語が頭をよぎるが、もしこれがこの世界におけるエルフなのだとすれば、随ずい分ぶんと小さい、小人の国のような所に住んでいるとしか思えない。

「なぁ、シオン。エルフっていうのは小人なのか？」

「レンヤはエルフを知らないのか？　彼らは私達と同じくらいの背丈で異常に胸が薄うすいんだ」

　念ねんの為、うつぶせのそれをひっくり返してみる蓮弥。

　身体に触ふれてみても、その少女は目を覚まさなかった。

　なんだかうなされているようにも見えたのだが、とりあえず調査が先だとひっくり返した少女を見れば、胸の辺りはサイズは小さいとしても薄いと形容できないくらいのふくらみがある。

「薄くはないな」

「エルフの線は捨てるべきだと思うんだが……それ、シルキーじゃないかな？」

〈報告：ヘルプ機能　シルキーは妖よう精せい、または幽霊の一種とされる家に憑つく存在。容姿は様々であるが主に少女の形を取る。家事等の手伝いをしてくれ、大体が美人の姿をしている。家の住人が気に入らなかったりする場合、幻げん影えいや操作等の魔術により住人を追い出しにかかることもあるので注意が必要。家の状態を可能な限り、維い持じしようとする性質がある〉

「ふむ？　って良くそんなの知っているな」

　立ち上がったヘルプ機能のメッセージに目を通しながら、蓮弥が言うと、少しはにかみながらシオンは答えた。

「小さい頃ころに読んでもらった本等に、出てくるから覚えていた。家事の上手な妖精で、気に入られると家を守ってくれるが、気に入られないと部屋を散らかしたり、物を壊こわしたりと嫌いやがらせをされるんだ」

「妖精？　幽霊ではなく？」

「妖精、だ。幽霊は触れないだろ？」

　確かに今しがた、身体に触れてひっくり返したばかりだった。

　触れるから妖精で、触れないから幽霊、という分類には、やや首を傾かしげてしまう蓮弥だったが、こちらの世界の住人がそう言うのだからそういうものなのだろうと納なつ得とくすることにする。

「しかし、妖精がなんでこんな所で気絶して転がってるんだ？」

「そもそも妖精が気絶するなんて、初めて聞いたんだが……場所はおかしくないだろう？　ここは家の中なんだし」

　いかに家事が上手であろうが、見た目美人であろうが、人のいない廃はい屋おくに憑いてしまっては意味がないだろうと思う蓮弥。

　そんな感想は脇に一度どけておくとして、意思の疎そ通つうが可能かどうかという問題は残っているが、とにかく相手が目を覚ましてくれないことには、事情を聞くこともできない。

　触れたら壊れてしまいそうな身体へそっと手をかけて、可能な限り優やさしく揺すってみる。

　どこか、おっかなびっくりな蓮弥の手つきに、壁にもたれかかったままのシオンが思わず笑いを漏もらした。

「…………」

　何度か揺すっていると、少女の瞳がゆっくりと開く。

　その瞳の色は、透すき通とおった翡ひ翠すい色いろをしており、薄く開いたまぶたの下から蓮弥の姿を認めると、急に意識が覚かく醒せいしたのか大きく目を見開いて半身を起こした。

　そのまま、慌あわてて蓮弥から離れようとするが、身体が言うことを聞かないのか、立ち上がれずに腕の力だけで蓮弥から距きよ離りを取ろうと床の上を這はう。

　その様子に、なんだか非常に悪いことをしているような気がして、蓮弥は床の上に腰を下ろして胡坐あぐらをかくと、剣帯を外してシオンに向けて放り投げた。

　それをシオンが受け取るのを見てから、まだ逃にげようとしている少女に蓮弥は声をかける。

「ほら、危ないものはもう持っていない。そんなに怯おびえずとも大だい丈じよう夫ぶだ。危害を加える気はない」

「……ここから出て行って！」

　腕の力だけで距離を離すことに疲つかれてしまったのか、這うのを止めて蓮弥の方へ向き直った少女が声を荒らげた。

　言葉による意思の疎通が可能であることを確認した蓮弥は、相手を刺激しないようにゆっくりと喋しやべる。

「理由による。納得できる理由があるなら、ここから退去してもいい」

「ここは私の家だもの！」

「シオン、一応確認するが、妖精って家とか土地の所持とか認められているのか？」

「妖精だぞレンヤ？　認められてるわけがないだろう」

「ここは私の家よ！　だってここで生まれたんだもの！」

　呆あきれたように言うシオンに、噛かみ付くように言う少女。

「騒がなくていい。別に認められてないからと言って強制排はい除じよするようなことはしない。仕事でもないしな。物分かりの悪い俺の為に、最初から説明してくれるか？　えーと……名前も教えてくれると会話がしやすいんだが」

　ここは下手に出るべきだろうと判断した蓮弥は、少女に説明と名乗りを求めてみた。

「名前を尋たずねる時は……」

「ああ、自分から名乗れ、だな。レンヤ＝クヌギ、あっちはシオン。二人とも冒険者だ。よろしく」

「……名前、ないの……」

　少女はそっと顔を伏せて、なんとか聞き取れる程度の小さな声で呟つぶやいた。




　少し俯うつむいたまま少女は、ぽつぽつと説明を始めた。

　少女がこの家で意識を持ったのは三年ほど前のことだと言う。

「私が居たのはこの家の地下室」

「地下室あるのか？　この家」

「工房の床に隠かくし扉とびらがある」

　ほこり臭くさく、灯あかりの一つもない真まっ暗くら闇やみの中で生まれた彼かの女じよであったが、そこは妖精の身である為に全く気にもならず、階段を上って地上に出たのだと言う。

「本当は、そこで家の人に挨あい拶さつとかするはずだったんだけど」

「既すでに廃屋だったわけだな。廃屋でシルキーとやらが生まれるのって普通なのか？」

「知らない。他のシルキーを知らないし」

　その時点で既に家は荒あれ果はてており、庭も雑草が生おい茂しげっていた。

　できるならば、彼女はシルキーとしてその荒れ果てた家の掃そう除じや手入れに取り掛かりたかったのだが、ここで妖精としての本能のようなものが、彼女の行動にストップをかけた。

「私のようなシルキーは、基本的に家の人のお手伝いをする妖精なの。もしくは家の人のお願いを聞いて初めて行動に移せるの」

「そのお願いをする家の人がいなかったわけだ」

　その為に彼女は、シルキーとしてのもう一つの仕事である「家の現状維持」に従事する以外に取れる方法がなかったのだと言う。

　家の現状維持の為には、可能な限り敷地内に人が入ることを防がなくてはならない。

　人が入れば「廃屋」という現状が変わってしまう。

　本来ならば、早く誰かにその家に住んでもらって、その手伝いをしたり、何かをお願いされたりしたいはずが、最初から廃屋という状態の家に生まれてしまったが為の矛む盾じゆん。

　頭では分かっているのに、行動に移すことができない。

　シルキーの妖精としての本能が、一種の呪いのように作用してしまった稀け有うな例と言えた。

　侵しん入にゆう者しやを防ぐ為に行動する、といってもシルキー自体は戦せん闘とうに向かない妖精であり、使える魔ま術じゆつも簡単なものしかない。

　魔ま力りよく自体は妖精という種族であるので、ある程度は豊富に使えた。

　だが、正面切って人ひと族ぞくと争あらそえば、おそらくあっさりと駆く除じよされてしまったことだろう。

　考えた彼女は、ふと客を連れて家の周囲を回りに来た不動産屋が話す、例の商人の怪かい談だん話ばなしを耳にし、これは使えると考えた。

　いたずら好きとされる妖精は、幻影や幻げん聴ちよう、簡単な操作や透とう明めい化かの魔術には長たけている。

　これらを駆く使しして、不動産屋の言う呪われた曰いわくつきの物件という舞ぶ台たいを仕立て上げれば、普通の人ならば気味悪がって近づこうとはしないだろうと考えたのだ。

「そこにレンヤのような変人が来てしまった、と」

「シオン、後で折せつ檻かんな」

「変人……」

「そこで引くな妖精。確かに幽霊が出る物件なんて聞いて嬉き々きとして来たことは否定せんがな」

　わずかに蓮弥から離れようとする妖精に、多少は自覚があるのか、蓮弥はため息と共に吐はき出した。

　思わず、といった行動だったのか、少し決まり悪そうに床に座すわりなおす妖精に、さてどこで話を落とすべきだろうかと考えつつ、蓮弥は口を開いた。

「それでな。俺はこの物件を購こう入にゆうしようかと考えているんだ」

　はっとしたように妖精は蓮弥を見つめる。

　その瞳ひとみに映る感情が、拒きよ絶ぜつなのか受じゆ諾だくなのか、蓮弥には測りかねたが、言うべきことはまず伝えなくてはと、蓮弥はなるべくゆっくりと、噛んでふくめるような言い方で続ける。

「もちろん、どうしても拒絶する。ここは絶対に廃屋の状態から変わらせることはしないと言い張られてしまうならば、別の物件を探すということも考えるが、俺はシルキーとやらについては全く知らないのだが、それは廃屋を守り続けていて、存在し続けられるようなものなのか？」

　妖精は頭を振った。

　案の定かと、蓮弥は思う。

　シオンの話とヘルプ機能のメッセージからして、この妖精は家に憑き、家の住人と交流することで存在を維持するものだと予想される。

　その割に、相手が気に入らないと追い出しにかかるという矛盾も含ふくんでいるのだが。

　しかし、人との係かかわりが無ければいけないということだけは間ま違ちがいないだろうと蓮弥は思っていた。

　そしてそれが正しければ、ひたすら廃屋を守り続けるこの妖精は、どのくらいの速度でかは分からないが、衰すい弱じやくし続けていき、やがては消しよう滅めつしてしまうのではないか、と。

「もしそうなのであれば、多少強ごう引いんにでもここに俺が住みたいと思うんだが……」

　妖精がまた現状維持したいという本能でもって、脅おどかしにかかるのであれば、それを今回のように強引にねじ伏せてでも、一度住んでしまえば、元の家の人の手伝いをしたくなる状態になるのでは、と思った蓮弥であったが、これにも妖精は首を左右に振った。

「ダメなのか？」

「ううん……一度邪じや魔まをして、負けてるの。だから今、貴方あなたのここに住みたいという意志をもって、現状維持の欲求は消えたの」

「じゃあ、後は住んでしまうだけだな？」

「うん、でも……」

　妖精は少し迷うように蓮弥を見る。

　まだ何か問題があるのだろうかと思う蓮弥に、妖精はおずおずと切り出した。

「こんな、妖あやしいお屋や敷しきに住んでもらえるの？」

「私はきっぱりお断りしたい」

　蓮弥が口を開く前にシオンが口を挟はさみ、蓮弥に睨にらまれて肩をすくめた。

　シオンの返事に思わず泣きそうになる妖精に、それを宥なだめる様に蓮弥は言う。

「もう一人仲間がいてな。そいつとの相談にもなるが、基本、ここに住むことになると思う」

「そうですか！　お待ちしております、マスター！」

　ぱっと顔を輝かがやかせて言う妖精が蓮弥に向けた言葉に、シオンは何な故ぜかにやっと笑い、蓮弥は複雑な表情をしながら、妖精の頭をなでたのだった。

　その後、蓮弥とシオンはそのまま眠ねむる気になれずに夜を明かし、夜が明けると同時に一度、ローナの待つ宿屋へと直行。

　事情を説明してローナの意見を求めたが、二人がいいなら別にいいですとの淡たん白ぱくな返事をもらって不動産屋へと走る。

　不動産屋では、二人が寝ね不ぶ足そく気味であるとはいえ、元気に戻もどってきたのを見て、今までになかったことだと驚いたが、妖精のことは伏せておいて、別に幽霊なんか出なかったから、あれを買うと言う蓮弥の言葉に顔をほころばせた。

　店員が言うには、これまであの物件に興味を示した人達は、一人の例外も無く幽霊に出会い、不動産屋の持つ物件の中でも売るに売れない不良物件化していたのだそうだ。

　それを蓮弥が購入すると言ったものだから、これでやっと肩の荷が下りるとほっと息をつく店員に、そんなに困っていたのであれば、購入する自分にいくらかサービスしろ、と交こう渉しようを始める蓮弥。

　徹てつ夜や明けの状態で、よくもまぁそんな気力があるものだと呆れつつ見守るシオンの前で、ああでもないこうでもないとやり合った蓮弥と店員であったが、結局は店員が折れて、前金は一いつ括かつ払ばらいとして、残りは催さい促そく無しのある時払いでいい、ということになった。

　インベントリからお金を取り出して不動産屋に支し払はらい、契けい約やく書しよを交かわしてそれをインベントリに収納。

　鍵かぎを受け取るとまた、宿屋へと走る二人。

　途と中ちゆうで眠ねむ気けに負けて力ちか尽らつきたシオンを、また背中に背負いながら、宿屋に戻った蓮弥は売買契けい約やくが終わったことをローナに報告すると、そこからとんぼ返りで買ったばかりの家へと今度はローナも連れて三人で移動。

　随分と性急に物事を運ぶ蓮弥に、移動しながら疑問を投げかけるローナだったが、一応この強行軍には理由があった。

　こちらの世界での妖精がどうなのかは、蓮弥は知らないが、妖精というとどこか気まぐれな印象が付いて回る。

　一度、マスターと呼ぶくらいに認めてはもらったが、あまり時をかけすぎてしまうと、あの妖精がやっぱりもう一度最初からやり直ししますと言いかねない気がしていたのだ。

　目的地に着くと、すぐに妖精にローナを引き合わせ、正式にここに住むことになったから、と宣言。

「ついては、前の調度なんかは新しいのに買かい換かえたりするので、協力を頼たのむ」

「はい！　お任せ下さい！」

　にっこり笑った妖精の顔を見て、とりあえずはミッションは終しゆう了りようしたと、ほっと胸をなでおろす蓮弥の背中で、シオンが気楽に寝ね息いきを立てていた。

　ここから先、今度はローナと妖精がその優ゆう秀しゆうさを蓮弥とシオンに見せ付けることとなる。

　まずローナはどこからともなく連れてきた商人と作業員に、古い調度を運び出させると、売れるものは売り飛ばし、売れないものは破は棄きさせて、新しいものを調達するように依い頼らい。

　蓮弥が目を白黒させている間に、細かい調度の仕様や数、位置等などを商人と打ち合わせをし、物を運び込ませて並べ、金額の折せつ衝しようを行って、支払い方法まで決めてしまう。

　蓮弥の手持ちの現金は、ほぼ底をついていたが、こちらはローナが自分の貯金を切きり崩くずして支払いに当ててしまった。

「どうせ、私も住むのですし。それなら住み心ごこ地ちが良い方がいいですし。……レンヤへの貸しにもなりますし」

　最後、ぼそっと付け加えられた時には、蓮弥は今までに感じたことの無い寒気が背筋を走るのを感じていた。

　妖精もまた、家の片付けに大いに役に立った。

　最初、出入りしている商人等に姿を見られても大丈夫なのだろうかと心配した蓮弥だったが、蓮弥達三人がこの家に住むと確定した時点で、妖精の姿は年としの頃が10歳さい前後くらいのメイド姿の少女に変わっていたのだ。

　どうも本来は、人間並みの背丈で、それ相応の容よう貌ぼうをしているという妖精だったらしいのだが、長年の廃屋暮らしで力が弱まっており、サイズが縮んでしまっていたらしい。

「結構危ない所まで行ってたんじゃないのか、それ？」

「うん。でも、美お味いしくないご飯があったので、なんとか繋つないで来られたの」

　妖精の言葉に、蓮弥達は首を捻ひねる。

　そもそも、妖精のご飯とは一体なんなのだろうかと。

「私達は基本、魔力をご飯にしているの。私達が家に憑くのは、家の人が自然に発散している魔力をご飯として頂くためなの」

「……なんか嫌な予感がするんだが、その美味しくないご飯って？」

「庭で処しよ刑けいされたらしい人の怨おん念ねんなの」

　それを聞いて、青ざめるシオンに、力なく笑うローナ。

　なんでも、妖精が目覚めた時には家の片かた隅すみで、半分実体化しかけていたらしいのだが、悪あく霊りようとなりかけた商人の魂は、質は非常に悪いものの、魔力の塊かたまりであると言えなくもなく、妖精にご飯として確保された挙句にちびちびと齧かじられて、消滅してしまったのだと言う。

「こういうのを因果応報って言うのかね？」

「猟りよう奇き殺人犯の冥めい福ふくなど、どーでもいいです」

　消滅してしまったのだから、地じ獄ごくに落とされることも無かったのだし、むしろ良かったんじゃないですか、と僧そう侶りよとしてはどうなのかと思ってしまう発言をするのはローナだ。

　力をそれなりに取り戻した妖精は、風を呼ぶと、家中のホコリやゴミを一気に庭へと押し流し、さらに風の刃でもって雑草やら伸び放ほう題だいの木々の枝やらもさくさく切り落としてしまった。

　その手て際ぎわの見事さに、こういったことに関しては完全に戦力外のシオンと蓮弥はただただ、感心して見守るしかない。

　最後に、集めたゴミを庭に小さな山と積み重ね、蓮弥が庭の片隅に穴を掘ほっている間に、シオンがゴミの山に着火して焼しよう却きやく。

　灰を蓮弥が掘った穴に捨てて、穴を埋うめ直して一連の騒そう動どうは終結となった。

　ここまで、蓮弥が購入を決めてから、僅わずか二日間の出来事。

　終わった後は全員が、居間に新しく備え付けられた革かわ張ばりのソファーの上で、ぐったりと寝込む羽目になった。

　そんな中でも妖精だけが元気であり、寝込む三人にかいがいしくお茶やら茶受けやらを用意していたのだが、やがて蓮弥の横に来くると。

「マスター！　まだ仕事は終わってないの！」

「何か……残ってたっけ？」

　尋ねる蓮弥の肩を揺すって、妖精はこう言った。

「名前ください！　何い時つまでも妖精では困るの！」

「名前……」

　一いつ瞬しゆん、花子とかタマといった名前が頭を掠かすめるが、慌てて打ち消す。

　犬や猫ねこじゃないんだからと、疲れた頭を必死に動員して、蓮弥は一つの名前を捻り出し、それはとても嬉うれしそうな妖精の返事一つで受け入れられることとなった。

　かくして、蓮弥は庭と工房付きの一いつ軒けん家やを手に入れ、家に憑いていた家事手伝い妖精のフラウ＝ヴェルデを仲間にしたのであった。







第二章　アズさん再び、らしい







「家を買ったと聞いて来てみたんだが。随分と気張ったものだな」

　応接室のソファーの上へゆっくりと背中を預けたアズが、部屋の中を見回しながら言った。

　テーブルの上には、アズがお土産みやげとして持ってきた果物の詰つめ合あわせが置かれている。

　一応とはいえ、教職についたせいなのか、前は灰色のローブ姿であったが、今回はやや仕立てのいい黒のローブのあちこちに、銀のアクセサリーをつけて、いかにも魔ま術じゆつ師しといったような格好をしていた。

　アズが持ってきたのは、柑かん橘きつ系けいの果物を主とした詰め合わせで、蓮れん弥やが元いた世界では、農薬等の為ためにあまり食べることを推すい奨しようされていなかった皮までしっかりと食べることができる無農薬品だ。

　後でしっかり皮まで食べつくそうと、蓮弥はフラウにキッチンの食料品保存庫へ入れておくように指示する。

　シルキーの管理する食料品保存庫は、恐おそろしいことに湿しつ気けから温度管理まで、すべてフラウの魔術の支配下にあった。

　つまり、冷蔵、冷れい凍とうどっちにも対応しており、さらに肉を熟成させるのに、ドライエイジングだろうがウェットエイジングだろうが、なんでもござれ状態なのだ。

　この事実をフラウから教わった時に、本当にこの家を買ってよかったと、蓮弥は自分自身を褒ほめ称たたえた。

「借金が残ったままだがね。ま、拠きよ点てんは何をするにせよ、必要だと思ってさ」

「そうだな。どこかに出かけるにせよ、帰る場所があるというのは大事なことだ。……しかしそれにしても……」

　向かい側のソファーに座る蓮弥の背後で、足りない背丈を踏ふみ台だいを駆使しながら、お茶の準備をしたり、ソファー越ごしに準備したお茶を渡わたしたりしているメイド姿の少女を見ながら、アズが呆れ返った声を出す。

「また一人増えてるな。しかも妖精か。……ハーレムでも作るつもりか？」

　流石さすがに魔ま術じゆつ師しはその手の存在の専門家なのか、アズは一目見ただけでフラウの素す性じようを言い当てた。

　蓮弥はフラウを人前に出すべきか否いなかで、少々迷っていた時間があったのだが、ローナに相談してみた所、妖精の存在自体はそれほど珍めずらしいものではなく、迷い人の方が相当珍しいというなんとも言えない答えを返された。

　購入前だと、家にシルキーが憑いているからと値段を吊り上げられることもあるらしいが、購入した後にそれが理由でどうこうなることは契約を正式に交わしている以上はありえませんとローナは言い切った。

「人聞きの悪いこと言わないでくれるか？　大体、俺おれがこの子に手を出したら、それは犯罪だろう？」

　顔を顰しかめる蓮弥だったが、次のアズの答えを聞いてさらに眉まゆ根ねを寄せる羽目になった。

「貴族なんて、10超こえたら結けつ婚こんするなんてことも珍しくないぞ？　婚こん約やくだけなら生まれた時から決まってたりするしな。それに30超えたおっさん貴族が、下級貴族から12歳の娘むすめを娶めとって、子を生なすことなんてザラだぞザラ」

「よくその気になれるな……そこは感心する所だな」

「半分義務みたいな所もあるんだが、中々にいい小こ遣づかい稼かせぎになるぞ？　そっち系統の薬の販はん売ばいは」

　興奮を強くする薬やら、持続を長くする薬なんかが大人気だとアズが笑う。

　そういった薬は需じゆ要ようも多く、また良い値で取引されるのだそうだ。

「合法なのかそれ？」

「当たり前だろう？　ちゃんと材料の採集依頼はギルドにも出されているぞ？」

　金に困ったら受けてみろと言うアズに、絶対受けないようにしようと思う蓮弥だった。

　少なくとも、シオンやローナを連れていけるような依頼ではない。

　背後に控ひかえているフラウは、流石妖よう精せいと言うべきなのか、その手の話を聞いても顔色一つ変えていない。

「金といえば、こんな家を購入したんだ。それなりに入り用な物が増えただろう？」

「まぁな。維持するのにも費用がいるし、借金も返す必要があるしで、金はいくらあっても足りないな」

「随分と楽な契約だと思うがな。ある時払いの催促なしなんてな」

　それは半分、踏み倒されても別にいいですと言わんばかりの契約であるとアズは言う。

　確かに、催促されないのだから、いつまでもまだ払えませんと言い切ってしまえば、いつまでも払わずに済むような契約ではある。

　だが、蓮弥はそれを良しとはしたくなかった。

　急いで返へん却きやくする必要が無いとしても、あまり間をおかずに必ず返却しようと決めている。

　商人の側に立って考えれば、支払いが延びれば延びる程ほど、儲もうけが無くなっていくからだ。

　それは商人に迷めい惑わくをかけることになってしまう。

「実はな、今日こちらに来たのは、家を買ったお祝いというのもあるんだが、それとは別に、一つお前に力を借りたい仕事ができてな。もちろん、金は出る」

「仕事の斡あつ旋せんか？　それは有あり難がたいが、どんな仕事なんだ？」

　見知らぬ誰かの依頼よりも、知ってるアズからの依頼の方が受けるのに安心感が違ちがう。

　支払いもよければ言うこと無しだが、そこまで期待せずとも、あまりひどい話でなければ、知らぬ仲でもないので、受けてもいいかなと蓮弥は思っている。

「俺が冒ぼう険けん者しやを育成する学校の教職に就ついているのは知ってると思うが」

「まぁ、別れる時にそう言ってたもんな」

「ああ、それでな。俺が受け持たされたクラスが貴族の子女が多いクラスだったんだが……ちと問題が発生してな」

「貴族相手の問題か……」

　蓮弥の表情が苦いものになる。

　まず蓮弥は貴族という単語にあまり良い印象を抱いだいてはいない。

　それが偏へん見けんであることを重々承知の上で、鼻持ちならない、平民を見下した、金と権力に汚きたない、腰こし抜ぬけの集まりというイメージを蓮弥は持っている。

　もちろん、それが当てはまらない貴族もいるのだろうが、そっちは希少種であるというのが蓮弥の言い分だ。

「問題っていうのは、学校じゃ各教科ごとに担当する教師が変わるんだが、戦闘訓練を担当していた教師が、生徒に負けてな……」

　実戦関連の教師というのは、なり手が非常に少ない上に、質が良い人を揃そろえるのが非常に難しい。

　現げん役えきの騎き士しや冒険者は、稼ぎのあまり良くない教師になどなりたいとは思わないし、後進を育てるという行こう為いは騎士にとってはなんの魅み力りよくもないし、冒険者にとっては単に稼ぎを奪うばい合う同業者を増やす結果になるだけなので、それにわざわざ従事しよう等という物好きはほとんど存在しない。

　自然と、学校の教師になるのは、アズのようにパーティが壊かい滅めつしてしまった者か、あるいは騎士、もしくは冒険者としては大成しそうにないと早々に諦あきらめてしまった、言い方は良くないが二流、三流どころがほとんどである。

　それでも、学校に通う程度の者の技術には、滅めつ多たに遅おくれを取ることはないのだが、極ごく々ごく稀まれに、生徒に負ける教師というものも出てきたりする。

　これは貴族の子し女じよ達たちの中には、学校に入る前から軍人である父親や母親に鍛たん錬れんされて、入学時点で既にある程度以上の技量を身につけている者がいたりするせいだ。

　しかもそういった者に限って、代々続く軍人の家系であったり、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しを多数輩出している家系だったりして、その生徒の技量がズバ抜ぬけていたりする。

　こうなると、三流程度の冒険者では、経験の有う無むだけでは凌しのぎきることができず、敢え無く生徒に敗北を喫きつする様を晒さらすことになったりするのだと言う。

「そりゃ恥はずかしくて教師なんかやってられないわな」

「戦力に差があるからといって、教師から教わることがない、とは言い切れないだろう？　三流だろうが、冒険者として生活していた者から教わることはあるはずだ」

　蓮弥には、その教わることとやらが想像できなかったのだが、アズが力説するくらいなのだからきっと何かあるのだろうと、そこは深く追求しないでおく。

　もしかすると「上手な依頼の受け方」とか「パーティメンバーと仲良く付き合う方法」とか、そういうおばあちゃんの知ち恵えぶ袋くろ的なことなのかもしれない。

「しかし、一度敗北を喫した相手から、学ぶことなどない、と授業を受けようとしない者が出てきて、困っている」

「別にアズの授業をサボるわけじゃないんだろう？」

　別にアズ自身は困ってないじゃないか、と蓮弥が言うとアズは少し困ったように頭をかいた。

「確かに俺は困ってないんだが……」

　どこか、理由を言いにくそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせ、頭をがしがしとかきだす。

　これもあまり追求しない方がいいのかな、と察した蓮弥は話題を変えることにした。

「ま、その辺は別にいいが。仕事としてはどんなことをどんな条件でやらせたいんだ？」

「ん？　ああ、それはな。クラスの生徒達の高くなった鼻をへし折って欲しいんだ。実戦形式の戦闘訓練で」

　アズが説明するには、学校の戦闘訓練において使われるフィールドには、特とく殊しゆな結界が張られており、どんなに酷ひどい怪け我がを負っても死亡する一歩手前までしか行かないようになっているらしい。

　つまり依頼としてはその戦闘訓練用のフィールドで、言うことを聞かなくなった貴族子女達の鼻を完かん膚ぷなきまでにへし折る為に、二度と教師を馬ば鹿かにしようなどと考えないレベルまでボッコボコにして欲しいと言う。

「それは教師として、頼んでいい依頼なのか……？」

「言って聞かない相手だ。一度上には上がいるのだということを心身に刻み込んでやるのも、教師の務めだろう」

「アズがやれば？」

「俺がやってもいいんだが、俺は近接戦が苦手だ。だから仕事の時に守ってもらっていたのだしな。その俺が奴やつらをなんとかしようと思ったら、初撃に致ち命めい的てきな魔術を叩たたきつける以外無い。これでもなんとかなる気はするんだが、万が一、近接戦闘に持ち込まれた場合は俺では勝ち目がない」

　武器を振ふり回まわせばとりあえず戦闘になる戦士系統と違って、詠えい唱しようが必要になる魔術師達はどうしても攻こう撃げきまでの時間が長い。

　さらに、あまり身体からだを鍛きたえていない者が魔術師には多い為に、格下の近接戦闘職でも、その間合いに持ち込まれてしまうと不覚を取ることは珍しいことではない。

「その点、レンヤは腕うで利ききの剣けん士しでありながら、魔術も扱あつかう。万が一にも、学校の生徒辺りに遅れを取るようなことにはなるまい？」

「うーん、まぁたぶん」

　武器を練習用の剣とかに変えてしまっても、学校に通う程度の餓が鬼き相手に、負ける気は毛頭ない蓮弥だった。

　実は、今の蓮弥の年ねん齢れいと、そう大きくは差があるわけでもないので、それを聞けば餓鬼呼ばわりされた生徒達はかなり気を悪くすることだったであろう。

「気は進まないかもしれないが、なんとか頼めないか、レンヤ」

　ぐっと身を乗り出して頭を下げるアズ。

　なんだか弱いものいじめにも聞こえるそれは、あまり気の進む依頼ではなかったが、それでもアズが頭を下げてまでお願いするようなことなのであれば、蓮弥としては無む下げに断るという態度には出られない。

　しかしながら、まず間違いなく勝てる模擬戦というものに意味を見み出いだせないのも確かであり、やりたい気持ちにはまるでならない。

「この依頼を受けてくれるなら、学校の設備の使用もできるようにする」

「学校の設備なんて、使いたいものもないと思うんだが…」

「何を言うんだ、レンヤ。冒険者を育成するあの学校には〈転送門〉があるんだぞ？」

「なんだそれ？」

「お前、〈転送門〉を知らないのか？」

　なんでそんなこと知らないんだと言いたげなアズ。

　そういえば、アズには蓮弥はまだ自分が迷い人だと告げていないことを思い出す。

「俺な。実は迷い人ってやつなんだ」

「ほぅ？　そうだったのか。それならば〈転送門〉を知らないのも道理だな」

　あまり驚おどろいた様子もない。

　なんだか拍ひよう子し抜ぬけしたような蓮弥の顔を見て、アズは言った。

「確かに珍しい存在だが、今まで何人も確かく認にんされてきた存在だ。別の世界から来たとしても、基本、俺達と同じ人間なのだから、驚くようなこともないだろう？」

「お前らしいわ……、んで、学校の〈転送門〉っていうのはなんなんだ？」

「〈転送門〉というのは門の形をした魔術工芸品で、一いつ対ついの対応する門がどれだけ離はなれた所にあっても空間を渡って移動ができるというスグレ物だ。これは対応している門にしか行くことができない上に、一度の移動でかなりの量の魔ま石せきを消費する上に人一人転移するのがやっとの為に、ほとんど普ふ及きゆうしていない物なんだが、冒険者学校は学校同士の行き来をスムーズかつ楽に行う為に、転送門による移動網を形成しているんだ」

「ふむ？」

「これの使用許可が下りれば、人ひと族ぞくの大陸のほぼ全土が転送門で移動できる上に、瘴しよう気きの森と魔ま族ぞくの土地を飛とび越こえて、西側のエルフの大陸に通じてる門も使えるんだぞ？」

「む、それは凄すごいな」

　人一人分という制限はあっても、人族の大陸における移動速度が格段に上がることが予想できる上に、エルフの大陸にまで飛べるという交こう通つう網もう。

　この切符きつぷが手に入るのであれば、気の進まない仕事も十分な見返りのある仕事へと変わる。

「拘こう束そく期間は、授業のある日の半日のみ。報ほう酬しゆうは今言った転送門の使用許可証と、俺のポケットから金貨１枚を出す。すまないが、転送門の使用料はレンヤの自腹にしてくれ。割り引いてくれるようには頼んでみるから」

「大おお盤ばん振ぶる舞まいだな」

　アズがそこまで報酬を吊つり上げるのには、確実に蓮弥に受けて欲しいという願望の他ほかに、この件に関して失敗は許されないという、おそらくは説明する言葉を濁にごした辺りに理由があるのだろうと蓮弥は踏んだ。

　ただ、それはアズの側の事情であるので、とりあえず蓮弥には関係が無い。

「どうだ？　受けてもらえるか？」

「悪い話じゃなそうだし、仕事自体は俺一人で行けそうだな。よし、引き受けよう」

　蓮弥が受諾する意向を伝えると、アズがほっとした表情を浮うかべた。

「有難いな。これで肩かたの荷が下りる。日程はこちらで調整するので、後日連れん絡らくをする。それでいいか？」

「分かった。空けておくからなるべく早いトコ頼む」

　仕事として受けた以上は、他の仕事を入れてしまうわけにはいかない。

　あまり日程の調整に時間をとられて、長々と他の仕事ができない期間が長くなっても蓮弥としては困る。

「すぐに調整する。それじゃ俺は学校へ戻るので、連絡を待っててくれ」

　蓮弥の承しよう諾だくをとりつけると、アズは蓮弥にそう言い残して全速力で学校へと戻っていった。

「他人の為にマスターに頭を下げに来るなんて、随ずい分ぶんと良い方みたいなの」

　アズが飲み残していったお茶を片付けながら、フラウが言う。

「きっと、困ってる人がアズさんの大事な人だと思うの。だからあんなに急いで帰ったんだと思うの」

　なるほどそれならば、説明する言葉を濁したのもなんとなく理解ができるな、と蓮弥は膝ひざを打った。

　依頼を実行する時に、おそらくは顔をあわせることになるのだろうから、その時じっくりとアズに説明を求めてやろうと、やや冷めてしまったお茶を口に含みつつ、蓮弥はとても楽しそうな笑えみを浮かべたのだった。







　ククリカの国こく立りつ冒ぼう険けん者しや育いく成せい学がつ校こうは、居住区の一番外側の位置に存在している。

　都市内部にある建物としては、中ちゆう央おう区くにある軍部に次いで広大な敷しき地ちを持つそれは、何故か高い塀へいと深い堀ほりに囲まれており、敷地に入るためには、正門を潜くぐる以外には方法がない。

　アズに案内されて、外から学校を見た時の蓮弥は、どことなく刑けい務む所しよのようなイメージを抱いたが、中に入ってみると逆に砦とりでの中に入ったような印象を受けていた。

　それをアズに伝えると、冒険者学校は街になんらかの有事があった際には、軍事施設として簡易な砦の役割を果たすように造られているという返事があった。

「学生に兵隊やらせるなんざ、正気の沙さ汰たじゃねーな」

　ぼそりと吐き捨てた蓮弥に、アズが少し驚いたような顔を向ける。

　何か妙みようなことでも口にしただろうかと思った蓮弥だが、アズの言葉を聞いてなんとなく納なつ得とくした。

「いや、レンヤのことだから。使える者なら皆みな使えと言うもんだとばかり」

「あー、まぁ基本はそうだが……なんでだろな？　やっぱり学生は学業が本分っていう常識が俺にもあるのかね？」

「レンヤが常識を口にするなんて、不安になるな」

「うちのパーティじゃ、知識は別として俺が一番常識人だと思うんだがなぁ」

　それはそれで、問題なんだがな、とぼやいた蓮弥の隣となりで、メイド姿のフラウがクスクスと小さな笑い声を立てた。

　今回の仕事にあたって、アズから呼び出しがかかった時点で蓮弥は一応、シオンとローナにお伺うかがいを立てたのだが、行き先が冒険者育成学校であると聞いた二人は、今回の仕事に関しては同行したくない、と言い張った。

　理由を尋たずねてみても、明確な答えは返ってこず、ただ行きたくないの一点張りに、一体何がその学校にあるのだろうと思ってしまった蓮弥だが、あとでローナがこっそりと理由を教えてくれた。

　貴族の子女が多く通っているこの学校においては、シオンとローナの素性を知っている者がおそらくいるであろうことが二人の同行拒否の理由だと言う。

　そう言われてみれば、確かにシオンはどこか知らない良い所のお嬢じよう様さまであり、ローナはそれに付き従う騎士であったという話を随分前に聞いたような気がする蓮弥だった。

「忘れないでくださいよ。結構重要なことなんですから」

　言われて思い出した蓮弥の様子に、非常に不満げな表情を浮かべるローナ。

　だが、蓮弥はあっさりとこう言った。

「覚えていても益えきがないしなぁ」

　別に貴族であろうがなかろうが、既すでにパーティの仲間だからなと蓮弥が言うと、ローナは不満げな表情から嬉しそうな表情を経由して、なんとも複雑そうな表情を浮かべた。

「嬉しい言葉なんですが……やっぱりちゃんと覚えておいてくださいよ？」

「善処はする」

　脳みそが覚えている記き憶おくの量は、一定であり、無む尽じん蔵ぞうではない。

　だからこそ、どうでもいい知識から忘れていくように人間の脳みそというものはできているので、確約はできないと蓮弥が言うと、ローナは苦く笑しようした。

　ここで、二人の仲間の同行を断られてしまったので、いよいよ一人で学校へ赴おもむこうかと蓮弥が考えた時に、話を聞いていたフラウが同行を申し出てきたのには、全員が驚いた。

　家に憑ついている妖よう精せいであるフラウが、外出できるわけがないと思っていたのだが、フラウ曰いわく、家主にくっついて歩く分には外出は可能です、とのこと。

　それならば、今までずっと廃はい屋おくを守り続けてきたフラウに街並みを見せてやることもできるので、蓮弥はフラウの同行を二つ返事で承諾して今に至る。

　生まれ出いでてからこの日まで、あの家の敷地から出たことの無いフラウは、初めて見る街並みに御ご満まん悦えつな様子だった。

　それを見守る蓮弥とアズも自然と笑顔になったのだが、本人達はともかくとして、傍そばから見ると10歳前後のメイド姿の少女を、そこそこの年齢の男が二人で連れまわしているという、どこか犯罪の臭においが立ち込める光景に、周囲は遠巻きにしながら、やや引き気味に見守るだけ、とはいかず、何人かは街の衛兵の詰め所に通報したらしい。

　蓮弥達が衛兵に補導されなかったのは、なんとなくそれを予想していたローナが先に手を回していたからであった、ということを蓮弥とアズが知ったのは後々のことである。

　人を見た目で判断するとは、なんとも嘆なげかわしいことだと憤ふん慨がいした蓮弥であったが、自分が同じ光景を見たら、やっぱり通報しそうな気がしていたのは誰だれにも言えない内ない緒しよであった。

「校内を案内して歩いてもいいんだが、今回はちょっと時間がないので、闘とう技ぎ場じようへ直接向かう」

　ちょうどそこで、アズの受け持っているクラスがこれから戦せん闘とう技能訓練を行うのだと言う。

　アズの言う闘技場は、ドームのような形をした建築物で、中身は控え室と倉庫、それにメインとなる闘技場があるだけという実にシンプルな造りになっている。

　闘技場は直径およそ25ｍの円形であり、それを囲むようにして八本の柱が建てられており、この柱にびっしりと小さな文字のようなものが掘り込まれ、柱のあちこちには魔石が着ちやく脱だつ可能な状態で埋め込まれているのが特とく徴ちようだ。

　この八本の柱が、闘技場内に結界を敷しき、その結界の中においては、どんな戦闘行動が行われようとも、死ぬ程のダメージが与あたえられた場合には、そのダメージを死なない程度まで無効化し、かつ、被ひ害がい者しやを闘技場の外へ弾はじき出だすといった機能を持っている。

　授業が始まる前に、闘技場へ案内された蓮弥は、その柱をじっくりと調べながら。

「こんな便利なものがあるなら、戦争とかで使えば死人が出ないんじゃないのか？」

「そんな都合のいいものではないさ。大体それ一本作るのに何年かかると思ってる？」

　蓮弥が眺ながめていた柱を拳こぶしでこつこつと叩いたアズは、一つ鼻から息を吐はいて腰こしに手を当てた。

「これ一本造るだけで10年の歳さい月げつと、白金貨５枚ものコストが掛かかってるんだぞ」

「一本でか？」

「ああ、そして結界作成には柱が八本いる。つまり、造るだけで白金貨40枚を消費する結界なんだぞ、これ」

　造るだけでそれだけのコストがかかる上に、結界の大きさは闘技場に張られているものがほぼ限界に近いのだとアズは言う。

　つまりは、訓練や見世物の為に作られた結界であり、実際の戦争等における実用性は皆かい無むであるらしい。

　世の中そうそう旨うまい話はないのだな、と柱に触さわりながら蓮弥が思っていると、闘技場の入り口の辺りが騒さわがしくなり、武装した少年少女が20人ばかり入ってきた。

　武装といっても刃はを潰つぶした剣けんを持ち、たぶん鋼でできているのであろう胸当てと手てつ甲こうという簡単なものだ。

　少年少女の入場が終わると、最後に入ってきたのは、年齢ならば蓮弥よりもやや上に見える一人の女性であった。

　こちらも麻あさの上下の上から、生徒達と同じ武装をしている。

　茶色の髪かみの毛けを思い切ったショートカットにし、少し大きめの瞳ひとみの色は鳶とび色いろ。

　元気に笑ったりすればそれなりに魅み力りよく的てきな女性だと思えたが、今の彼かの女じよの顔は暗く翳かげっており、明るさなど微み塵じんも無い。

　その理由はすぐに分かった。

　授業の邪じや魔まにならないように、少し端はしに避よけた蓮弥達の目の前で、その女性が声を張り上げる。

「授業を開始します！　皆さん、まずは４列に並んでください！」

　かなり大声であったが、誰だれ一ひと人り、その女性の声に反応する者はいない。

　それぞれが適当に、おしゃべりなどしながら闘技場のフィールドをうろつきまわり、たまに訓練用の武器で打ち合ったり、それを見てまたなにかしゃべりあったりするだけで、女性の方を見ようともしない。

「皆さん！　授業中ですよ！　教師の指示に従ってください！」

「教師？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。生徒に負けた無能者が教師を語るな」

　めげずに声を張り上げて、なんとか授業をする雰囲気を作ろうとする女性の目の前に立ったのは、蓮弥から見てもかなり身体のつくりががっしりとした男子生徒だ。

「あの女性教師がリアリス。その前に立った男子生徒がオーラン＝シュマイザー。リアリス先生を負かした生徒の一人で、トライデン公国軍のシュマイザー将軍の長男だ」

「負かした一人……？　その言い方だと、複数いるのか？」

「あぁ。あっちの……」

　アズが闘技場の別の一角を指差す。

　そこには女子生徒達がたむろしており、その中心には金きん髪ぱつ縦ロールの少女がいる。

「あの縦ロールが、ナタリア＝ファタール。ファタール侯こう爵しやくの長女だな。この二人がリアリス先生を負かした生徒だ」

「ふむ？　ちなみに年齢は？」

「二人とも15歳だ」

「生意気なトコだな」

　鼻持ちならない貴族な上に、何かと大人に突つっかかってみたくなる年齢。

　さらにその上に教師相手に勝ちを拾ってしまったという事実が、歯止めの利きかない状じよう況きようを生み出してしまったのだろうと蓮弥は予想する。

　蓮弥達がそんな話をしている間にも、リアリスはなんとかクラスの生徒達をまとめようとするのだが、立ちふさがるオーランとその取り巻き達に囲まれて、いよいよ声すら上げられなくなっていく。

「なぁ、あのリアリスって女性教師は冒険者ギルドではどのランクまで行ったんだ？」

「確か……教師になる前はＤまで行ったと聞いている」

「なるほどね。それじゃ仕事を始めるか。フラウはアズの近くで待ってるように、いいな？」

「距きよ離り的てきにぎりぎりなの。だから手早く済ませて欲しいの」

　家主に憑いて動いているフラウは、家の敷地の外では蓮弥からあまり離れられないらしい。
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　蓮弥はフラウの言葉に笑顔で一つ頷うなずくと、アズから借りていた訓練用の剣を右手一本で抜き放ち、思いっきり振りかぶる。

「おーい。そこのでかい連中ー」

　あまり大きくない声で、蓮弥はリアリスを取り囲んでいるオーラン達に声をかける。

　それでも一応聞こえたのか、オーランの視線が蓮弥の方を向きかかったが、それを確認することもなく、蓮弥は振りかぶった剣を力ちから一いつ杯ぱいオーラン達目め掛がけて投げつけた。

「あーぶないぞー」

「はぁ？」

　蓮弥の行動に気がついた生徒達は、回かい避ひに移る余よ裕ゆうがあった。

　しかし、運悪く、蓮弥の行動に気がつくことのなかった一人の生徒は、相変わらずリアリスにちょっかいをかけ続けようとして、飛んできた訓練用の剣に側頭部を痛打されて、声も無く倒たおれる。

　いきなりの乱入に、誰も声が出せない。

　その沈ちん黙もくの中、全く気にせずにリアリスの所まで歩いた蓮弥は、転がっている生徒には目もくれずに自分の剣を拾い上げると、まだ事情が飲み込めていないリアリスに、軽く会え釈しやくをする。

「冒険者ギルド、Ｆランクのレンヤ＝クヌギだ。Ｄランクの先せん輩ぱいが、困っているとアズから話を聞いてな。少しでもお手伝いができればと参上した」

「え？　アズ君が？」

　予想外のアズ君呼びに、蓮弥はアズがどんな顔をしているのか見てやろうと視線を向けるが、アズは物凄い勢いでそっぽを向いた。

　その耳が、遠目に見ても分かるくらいに赤いのを知って、蓮弥の顔ににやけた笑えみが浮かび、アズの隣で待機していたフラウは、何な故ぜかサムズアップしてものすごくいい笑顔になる。

「あの、アズ君とはどういったお知り合いなので？」

「仕事で世話になってる。彼かれがこちらの学校に勤めることになった原因の仕事の時に同行していた」

　リアリスの問いかけに答えながらも、蓮弥の視線はアズの顔から外れない。

　見られているのは重々承知の上で、アズも絶対に蓮弥と視線を合わせようとはしない。

　後できっちり問とい詰めるか、と決めた蓮弥は、とりあえずではあったが、アズを視線の束そく縛ばくから解放した。

「おい、貴様」

　それを待っていたかのようにかけられる声に、蓮弥はアズに向けたのとは質の異なる笑みを浮かべた。

　それは友人の浮いた話に笑う顔ではなく、獲え物ものが罠わなに掛かったのを知った狩人かりゆうどの笑み。

「なにか用か？　でかいの？」

　訓練用の剣を肩に担かつぎ、身体ごとそちらに向き直れば、取り巻きを連れて顔を怒おこらせたオーランが、蓮弥を睨にらみつけている。

　その様子を見て、蓮弥の笑みがさらに濃こく深くなった。

　もしオーランに、リアリス並みの危険感知能力があれば、すぐさまその場を離れていたに違いない。

　事実、何か不ふ穏おんな気配を感じ取ったリアリスは、アズに手招きされるがままにすぐにその場を離れている。

　リアリスを迎むかえ入いれたアズとフラウは、そのまま闘技場のフィールドから出ると、結界の外にある観客席のような場所へ避ひ難なんしていった。

　闘技場のフィールドに残ったのは蓮弥と、オーランとその取り巻き達。

　それと、それらを遠巻きにして眺める生徒達だけだ。

「無礼な奴だな。高貴な者への礼れい儀ぎを知らんと見える」

　オーランの言葉に追従するように笑い声をあげる取り巻き達。

　だが、その笑い声はすぐに、もっと大きな笑い声に塗ぬりつぶされて消えた。

　もちろん、笑い声の主は蓮弥である。

「高貴？　笑わせるなぁ！　少なくとも、マグレ勝ちでのぼせ上がっただけの餓鬼に対して使ってやる言葉じゃないな」

「貴様……」

　オーラン達の目が剣けん呑のんな光をたたえ始める。

　それは蓮弥の言葉を聞きとがめたナタリアとその周囲の女子生徒達も同じだ。

「違うと言うならば証明して見せろ。お前らが倒したＤランクの冒険者より、俺はずっと格下だぞ？」

　遠くでアズが噴き出した音が聞こえたが、蓮弥は自分は嘘うそは言っていないと胸を張る。

　そして蓮弥は剣を肩に担いだまま、左手の平を上にして、挑ちよう発はつ的てきに生徒達を手招いて見せた。




　初撃に剣を投げつけられて床ゆかに倒れたまま気絶していた生徒の姿が掻かき消える。

　結界の保護機能で外に弾き出されたらしい。

　それが指し示す意味は、蓮弥の一いち撃げきは即そく死しダメージをその生徒に与えていたということだ。

　いかに刃が潰されていようが、全力で投げつけられた鉄の塊かたまりを側頭部に、なんの構えもない所に打ち込まれては、当然といえば当然の結果と言える。

　投げつけた本人からすれば、あ、なんか即死したっぽい？　程度のものであったのだが、周囲の生徒達の雰囲気は険悪なものへと変わっていく。

　いきなり現れて、いきなり一人殺したようなものなのだから、仕方がないといえば仕方のないことなのだが、蓮弥がそれを気にした様子は全くない。

「証明してみせろ、か。下げ賎せんな冒険者の、さらに下級のクラスの者が口にしていい言葉ではないな」

　剣を抜き放ち、蓮弥と相対するオーランは15歳さいという年齢にしてはかなり背せ丈たけも高く、がっちりとした体形で、いかにも力重視の戦士といった感じを漂わせている。

　一応18歳設定のはずの蓮弥と向かい合っても、全く引けを取っていない。

「前言を撤てつ回かいし、謝罪をするならば受け入れなくもないぞ、冒険者」

　オーランが何か言っているが、言葉は蓮弥の耳を素す通どおりしている。

　どうせどうでもいいことを口にしているんだろうと、蓮弥は相手の観察を続けた。

　オーランは腕うでの太さもかなりなもので、蓮弥はそっと自分の腕を見てから、筋肉の量だけなら圧あつ倒とう的てきに自分が負けていることを悟さとって苦笑する。

　さらに、ちらっとリアリスの方へ目を向ければ、リアリス自身は華きや奢しやという程でもないが細くしなやかな体形をしており、タイプで言うならばおそらくは速度重視の軽戦士タイプだ。

　それだけの情報で、蓮弥はリアリスがオーランに負けた理由を悟る。

「相手に戦い方を合わせてもらって、勝てたからといってどれだけの意味があるのかね？」

「なんだと？」

「ああ、独り言だよ。聞こえても気にするな」

　面めん倒どうくさそうにぱたぱたと手を振って、蓮弥はもう一人の問題児に目をやる。

　その問題児は、蓮弥の声が聞こえたのか、やはりこちらも取り巻きを引き連れながらオーランの隣まで歩いてくると、腰に手を当てて言い放った。

「まぐれ勝ちとは聞き捨てならないわね。その侮ぶ辱じよく、今すぐ地面に平へい伏ふくして許しを請こうのであれば、大目に見ないでもないけど、どうするの？」

　ものすごい高みから見下ろした台詞せりふを吐いたのは、金髪縦ロールのナタリアだ。

　軽く胸を反らし、蔑さげすみまくった視線で蓮弥を見ているが、迫はく力りよくという点においては猫ねこの威い嚇かくにも劣おとる、とは蓮弥の感想だ。

　ついでに反らした胸は、悲しくなる程薄うすい。

　リアリスも体形的に薄い方だが、きちんとあるのがわかるくらいにはある。

　ボリュームとしては圧倒的な大敗を喫しているなと蓮弥は笑ったが、その笑みの意味が分からずにナタリアは怪け訝げんそうな顔になる。

　それにしてもと、蓮弥は首を傾かしげる。

　力重視のオーランと違って、ナタリアはおそらくリアリスと同じ速度重視型のはずだ。

　それで勝てたということは、こちらは一応技量的にリアリスに匹ひつ敵てき、あるいはそれに勝まさるということなのだろうか、と。

　その疑問に対する答えは、離れた所にいるフラウからもたらされた。

『マスター、聞こえますかー？』

「うん？」

　思わず声に出してしまった蓮弥だが、フラウの声は耳元というよりは頭の中で聞こえた。

『声に出さなくても大だい丈じよう夫ぶなの。これは念話なの。フラウはマスターに憑いてる状態だから思念で会話ができるの』

『流石さすが妖よう精せい。高スペックだな』

『もっと褒ほめてもいいの。アズさんが言うには、その金髪縦ロールさんは、マッチョさんの後に連戦でリアリスさんと戦ったらしいの。たぶんマスターがその辺りを疑問に思ってるだろうから伝えてくれってアズさんが言ってるの』

『そうか、なるほど。ありがとうな』

『お安い御ご用ようなの』

　安全保護の為ための結界には、蓮弥が思うに欠けつ陥かんがある。

　致ち命めい傷しようを受けた場合、死なない程度までダメージを軽減する、というのがそれだ。

　これは逆に言うと、致命傷でない限りはそのダメージは残留すると言いい換かえることができる。

　普ふ通つうならば、戦闘訓練後に治ち癒ゆの法術でもって治ち療りようを行うのだろうが、連戦したということは、リアリスはオーランと戦った後にそのままの状態でナタリアと戦ったということ。

　これはつまり、オーラン戦で受けたダメージを引きずったままナタリアとの戦いを行ったということだ。

　加減を知らない脳筋戦士が与えたダメージが、リアリスの速度を殺していたのだろうということを予想することは難しくない。

「なんだ。結局は手加減された阿あ呆ほうと、ハンデ戦を仕し掛かけた馬鹿がイキがってるだけか」

　少しでも警けい戒かいしてた自分が馬鹿みたいじゃないかと額に手を当て、頭を振りつつため息をつく蓮弥。

　その仕草が、自分達を馬鹿にしているように見えたのか、ナタリアも腰の剣を抜き放ち、蓮弥を睨みつけつつ叫さけんだ。

「下げ郎ろう！　態度を改める気がないのであれば、このナタリア＝ファタールが身の程というものを教えて差し上げますわよ！」

「是ぜ非ひ、ご教授願いたいね」

　剣を肩に担いだまま、さして気負った様子も無く、蓮弥は即そく答とうした。

「前まえ振ふり、能書きはもういいから。ちゃっちゃとかかってこい。お前らの理り屈くつで言うなら、勝った方がなんだか知らんが偉えらいんだろ？」

　ぎりっと歯を噛かみ締しめるオーランとナタリアを、つまらないものを見るかのように見ながら、蓮弥は再び手招きをした。

「タイマンなんてケチなことは言わないよ。取り巻きともどもまとめてかかってこい」

「その大口、後こう悔かいすることになるぞ」

「施術院送りにして差し上げますわ！」

　流石は異世界。

　病院送りではなくて、法術で治療してもらうから施術院送りなのか、と妙な所に感心した蓮弥めがけてオーランとナタリア両名とその取り巻き達がそれぞれ武器を振りかざしながら殺さつ到とうした。

　クラスの半数以上が一いつ斉せいに攻撃をしかけたのを見て、リアリスが制止の声を上げかけたが、すぐにアズとフラウがリアリスの身体を引き止めて、静観するように促うながしている。

　その場から動こうとはしない蓮弥に最初に攻撃をしかけたのは、やはり速度重視のナタリアだ。

　突とつ進しんしつつ胸を狙ねらって放たれた突きを、身体を右半身に捻ひねるだけでかわした蓮弥はすれ違ちがいざまにナタリアの肩を左手で押おしやって自分の背後へと突き飛ばす。

　続いて大上段から振り下ろされたオーランの斬撃を、今度は左半身にかわして、こちらは担いでいた剣で腰の辺りを軽く打ってやはり自分の背後へと抜けさせる。

　ここで初めて蓮弥は前に出る。

　取り巻き達が繰くり出す攻撃を、剣を打ち合わせることも無くすり抜ぬけた先には、魔ま術じゆつの詠唱中である男女の生徒が一人ずつ、あっと言う間に二桁に上る攻撃をすり抜けてきた蓮弥を呆ぼう然ぜんと見つめている所へと出た。

「魔ま術じゆつ師しを最初に潰すのは定石だよな」

　薙なぎ払はらった一撃が、女子生徒の腰を捕とらえてその身体を吹ふき飛ばす。

　返す刃が男子生徒の肩かた口ぐちに叩き込まれて、こちらは地面に叩きつけられるように倒れた。

　吹き飛ばされた女子生徒はそのまま、床の上をごろごろと思う存分転がりまくった後、回転が止まると同時に姿が消えた。

　叩き伏ふせられた男子生徒は、肩をおさえながら立ち上がろうとして、自分の目の前に迫せまり来る、靴くつ底ぞこを見て顔を引ひき攣つらせる。

「あ……やめ……」

　何事か言いかけた男子生徒だったが、蓮弥は構わずにそのまま踏ふむ。

　足の裏に色々と愉ゆ快かいな感かん触しよくが伝わってくるが、お構い無しに踏む。

　なんとか身体をかばおうとした腕も踏む。

　這はいずって逃にげようとした背中を踏み、後頭部を蹴けり飛ばしてからさらに踏む。

　徹てつ底てい的てきに踏む。

　やがて動かなくなった男子生徒の姿が消えたのを確認してから、ゆらりと蓮弥は振り向いた。

　その視線の先には、目の前で突とつ然ぜん繰くり広ひろげられた惨さん劇げきに、動けないままでいる取り巻き達と、呆然と蓮弥を見つめているオーランとナタリアの姿がある。

『フラウ。リアリス先生の対応はアズに任せて。闘技場の逃げ道、塞ふさいでおいてくれるかな？』

『任せるの♪』

　何故かウキウキとした思念が返ってきた。

　染まるのが早すぎるんじゃないかな、と思いつつ、なんだか悲鳴のような掛け声と共に振り下ろされた剣を無造作に払う。

　切り込んできたのは女子生徒だ。

　剣を払われて泳ぐ身体の鳩尾みぞおちへ膝を入れ、胃液を吐きながら身体を折った所へ追つい撃げきに後頭部へ肘ひじを落として、倒れた所を一度踏んでから、脇わき腹ばらへ爪つま先さきを蹴りいれる。

　吐いた胃液に赤いものが混じったが、少女の身体は消えない。

　致ち死しダメージには足りなかったらしいと笑う蓮弥はきっちりもう一発後頭部に踵かかとを落として少女の姿を消す。

「アズ君!?　あの人最初から殺す気まんまんじゃないのっ!?」

「いや、リアリス先生。死なないのは分かってますから」

　なにか悲鳴のようなものと、それを宥なだめる声が聞こえたが、聞こえないフリをして無視。

　瞬またたく間まに三人を消されて、生徒達は腰が引けてしまっている。

　それを見て、蓮弥はつまらなそうに鼻を鳴らした。

　これならば、開拓村で襲おそってきたゴブリン達の方がまだ戦い甲が斐いがある。

　怯おびえた目で蓮弥を見るだけの男子生徒の襟えり首くびを掴つかんで引き寄せる。

　何事か口を開く前に、眉み間けんに頭ず突つきを数度入れ、手を放してやると膝から崩くずれ落おちたので、一発股こ間かんを蹴り上げてやると、泡あわを吹いてのたうちまわった。

　これは消さない方がいいか、と放置して、蓮弥はまだ動こうとしないオーランとナタリアへ笑顔を向ける。

「おい、そこのボス猿ざる二匹。そんな所でぼーっと突っ立ってると、仲間がいなくなるぞ？」

　斬きりかかってこない二人を挑ちよう発はつしてみた蓮弥だったが、ナタリアは顔を青ざめさせたまま、剣を持つ手が震ふるえており、とても戦えるような状態ではない。

　オーランは一つ舌打ちをし、剣を両手で構えると、気合の声を上げつつ蓮弥へ斬りかかってきた。

　なんとかの一つ覚えのように、また振ふり下ろされる一撃を、蓮弥は右手だけで握にぎっている長ちよう剣けんを下からの掬すくい上げるような斬撃で迎え撃った。

　振り下ろし対掬い上げで、両りよう腕うで対片かた腕うでという、どちらが有利なのか一いち目もく瞭りよう然ぜんな剣撃の勝敗は、蓮弥に軍配が上がる。

　衝しよう撃げきに負けて手から剣がすっぽぬけてしまったオーランを、険しい目で見つめた蓮弥は、振り上げた状態になっている剣の柄つか頭がしらで、オーランの額を強打した。

「ぐあっ!?」

　痛みに額を押さえてのけぞるオーランの腹部に、蓮弥の前蹴りが突き刺さる。

　たまらず尻しり餅もちをついたオーランめがけて、蓮弥の怒ど鳴なり声が飛んだ。

「剣けん士しが戦いの最中に剣を手放すとは、ふざけてんのかっ!?　拾って来い！　犬のようにな！」

　怒鳴られて、よたよたと立ち上がったオーランに、容よう赦しやない蓮弥の蹴りが飛ぶ。

「犬が二本足で立つか！　四つん這いで行けっ！」

　まだ立とうとしていたオーランを容赦なく蹴りつけ、踏みにじり、ようやく四つん這いでひぃひぃ言いながら飛んでいった剣を回収に向かったオーランを見送りながら、背後に迫っていた男子生徒を肩かた越ごしに振り返りつつ睨み付ける。

　その一いち瞥べつだけで動きを止めてしまった男子生徒の態度が、また蓮弥の怒いかりを加速させた。

「見られたくらいで」

　技術も何もなく、ただたっぷりと力を溜ためた剣による一撃を、振り向きざまに振り抜く。

「止まるな、馬ば鹿かが！」

　腕も胴どうも一いつ緒しよくたに薙ぎ払われて、悲鳴を上げることもできずにその男子生徒の身体が打うち倒された。

　一拍置いて、その男子生徒は打たれた腕をもう一方の腕で抱だきかかえるようにしながら、悲鳴を上げて転げまわる。

　まともに胴を薙がれていれば、絶命ダメージと判断されたのかもしれないが、途と中ちゆうに腕がクッションになってしまった為に、腕が完かん膚ぷなきまでに折れるだけで済んでしまったようだ。

　振りぬいた剣をゆっくりと手元に戻もどし、蓮弥はじろりと周囲を見回す。

　その視線に圧へし折おられるようにして、生徒達は視線を地面へと落とす。

「ま、まだですわ！」

　そんな中で声を上げたのは、ナタリアだ。

　取り巻き達の中にあって、手がまだ震えてはいるが、蓮弥を睨みつけて大声で周囲を叱しつ咤たする。

「相手は一人です！　まだこちらに勝ち目が消えたわけではありません！」

　まだ自分達の方が人数が勝っているという事実。

　加えてナタリアが戦意を失っていないということが、取り巻き達の折れかけた心をなんとかもたせる。

　さらに、情けない格好で武器の回収に向かわされはしたが、オーランとて未まだ戦闘不能には陥おちいっていない。

「まだやるか。……そーかそーか」

　武器を構え、今度は蓮弥を取り囲むように移動しはじめた生徒達を見て、蓮弥がとても嬉うれしそうに笑った。

「ま、死なずに済む戦場だ。経験を積んでみるのもいいことだろうさ、なんせ……蹂じゆう躙りんされる側なんて、そうそう体験できないだろうしな」

　肉体的にはともかく、精神的な死者が出ないといいんだがと思いつつ、蓮弥は次の獲物を求めて一歩踏み出した。







　ゆっくり歩いて間合いを詰つめながら、実の所蓮弥は迷っていた。

　それは思ったより生徒達が粘ねばって抵てい抗こうを続けている、という事実のせいだ。

　当初の予定では２、３人を瞬殺して見せれば、心が折れて抵抗を止やめるのではないか、という目算で動いていたのだが、周囲がドン引くくらいの蹂躙を見せても、ぎりぎりであるとはいえ生徒達は持ちこたえている。

　死人を出したいわけではないので、多少手加減をしている部分もあるのだが、リーダー的存在のオーランとナタリアが健在であるという所が士気の維い持じの理由の大部分であろうことは間ま違ちがいなく、蓮弥は狙いを間違ったことを悟っていた。

　最初にどちらかを潰すべきだった、とわずかに後悔する。

　残る生徒の数は、男女を合わせて八名。

　内訳は男子が三名、女子が五名だが、このうち男子の三名と女子一名が蓮弥を取り囲む。

　残る女子四名はそれぞれが、なんらかの魔術の準備を始めた。

「四方からかかりなさい！　仕留める必要はありません！　動きを妨ぼう害がいするだけでいいのです！」

　前衛に時間を稼かせがせて、後衛が魔術を準備する。

　回避の難しい魔術で目標の体力を削けずり落とし、動きが鈍にぶれば前衛で仕留める。

　オーソドックスな集団戦の戦法だ。

　技術に相当な差があっても、守り一いつ辺ぺん倒とうになった剣士を倒すのはそれなりに手間がかかる。

　それが四方から、互たがいに連れん携けいしつつ、牽けん制せいを交えながらとなれば、さらに難易度が上がる。

「集団戦を認めたのはお前だからな。遠えん慮りよなくやらせてもらうぞ」

　手を出してこない蓮弥を、攻せめあぐねていると見たのかオーランが笑みを浮うかべつつ言うが、蓮弥の考えは別の所にあった。

　やるつもりならば、目の前のオーランを叩たたいて、後ろの女子生徒達を黙だまらせることは可能だ。

　しかし、曲がりなりにも生徒達が作戦を考え、目の前の敵をなんとかしようとしているのを、無む慈じ悲ひに踏み潰すというのはどうなのかな、と思ってしまったのである。

　戦闘中ならば、まずそんな考えは起きない。

　潰せる時に潰しきってしまうのは、戦闘の常識である。

　だが、蓮弥としては、なんだか白けてしまった、と感じている自分も否定できずにいた。

　教師を倒し、調子に乗ってはいるのだろうが、実際には張った虚きよ勢せいに見合った実力も無い。

　オーラン達たちがきちんとした兵へい士し等らであれば、考こう慮りよに値もしない要素だったが、相手は学生であり、蓮弥から言わせれば半人前と評価するのにも足りない相手だ、ということがいまいち蓮弥を乗り切れない状態にしている。

「前衛どきなさい！　魔術放て！」

　ナタリアの号令が響ひびく。

　前衛役が蓮弥の前から退くと同時に放たれた魔術は〈小火弾だん〉が三発。

　当たればそれなりの怪け我がを負うであろうそれを、蓮弥は一歩踏み込んで、飛んでくる内の一つを剣で叩く。

　剣と火弾が衝しよう突とつした途と端たん、蓮弥の目の前に炎ほのおが広がった。

　自前の刀で斬った時とは違う反応に、わずかばかりではあったが蓮弥の反応が遅おくれる。

　続いて飛んできた火弾は直ちよく撃げきこそ避けたものの、掠かすめた炎の弾が蓮弥の左ひだり肩かたを浅く焼き焦こがす。

　痛みを感じる時間が反応を遅らせ、その隙すきにオーランが蓮弥へ肉にく迫はく。

　踏み込む速度を腕わん力りよくに乗せた一撃が、左胴を狙って薙ぎ払われた。

　咄とつ嗟さに蓮弥は右手に握っていた剣を左手で逆手に持ち直し、自分の胴へ刃の腹を当てる。

　そこへ振るわれた一撃に対する防ぼう御ぎよとしては間に合ったが、衝撃はそのまま身体へと伝わり、蓮弥がわずかにだが顔を歪ゆがめる。

　本来ならば、衝撃の方向に飛んで、その威い力りよくを逃がす所だが、蓮弥はそのまま身体からだごと前へ出て、オーランの剣を押し戻させる。

　多少強ごう引いんにでも、流れを変えなくては、手数で削られてジリ貧になるからという蓮弥の判断だったが、これが思わぬ結果を生んだ。

「魔ま術じゆつ追つい撃げき！　オーランに構わず撃ちなさい！」

「おいっ！　貴様!?」

　オーランに接近している蓮弥を魔術で撃とうとすれば、オーランに当たる可能性が出てくる。

　だから魔術の使用をためらうだろうと蓮弥は思っていたのだが、ナタリアの命令はオーランごと撃ってしまえという酷ひどいものだった。

　判断としては、間違っているとは言えない。

　オーランごとでも蓮弥を撃てれば、蓮弥の戦せん闘とう力りよくはさらに下がる。

　まだ前衛が三人生き残っている上に、後衛は無傷な状態なのだから、勝ち目はぐんと出てくるはずだった。

　撃つ側と撃たれる側とが、その命令に即そく時じに従っていれば、だが。

　前衛役の四人は思わずナタリアの方を見てしまった。

　それは必要とあれば、オーランのみならず、自分達も蓮弥ごと魔術の対象となりえる可能性に気づいたからだ。

　後衛の三人はためらってしまった。

　味方ごと撃つという行こう為いにか、あるいは将軍職にあるシュマイザー家の嫡ちやく子しであるオーランを攻こう撃げきしろと命じられたせいかは分からないが、どちらにせよ用意した魔術を放つタイミングを遅らせてしまったのだけは間違いない。

　そしてナタリアは驚おどろいてしまった。

　味方全員の責めるような視線が自分に集中したせいだ。

　最後に蓮弥は気がついてしまった。

　その場の全員の視線と注意が自分から離はなれたということに。

　戦闘中に相手から、一いつ瞬しゆんでも目を離すということは、即そく命取りに直結する行為なのだが、今それを責めてみても仕方が無い。

　小さく溜ため息いき一つつき、蓮弥はオーランの身体に右手を当てて、突き放すように押す。

　体勢が崩れたオーランから反動で離れた蓮弥は、ようやく視線を自分の方へ戻しつつある男子生徒の一人の方へ踏み込むと、そのベルトに右手をかけて力任せに持ち上げる。

　そのままハンマー投げの要領で二回転ほどし、遠心力をたっぷり乗せた状態で後衛の女子生徒達目掛けて放ほうり投なげた。

　飛んでいく悲鳴と、飛んでくるものに対して上がる悲鳴。

　なぜか律りち儀ぎにまたそちらに視線を向けている前衛達に、蓮弥はほとほと呆あきれかえる。

　もしかして、戦闘中という意味が分かっていないのだろうかと。

　これがきちんと授業を受けている生徒なのであれば、教え方が悪いと断じて、教師を説教する所だったのだが、リアリスは生徒達に舐なめられていて、まともに授業ができる立場になかった。

　別の男子生徒を捕つかまえて、同じように後衛に向けて投げつけてやりながら、命拾いしたな、と蓮弥は唇くちびるを歪める。

「ア、アズ君!?　今なにか背中にものすごい悪お寒かんが!?」

「リアリス先生、落ち着いてください。きっと何かの錯さつ覚かくです」

　危険察知能力だけでも教授してもらうべきだったな、と蓮弥は外野から聞こえるやり取りに、さらに笑った。

　残る前衛は女子生徒一人とオーランだけ。

　後衛の女子生徒達は飛んできた二人の男子生徒に押し潰つぶされて、その身体の下からなんとか這いだそうとしている最中で、とてもではないが魔術による支し援えんを飛ばせる状態にない。

「段々飽あきてきたぞ貴族様よ？　Ｆランクの冒ぼう険けん者しや一人、倒すこともできないで、よくもまぁ吼ほえたもんだと感心する」

「き、貴様っ。こんなことをしてただで済むと……」

「身分を振りかざしにきたか。相手するのも馬鹿らしくなってきたな」

「ぐっ、このっ…！」

「大体、Ｆランクの俺おれを倒せもしないで、Ｄランクのリアリス先生とやらを馬鹿にできると？　俺がＦランクで、彼かの女じよがＤランクな理由がお前らに分かるのか？　そんなことも分からないくせに、一度倒しただけでいい気になって図に乗るとか、笑い話にすらならんわ」

「言わせておけばっ！」

　激情に駆かられたか、咆ほう哮こうを上げて斬りかかるオーランだが、蓮弥から見れば一々攻撃が単調すぎた。

　恵めぐまれた体格、恵まれた力から繰り出される一撃は、受け止めようとするならばそれなりの脅きよう威いなのかもしれないが、それに付き合う気がなく、避さけられるだけの技術があるならば、巨きよ大だいな扇せん風ぷう機きが回っているのと大差はない。

　わざわざ振り下ろされるのを待ってやる気も無くなった蓮弥が、踏み込みつつ剣けんの一撃でオーランの手首を強したたかに打つ。

　痛みにまた剣を取り落とすオーラン。

　もはや忠告する気も失うせて、蓮弥はオーランの股間を軽く蹴り上げる。

　呻うめいて前かがみになった所へ、見せつけるかのように、蓮弥はわざとゆっくり剣を振り上げた。

「ま…待て！　待ってくれ！」

「命いのち乞ごいなんぞ、聞く耳はない」

　振り下ろされた一撃は、オーランの肩かたを痛打するが、蓮弥は一撃で済ませる気など全くない。

　肩を押さえて蹲うずくまった所へ、容赦も遠慮も無く、雨あられと連続で剣を叩きつけていく。

　結界に、致死レベルだと判断されない限り、被ひ害がい者しやは結界の外へは出されない。

　そして、いかに刃はが潰されているといっても、力任せに滅めつ多た打うちにされれば、皮ひ膚ふは裂さけて血が飛び散る。

　返り血を浴び、いつしかケラケラと笑い声を上げながらも蓮弥は打つ手を止めない。

　その異常な光景に、その場にいる生徒達は顔を青くし、誰だれ一ひと人りとして動こうともしなかった。

　しばらく、鉄が骨と肉を打つ音だけが響き渡り、やがてオーランの姿が無くなってようやく音が止まる。

　残る一人となった前衛の女子生徒は、蓮弥が血に染まった長剣をだらりと下げたまま、返り血を浴びた顔でゆっくりとそちらを見ただけで、腰こしから崩れるように床に座すわり込んでしまう。

「助け……て……」

　剣から手を離し、祈いのるように胸の前で両手を組んで哀あい願がんする女子生徒。

　蓮弥は答えずにゆっくりとそれに近づいた。

「おねがい……なんでもします……謝あやまりますから、どうか……」

　蓮弥からの答えはない。

　少女の目の前まで歩いてきた蓮弥は立ち止まると、やはりゆっくりと剣を振りかぶる。

「おねがい……嫌いやだ……あんな……あんなの」

　血の紅に彩いろどられた刃がぴたりと止まる。

　蓮弥が、少女を見下ろして、感情の籠こもらない声で言った。

「死ね」

「嫌だぁああああああああ！」

　少女の絶ぜつ叫きようを断たち切きるように刃が振り下ろされる。

　それはへたりこんでいた少女の目の前を通り過ぎて、床に激げき突とつすると甲かん高だかい音を立てた。

　少女は、何か信じられないものを見るかのように、自分の目の前で床を叩いている刃を見て、視線を蓮弥の顔まで上げたかと思うと、そのまま白目をむいて仰のけ反ぞって倒たおれた。

　その股間から、じんわりと染しみが広がっていく様子から、蓮弥は目をそむけると、この時点になってようやく男子生徒達の身体の下から抜け出せた後衛の女子生徒達の方をくるりと向く。

「あと四人か。どう痛めつけたもんかな？」

「ひっ……」

　蓮弥と視線を合わせることすらできず、ナタリアと女子生徒三人は身を翻ひるがえして闘とう技ぎ場じようの出口へと駆け出していく。

　とにかく、結界の中にいることで死なないと分かっているからこその蓮弥の行動なのだから、外へ出さえしてしまえば、助かるのではないかという考えからの行動だったが、当然ながら出口の扉とびらが開くことはない。

　中にいる者達には分からないことであったが、外でフラウが一いつ生しよう懸けん命めいバリケードを組んで、扉を開かないようにしていたせいだ。

「開けて！　ここを開けて！　ここから出して！」

「嫌だぁ！　あんな目に遭あうのは嫌だぁ！」

「先生ー！　先生！　助けてください、先生！」

　わざと剣の切っ先を地面にこすらせて、カリカリと音を立てながら蓮弥はゆっくりと歩く。

　その動作と音が、さらに生徒達の恐きよう怖ふ心しんをかきたてて出口の扉をその手で力いっぱい叩き続ける。

「そんな怯えることはないと思うんだがなぁ？」

　なんだか妙みように楽しくて仕方ないような蓮弥の声。

「心配しなくても、死んだりしないんだろ、この結界。死ぬほど痛かったり、死ぬより苦しいかもしれないが……」

　にやっと笑って蓮弥はこれみよがしに剣を大きく振りかぶる。

「まぁ死なないんだから、別にいいだろう？」

「待ってください！」

　蓮弥の行動を止めたのは、観客席にいるリアリスの声だ。

「もう……十分です。これ以上は止めてください。お願いします……」

「俺の依い頼らい主ぬしは貴方あなたじゃないんだが……」

　蓮弥はリアリスの傍かたわらにいるアズに目をやって、首を傾げる。
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「どうする？」

「十分だ。そいつらも懲こりたことだろう」

「そうか。雇やとい主ぬしがああ言っているから、これで打ち止めにするけどな」

　顔色が青を通とおり越こして白くなりつつあるナタリアをはじめとした女子生徒達の目の前に、使っていた長剣を無造作に投げ捨ててから蓮弥は真顔で言う。

「次に俺とやりあうことがあったら、今日のこれが戯ざれ事ごとだったと分かるような目に遭わせるからそのつもりでいろ」

　出口の扉にすがりつくようにしていた生徒達が、蓮弥の言葉に首が外れそうなくらいに激しく頷うなずく。

　脅おどかしすぎたか、と思う蓮弥だったが、その目の前で、扉にすがり付いていた生徒達が轟ごう音おんと共に扉と一緒に吹っ飛んだ。

　頭の上を扉の残ざん骸がいと何かの残骸、それに生徒達が放物線を描えがいて飛んで行き、背後から床に激突する音がするのを聞きながら、扉がなくなってしまった出口をぽかんと見つめる蓮弥の視線の先で、なぜか満面の笑えみのフラウが両手を上げている。

「マスター！　お疲つかれ様さまなの！」

「フラウ……今のお前がやったの？」

「バリケード解除するのが面倒だったから、バリケードごと吹き飛ばしてみたの！　お仕事は迅じん速そくが一番なの！」

「え、あぁ、うん？　まぁ、そーだね？」

　背後を振り返れば、扉の残骸とバリケードの残骸に埋うもれてナタリア達の姿は見えない。

　結界の効果範囲の中のことであるから死ぬことはないはずだったが、果たして自分にボコられるのと、今の状態とどちらがマシだったのだろうなぁと蓮弥は内心悩なやんだ。

　しかし、既すでに終わったことであるので、いまさらどうしようもない。

「帰ろうか、フラウ」

「はい、マスター！　汚よごれちゃった服も着き替がえないといけないの」

「おいレンヤ。壊こわれた扉どうしてくれるんだ？」

「あの生徒達の治ち療りよう費ひにツケとけ。どうせえらくふんだくるんだろう？　後始末は任せた」

「アズ君、今回の件についてちょっとお話が……」

　リアリスにローブを掴まれたアズの表情がわずかに引きつった。

　リアリスの話とやらが、感謝のお話なのか、やりすぎへの説教なのかは蓮弥には分からなかったが、その辺は蓮弥の関かん与よするべき所ではない。

「がんばれよーアズ」

「レンヤ……後で俺もお前に話があるから、覚かく悟ごしとけ」

「気が向いたら聞く。依い頼らい料りようはきちんと払えよ？　じゃないとまた暴れるぞ」

「マスター、帰るの！」

　フラウに袖そでを引かれ、リアリスに引きずられていくアズを見送った蓮弥の関心は既に、この血に汚れた状態で歩いて家まで帰らなきゃならないのか、ということに移っているのだった。







幕間　その１らしい







「え、あんたもう子供作ったの？」

「誰だれが経産婦か！」

　顔を真っ赤にして叫ぶシオンを、何をそんなに恥はずかしがっているんだろうと思いながら見やる蓮れん弥や。

　その腰にはフラウがしっかりとしがみついているので、確かに親子連れといった様子に見えなくも無い。

　場所は再びカリルのお店。

　テーブルの向こうには、前に見たときと同じ格好のカリルが椅い子すにふんぞり返って座っている。

　カリルのお店で魔術を習いなおそうと言い出したのはシオンであった。

　絶望的にが少ないと言われてから、蓮弥は暇ひまさえあれば魔力の保有量を増やす修しゆ行ぎようを続けており、最近はさらに、妖よう精せいであるフラウに積極的に魔力を分わけ与あたえるようにしていた。

　フラウの主食は、人が普ふ段だん発散している魔力であるが、蓮弥がそれでは積極的に魔力を分け与えた場合はどうなるんだ、と尋たずねた所、ご飯が一いつ杯ぱいでうれしくなるの、という返事が来たために、無む駄だに発散するよりは有効的な活用方法であろうとフラウに食べられるだけ食べてもらっている。

　これは蓮弥の修行の一いつ環かんとなると同時に、思わぬ副作用を生んだ。

　普通、魔ま石せきを燃料として動く魔術工芸品の数々は、人の魔力を燃料としては動かすことができない。

　しかし、家の各設備と密接にリンクしているらしいフラウは、蓮弥から供給された魔力を自分の魔力として変へん換かんした上で、それを使って家の中にある魔術工芸品を動かすことができたのだ。

　実は家を購こう入にゆうした後で、専門家でもあるアズを交えて色々調べてみた所、家の中にある暖だん炉ろや灯あかり、天てん井じように備え付けてあったシーリングファンから水道、キッチン、トイレに至るまでかなりの部分に魔石を使った機構が組み込まれていたのである。

　よっぽど前の持ち主である商人が儲もうけていたのか、別な理由で資金が豊富にあったのかは分からないが、とにかくこれでは維持するだけでも相当な出費を覚悟しなくては、と思っていた所だったのでどうせ大して使わないから、と蓮弥は倒れる寸前までフラウに魔力を吸わせるようにしている。

　妖精には満腹中ちゆう枢すうが存在しないのか、フラウはもらえるだけもらってしまうようで、これ以上食べられませんといったためしが無かった。

　不思議に思ったローナがその点について聞いてみると。

「フラウはどうやら、もらった魔力を圧縮して溜ためておけるみたいなの」

「上限がありますよね？」

「もちろんなの。でもマスターが全力で頑がん張ばって、全体の二割くらいなの。家の維持に使う分もあるからフラウはまだまだ食べられるの」

　なんとなく、フラウが自分を見る目が獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのそれと重なった気がして、ローナが慌あわてて逃げ出したという一幕であった。

　それはともかくとして、蓮弥は自分の魔力が尽つきかける寸前までフラウに渡しても、超ちよう回かい復ふくの技能のおかげですぐに回復することを理解し始めていたので、今では渡す分と回復する分がつりあうような速度で常時フラウに魔力を渡し続けている。

　フラウが言うには、魔力の譲じよう渡とは触ふれ合あっていたほうが効率がいいとかで、時間を見つけては蓮弥にしがみつくようになった。

　ちなみにお気に入りの場所は肩かた車ぐるまだそうで、街のあちこちでロリメイドを肩車する蓮弥の姿が見受けられるようになり、衛兵への通報件数が増えたそうであるが、これはまた別のお話である。

「化け物が二体いるよ……」

　顔を真っ赤にして睨にらみつけているシオンには取りあわず、カリルは視線を蓮弥へ向けて、はぁと一つ息をついた。

「あんた本当にこないだの人？　同一人物に見えないんだけどさ」

「同一人物だが……どういう意味だ？」

　蓮弥は首を傾かしげる。

　腰にしがみついているフラウも一緒に首を傾げた。

　そもそも化け物二体というのが誰を指しているのかが分からない。

　この場にいるのは蓮弥とフラウとシオンにカリルだけなのだから、シオンを除外すると蓮弥とフラウの二人しかいないわけなのだが。

「こないだ見た時と、魔力の強さが段だん違ちがいだよ。その腰にしがみついてる……妖精かい、それ。その妖精のお嬢じようちゃんも、あたしと比べるのが馬鹿らしくなるくらいの魔力だ」

「フラウは妖精だからいいけど。マスターを化け物と呼んだらだめなの」

　蓮弥の腰に抱きついたまま、うーっと低く唸うなり声ごえを上げるフラウに、カリルが苦く笑しようした。

「悪い悪い。物のたとえって奴やつさ。気を悪くしたのなら、謝るからそんなに睨まないでおくれな」

「俺は別に気にしないが……そうだな、やっぱり止めてもらえると助かる」

　服を掴むフラウの手の力が、少し強まったような気がして、蓮弥はフラウの頭を撫なでながら言った。

　ごめんごめんと謝りながら、カリルは椅子に座りなおしてテーブルの上に身を乗り出す。

「それで、本日のご用命は？」

「多少魔力が増えたと思うので、改めて魔術を教わりたいと思ってね」

「多少とか嫌いや味みにしか聞こえないけど？　悪いがあたしが１００人集まってもあんたどころかその妖精のお嬢ちゃんの足元にすら及およばないと思うよ」

「そう言われても実感無いしな」

　別に魔力の保有量が増えたからといって、何か意味も無く力が漲みなぎったりとか、後光が差したりとかそういった分かりやすい変化があったわけでもない。

　使う魔術も〈小火弾〉と〈光明〉だけなので、一杯出せて便利だなぁくらいなものだった。

「無属性については使用制限をとっぱらってみたんだが、やはり相あい性しようがいい風系統の魔ま術じゆつも使いたい」

「制限解除とか簡単に言うけど、どうやったのか知らないけどそんなのやられたらあたしらの仕事があがったりじゃないか」

「出来たのだから仕方ないだろう？　呪じゆ文もんの詠えい唱しようを知らないから、光明以外は使えないんだが」

　事も無げに言い放つ蓮弥に、これだから規格外の迷い人は、などとぶちぶち文句を垂れながら、カリルは棚たなの中から本を二冊と紙切れを一枚取り出す。

「無属性と風属性の魔術の詠唱並びに使用方法の虎とらの巻まきと、風属性初級の制限解除のお札。しめて金貨10枚」

「持ち合わせがまるで足りないな、それ」

「ならば私が払はらおう」

　蓮弥が持つ現金では、カリルが提示した金額に全く届かなかった。

　そもそもが金貨１枚くらいで、簡単な魔術をいくつか覚えようくらいにしか考えていなかったからなのだが、蓮弥が何か言う前に、シオンがテーブルの上に金貨を積んでしまう。

「毎度ありー」

「おい、シオン」

「いいんだ。どうせいずれ回収できるだろうし。先さき払ばらいみたいなものだ」

「随ずい分ぶんといれこんでるねぇシオン」

　テーブルの上の金貨を回収しながら、にやにやと笑うカリルの言葉に、シオンの頬ほおにわずかにだが朱しゆがさした。

　それをなんだか生暖かい視線で見守りながら、カリルが蓮弥に言った。

「そんな優良物件？　あたしも一口乗ったらいいことあるかな？」

「知らんよ、そんなこと。俺に聞くな」

　憮ぶ然ぜんとして蓮弥が返すと、いひひと笑ったカリルは回収したばかりの金貨を半分、テーブルの上に戻す。

「あたしも投資しとく。なんかいいこと有るかもだしね」

「回収できなくても、責任は持てないからな」

　釘くぎを刺すように蓮弥は言うが、カリルの笑えみは消えなかった。

　カリルのように良い評価をくれる人もあれば、悪い評価を下す人もいる。

　それを指し示すかのような出来事が、その日の夕刻に起こった。

　蓮弥が作った夕食を摂とり、それぞれが満腹になってなんとなくのんびりとしている時間帯。

　食事を作る担当は、常に蓮弥かフラウである。

　ローナは料理ができないこともなかったのだが、なんとなく大おお雑ざつ把ぱで大味なものしか作れず、シオンに至ってはぎりぎり料理と呼べそうなものが作れるかもしれない、といった程度の技量しかなく、常に美お味いしいものが食べたい蓮弥としては、それならば自作するからと料理番を買って出た。

　フラウは、流石さすがは家事手伝い妖精といった所か、炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じと家事全ぜん般ぱんをそつなくこなす技術を持っていた為ために、たまに蓮弥と交代することがある。

　その二人がキッチンで、使った食器の後片付けをしていると、ふいにフラウが天井を見上げてぶつぶつと何か小さく呟つぶやいた。

「どうした、フラウ？」

　フラウの様子に気がついた蓮弥が水気を切った食器を棚へとしまいながら尋ねる。

「お屋や敷しきが取り囲まれてるの」

　その手は止まることなく食器を水洗いしつつ、フラウが物ぶつ騒そうなことを口にした。

　驚いて蓮弥の手が止まる。

「この辺りは人が多いから、気づかなくても不思議じゃないの。気配の消し方が上手な人達なの」

「暗殺者か。数は？」

「15人なの。女性が５人。とても可か哀わい想そうなの」

　人数を聞いて、傍らに立てかけてあった刀を掴つかんでキッチンを出ようとしていた蓮弥の足が止まる。

　何か語ご尾びに、普ふ通つうは付けないような単語が聞こえたような気がして、蓮弥はフラウの方を向いた。

　背が低くて、作業をするのに大変なので、踏ふみ台だいを置いてその上に乗っかった状態で皿洗いをしているフラウの視線は、まだ天井を見上げている。

　そこに何が見えるのだろうと疑問に思う蓮弥の目の前で、フラウはようやく視線を天井から、手元で洗浄中の皿へと戻った。

「全員、黒くろ尽ずくめで短たん剣けんを持ってるの。顔は覆ふく面めんで隠かくしているから……たぶん、いなくなっても誰も困らない人達なの」

「はい？」

「マスター、ここのお片付けはお願いするの。フラウはちょっとお外に行ってくるの」

「おい、フラウ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐに戻もどるの」

　踏み台からぴょんと飛び降りて、洗ったばかりのお皿を蓮弥へ渡すと、ぱたぱたと足音を立ててキッチンを出て行くフラウ。

　ぱたんと扉が閉まる音で我に返った蓮弥はその後を追おうとして、扉に手をかけた所で立ち止まってしまう。

　その扉は、いくら開けようとしても、びくともせず開かなかったからだ。

　鍵かぎは食堂の扉なのだから、かけられるようにはなっていない。

　だとするならば、扉を開かないようにしたのはフラウしかいない。

　なんらかの魔ま術じゆつ的てきなものだとは分かるのだが、蓮弥にはそれを解除する術すべがなかった。

「あれ？　フラウどうした？」

　応接室で寛くつろぎながら、食後のお茶を楽しんでいたシオンは、入口にフラウが立っているのに気がついて尋ねた。

「シオン姉様。ちょっと扉を閉めるの。すぐ終わるからそこで寛いでて欲しいの」

「うん？」

「宜よろしくなの」

　ぱたんと扉を閉められて、シオンは首を傾げたが、たぶん大したことではないのだろうとお茶の入ったカップに唇をつけた。

　シオンを応接室に閉じ込めたフラウは、ローナの居場所を探さぐる。

　どうやらお風ふ呂ろの最中らしい、ということを感じ取ったフラウは、そっちはそのままでいいかと放置。

　お風呂好きである蓮弥は、毎日のようにお湯を作って風呂を沸わかす。

　この世界の常識に照らし合わせて考えると、そんなことをしているのは大だい富ふ豪ごうか貴族、王族くらいなものなのだが、どうせ魔術でどうにでもできるのだからと蓮弥は毎日のお風呂を絶対に譲ゆずらない。

　それまでは毎日お風呂に入るような習慣のなかったシオンとローナではあったが、どうせ沸いているのだから入らなくては損である、という結論に至ってからは、蓮弥と同じく毎日のお風呂を習慣化している。

　湯上がりのローナ姉様はとってもきれいで色っぽいから、ゆっくり温まってしっかり上気した肌はだを作ってもらわなくては、とフラウは一度お風呂の温度を確かく認にんして、問題ないと判断してから玄げん関かんの扉を開けた。

　開け放った扉から、夕暮れ時の少し冷たい空気が流れ込んでくる。

　家の中を冷やしてはいけない、とフラウは玄関から外に出るとすぐに扉を閉めた。

　そして一つ指を鳴らす。

　その仕草だけで、家の全すべての窓のカーテンが音も無く閉まった。

　これで家の中から、外の様子は分からない。

　急に閉まったカーテンに、驚いたシオンが座っていたソファーからひっくり返ってコケる音が聞こえた気がしたが、大事ではないのでとりあえず無視。

「お客様方、聞こえますでしょうか？　当家のメイドを務めます、フラウと申します」

　穏おだやかな口調とは裏腹に、声には感情が含ふくまれていない。

　蓮弥達が聞けば、いつもとのあまりの違ちがいに目を見開くであろう平へい坦たんな声でフラウは続ける。

「当家の安あん寧ねいを預かる者と致いたしまして、正門をお使いにならない来客者は歓かん迎げい致いたしかねます。どうぞお引取りをお願い致します」

　返答の代わりに銀光が夕ゆう闇やみを切り裂いて、フラウの胸に突つき刺ささった。

　声も上げずに、フラウは自分の胸を見下ろす。

　そこには根本まで突き刺さった短剣が見えた。

「ご返答はこれで宜しかったでしょうか？」

　表情を変えず、フラウは胸に突き刺さった短剣を抜ぬき取とる。
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　抜き取られた後のその胸には、刃が突き刺さっていたような痕こん跡せきはない。

　抜いた刃を見つめるフラウ。

　その刃にはわずかにだが黒くぬめったものが付着している。

「毒ですか。無ぶ粋すいなものをお使いになりますね」

　声に、突き刺された痛みや、毒に冒おかされているような乱れは見られない。

「大方、マスターにやられた学校の生徒さんのうちのどなたかの親おや御ごさんが手配した方達なのでしょうが、どうにも見下げ果てた人達です」

　やれやれと首を振ふるフラウ。

　その目の前の庭のあちこち、木立ちの陰かげや植え込みの中、塀へいが作る影かげの中から小さく驚く声や呻き声が聞こえてくるのをフラウは冷たい視線で見る。

「馬ば鹿かですか？　馬鹿なんでしょうね。うちのマスターや姉様達の命を狙ねらって入り込んできた人達をこの私が一人でも逃にがす、とでも？」

　押おし殺ころしたような笑い声が、やがては哄こう笑しように変わる。

　それはどう聞いても、少女の姿をした存在が上げるような笑い声ではなく、聞く者の心しん胆たんを寒からしめるものであった。

「逃がしませんよ、誰一人として！　呼吸をする価値すらないクソ虫どもが！　存在すら許されぬ塵じん芥かいごときが！　その穢けがれた視線が！　その薄うす汚ぎたない刃やいばが！　私のマスターや姉様達に届くことなど、永えい劫ごうにありえない！」

　ただの木立が、植え込みが、塀の影が、そして庭の地面が。

　手を伸のばし、爪つめで掻かき毟むしり、牙きばをむいて噛かみ付つく。

　庭に響ひびき渡ったのは、切り裂かれる苦痛の悲鳴であったか、飲み込まれる呻き声であったか、噛み砕かれる断だん末まつ魔まであったか。

　もうすぐ夜が来くる逢おう魔まが時ときに、ただの平へい凡ぼんな庭が人外魔ま境きようへと変わり、フラウの口は三日月を形作る。

　それなりに訓練されているはずの人間に、わずかな抵てい抗こうすら許さない一方的な捕ほ食しよく場に、フラウの声が響き渡る。

「死になさい！　ゴミはゴミらしく！　無価値に！　無意味に！　何一つ残さず消え去るがいい！　恨うらむならば、己おのれの愚おろかさと、雇い主の馬鹿さ加減を恨むがいい！」

　しばらくの沈ちん黙もく、悲鳴も呻き声も途と絶だえた。

　やがて再びしゃべりだしたフラウの声は、酷く優やさしげだった。

「でも安心していいです。その無駄な身体はよく捏こねて、庭中に埋めてあげます。うちの子達はよい子ですから、一片も残さず養分として、綺き麗れいな花を咲さかせるでしょう」

　手に持っていた短剣を適当にその辺に投げ捨てて、フラウは右手を軽く握にぎる。

　握られた拳こぶしの隙すき間まから光が漏もれ出でるのを見て、フラウはほぅっと一つ、愉ゆ悦えつの吐と息いき。

　ゆっくりと広げられたその手の平の上には、透とう明めいな宝石のような結けつ晶しようが一つできあがっていた。

「その無意味な命すらも、マスターの為に有効利用して差し上げます。ゴミの命でも、こうすれば多少のお金になりますから」

　出来上がった結晶。

　今しがた屠ほふった人族達の命を集めて作り上げた魔石を、そっとスカートのポケットにしまいこみ、フラウは、ぱんと一つ手を打った。

「……これはいけないの。ちょっと箍たがが外れすぎたの」

　ぽんぽんと自分で自分の頭を叩たたきつつ、反省するようにフラウは呟く。

　やがて、誰もいなくなった庭をぐるりと見回し、異常がないことを確認すると、フラウはまたぱたぱたと足音を立てて屋敷の中へと戻った。

　蓮弥を食堂に閉じ込めたままであるし、きっとシオンはひっくり返った拍ひよう子しにお茶を盛大にこぼしているはずだ。

　お茶の汚れは急いで掃除しないと、染みになって残ってしまう。

　お風呂上がりのローナにバスタオルと着き替がえの用意だってしてあげなくてはいけない。

　喉のども渇かわいているだろうから、何か飲み物も用意しなくては。

「メイドさんはお仕事大変なの！」

　フラウはにっこりと笑うと、まず食堂の扉を開放するべく、急いで蓮弥のもとへと向かうのであった。







第三章　ギルドの依頼に行くらしい







　何か良い依頼はないものか。

　そんなことを考えながらギルドに赴おもむいた蓮れん弥やは、ギルドの室内のとある一角に、人だかりができているのを見つけて足を止めた。

　今の蓮弥は文無しに近い。

　稼かせいだお金は、家の購入費用と趣しゆ味みの食材の購入にあらかた使い切ってしまっている。

　返へん却きやくを催さい促そくされない契けい約やくであるとはいえ、借金まで背せ負おってしまっている現状は、早さつ急きゆうに解消しなくてはならない問題だと蓮弥は考えていた。

　いきなり貧しさに喘あえぐ羽目になるような気配は今の所はない。

　シオンとローナが蓮弥と出会う前にある程度貯めていた資金を小出しにしてくれているのが一番大きい理由であったが、いつまでもそれに甘あまえていては、蓮弥は自分のことを剣けん士しと言う前にヒモであると名乗らなくてはいけないことになる。

　それだけは蓮弥は避けたかった。

　家賃のようなものなのだから、気にしなくていいとシオンとローナは言ってくれていたが、はいそうですかと言ってしまうわけにはいかないと思う所が、男の面めん倒どうな所だろう。

　とにかくお金を稼がなくてはならない。

　お店を出すことも考えたのだが、家に備え付けてある店てん舗ぽスペースは長く使われていなかったせいであちこち汚れたり傷んだりしており、現在フラウが急ピッチで補修、清せい掃そう作業中だ。

　清掃はともかくとして、補修を行うためには資材が必要になる。

　これをフラウはどこからともなく調達して行っているのだが、聞けばフラウにはフラウなりの資金調達ルートがあるらしい。

「フラウはレベルが上がって、魔ま石せきを作れるようになったの」

　レベルって何？　という疑問は残ったが、どうやらフラウは蓮弥から供給されている魔力を圧縮して溜ため続けるという行こう為いを繰くり返かえしている間に、それを結けつ晶しよう化かする能力を得たらしい。

　大きさは小さく、純度もそれほどではない為に、高値はつかないらしいが、その能力で作った魔石を売うり払って小こ銭ぜにを稼ぐのだそうだ。

　よくよく考えれば、魔力の供給源は蓮弥なわけであるから、蓮弥が稼いでいると言ってしまってもいいのかもしれなかったが、蓮弥はその魔石はフラウの技能で作られているのだから、フラウの稼ぎだろうと思っている。

「結晶化する際のロスが大きいから、あまりやらないの」

　どこか申し訳なさそうにフラウが言う。

　言わば魔力の横流しというか横領のような行為なので、蓮弥に対して少し恥ずかしい思いがあるらしい。

「そうか。まぁ俺おれもフラウに小こ遣づかいもやれないような状態だから、生活に支障のない程度にならどんどんやってもいいぞ？」

「マスターからもらってる魔力は、フラウのご飯だし、マスターとの繋つながりなの。だから本当に困った時だけちょっと使うの」

　にこーっと笑うフラウの頭を、よしよしと撫でた蓮弥だったが、ふと思い出した疑問を口にしてみる。

「そういえば、俺おれ達たちを部屋に閉じ込めた後、何してたんだ？　家が囲まれてるって言ってた割りには誰も来なかった気がするんだが？」

「来客はあったの」

　ちょっと考えるような素そ振ぶりを見せてからフラウは続けた。

「でもすぐ還かえってくれたの」

　何か、違う言葉を聞いたような気がする蓮弥だったが、にこにこと笑うフラウの顔を見て、大したことではないのだろうと気にしないことにした。

　異世界なのだから、言葉のニュアンスに微び妙みような違いがあることもあるのだろう、と。

　少女に説得されて素す直なおに帰るような奴らだったのだから、そんなに悪い人間ではなかったのかもしれない。

　そんなことを考えながら、蓮弥は人だかりへと近づく。

　そこはギルドからの依い頼らい票ひようを貼はり付けておく掲けい示じ板ばんの一つだった。

　人ごみの隙間から覗のぞいてみると、周囲の関心はギルドから出された討とう伐ばつ依頼にあるらしい。

　場所はククリカの街の北東、歩いて半日程の距きよ離りにある森だ。

「樹じゆ林りん迷めい宮きゆう」という、瘴しよう気きの森まで続いているというダンジョンの入口がある森で、その大きさはククリカの街の数倍あるという、それなりに大きな森。

　そこに生息する魔ま物ものの、種類を指定しない討伐依頼で、とにかく魔物を倒して魔石を回収してくれば、それに応じた報ほう酬しゆうを支し払はらうという、なんとも曖あい昧まいな依頼であった。

「珍めずらしいな、指定無しの討伐依頼なんて」

　人ごみの中の誰かが言った。

　いくつかの危険種に指定されている魔物に対する無期限、無指定の討伐依頼なら常設されている。

　それらは繁はん殖しよく能力が高すぎたり、危険度が高かったりと、人に危害を加える可能性が高いものばかりで、これらは依頼を受けていなくても、倒たおしたことの証明さえできれば、その行為に対して報酬が支払われることになっている。

　逆を言うと、それ以外の魔物等は、どれだけ発見が困難であったり、危険な種であったりしても、倒してみた所で、その行為には報酬が無いということだ。

　それが今回の依頼に関しては指定された森に生息していれば、どの種類の魔物を狩かっても討伐報酬を支払うと言う。

　通常では考えられない依頼内容だと周囲の冒険者達は言っているのだ。

　ただ、蓮弥からしてみれば、通常が良く分かっていないので、ああそんなものなのかな、程度の感想しか覚えていなかったのだが。

「まさか樹林迷宮の氾はん濫らんが近い、とか？」

「馬鹿な。あそこは迷宮の広さに対して魔物の発生率が低い。記録上、あの迷宮が氾濫を起こしたことは無いはずだ」

「紙の上の記録なんざ参考になるかよ」

「あの森、たいした魔物はいなかったはずだな？」

「小こ銭ぜに稼かせぎにはちょうどいいかもよ？　手て当あたり次し第だい狩かればいいんだし」

　各おの々おの口に出して話し合う冒ぼう険けん者しや達。

　どうにもどことなく、きな臭くささを感じる蓮弥としては、あまり興味をそそられず、別な依頼を探そうとして、ふと耳に入ってきた言葉に動きを止めた。

「そういやそろそろフォレストオクトパスの旬しゆんだし、一いつ緒しよに狙ってみてもいいかもしれねーな」

　アゴに手を当て、にやにやと笑いながら言ったのは、いかにも叩き上げといった感じの中年の冒険者だ。

「なぁ、そこのあんた」

　呼ばれた冒険者は、真顔でがっしりと肩かたを掴んできた蓮弥に、やや引き気味に返事をする。

「お、おう？」

「旬と言ったな？　そいつはもしかして食材なのか？」

「なんだにーちゃん、知らねぇのか」

　その冒険者は親切に蓮弥にフォレストオクトパスについて教えてくれた。

　話によると、フォレストオクトパスとは森に住む八本足の軟なん体たい動物で、海に住むオクトパスの亜あ種しゆだと言う。

　まず蓮弥は異世界にタコがいることに驚おどろいたが、さらに森に陸生のタコがいることにもっと驚く。

　フォレストオクトパスは、その八本の足で立ち上がって移動し、主に小動物を主食としており、海にいるタコと比べて陸上生活をする為なのか肉のしまりが良く、水っぽさがない。

「タコなのに陸生……肺呼吸するのか、それ……？」

「俺ぁ海の奴はダメだが、陸のは大好物でよ。あれに塩をまぶしてちょいと干した奴を炙あぶったら、酒のアテに最高だな」

「ふむふむ」

「天日でカラカラになるまで干して、そのまま噛んでも美う味まいしよ。ただ、生で食うのはやめとけ。固すぎて歯が立たねぇ。生から焼くのもダメだ。靴くつ底ぞこみたいな固さになるから食えたもんじゃねぇ」

　おそらく少しでも干すと、なんらかの酵こう素そとかの働きで柔やわらかくなって食べられるようになるのだろう。

　動物の肉というのは新しん鮮せんなものが絶対に美味しいとは限らない。

　物によっては腐くさりかけ寸前が一番美味しいと言われるものまであるのだから、生からでは食べられないというのは別段不思議でもなんでもなく、納なつ得とくの蓮弥だった。

「結構見つけるのが大変なのと、たまにやたらでかいのと遭そう遇ぐうすることがあるから気をつけな。俺の知り合いが見つけたでかい奴は５ｍを越こえたでかさだったそうだ。それくらいになると、普通に人を食うからな」

「美味さとでかさに関係はあるのか？」

　人を食うとかどうでもいいと言わんばかりの蓮弥に、冒険者は苦笑しつつ答える。

「あまりでかいのは美味くねぇな。一番美味いのはやっぱ生まれたての子の丸干しらしいぞ。俺は食ったことがねーんだが、卵もあぶるとかなりイケるな」

「そうか……良い話を聞いた。ありがとう、こいつで一杯やってくれ」

　蓮弥は話をしてくれた冒険者に丁てい寧ねいにお礼を言うと、その手に銀貨を数枚握らせる。

　残り少ない資金ではあったが、有益な情報にはそれなりの対価を支払うべきだと思う蓮弥である。

「お、悪いな。フォレストオクトパスを狙うなら、あの辺にいる小動物よりゴブリンなんかを細切れにして撒まくといいぜ。あいつら臭においに寄って来たりするからな」

　ゴブリンまで食うのか、と一いつ瞬しゆん思ったが、別に嫌悪感のようなものは抱かなかった。

　そんなことを気にしていては、元の世界でタコだのシャコだのを口にすることはできなかっただろう。

「そうか、何から何までためになった。ありがとう」

　一つ頭を下げて、再度お礼を言うと、蓮弥は踵きびすを返して家路につく。

　その頭の中はすでに、フォレストオクトパス捕ほ獲かくについて考え出していた。







「と、いうわけなので、ギルドの依い頼らい遂すい行こうがてら、フォレストオクトパスとやらを狩ることにした」

　家につくなり、蓮弥はシオンとローナを集めてそう宣言した。

　唐とう突とつすぎる蓮弥の話に説明を求める二人に、蓮弥はギルドでの話をかいつまんで行う。

「あぁ、あれか。あれは確かに珍ちん味みだな」

　シオンが頷うなずきながら言うと、ローナもそれに同意した。

「森の広さに比べて、生息数がそれほど多くない上に、魔物も出る場所だからあまり市場とかには出回らず、冒険者が直接酒場や料理店に卸おろすのが唯ゆい一いつの供給路と言えるから。値段が結構張るんだ、あれ」

　大量に捕とれるのであれば、商売として採算もとれるだろうから、問屋ができたりするのだろうが、あまりに出回る数が少ない為に商人達は扱あつかおうとしないんだ、とシオンはぼやくように言う。

「私も数えるくらいにしか口にしたことはありませんが、確かに美味しいものでした。生干しのを薄うすくスライスしてサラダにしたり、酢す漬づけにしたり、細かく刻んで西方のアロスという作物に混ぜて炊たき込んだものも美味しかったです」

「アロス？」

「えぇっと……お酒や酢の原料ですね。白く小さな粒つぶの穀物です」

　記き憶おくを掘ほり起おこすかのように、指をあごに当てつつ言うローナ。

　蓮弥は内心に受けた衝しよう撃げきを顔に出さないようにするのに、全精神力を稼か動どうさせた。

　それはおそらく「米」ではないかと思ったからだ。

　記憶を失っているといっても蓮弥も元とはいえ、日本人である。

　パンやパスタでも腹は膨ふくれるが、食べられるのであれば米を食べたい人だった。

　異世界である故ゆえに、もう食べられないだろうと覚かく悟ごはしていたのだが、よく考えれば普通に小麦粉はあるのだし、酢自体市場に出回っているのだから、その原料である米があるのは当たり前といえば当たり前である。

　自分の不注意さに軽い失望を覚えつつ、あくまで仕事として遂すい行こうしてもきちんと益のある話であることを強調しようとする蓮弥。

「仮に捕れなくても、魔ま物もの討とう伐ばつでギルドから報酬が出るから、片かたっ端ぱしから片付けていけば、少なくとも金にはなる仕事だ」

「悪くないな」

　シオンがそう答えれば、反対する者もおらず、では出発は二日後で、という所まであっさりと決定するのだった。







　その森は、特に名づけられることもなく、ただ森とだけ呼ばれる地域であった。

　シオンが言うには、特に変へん哲てつも何もない、ただの森ですよ、とのことであったが、蓮弥の見立てでは、ククリカの街が端はしから端までゆっくりと歩いておよそ１時間の行程なので、４ｋｍ前後あると思っている。

　つまりククリカの面積が16ｋ㎡くらいだと考えると、その数倍ある森となれば、面積だけで60ｋ㎡～80ｋ㎡ほどあるのではないだろうか。

　元の世界なら、30ｋ㎡もあれば樹海と呼ばれるくらいだったというのに、その倍の面積を誇ほこる森が、ただの森呼ばわりされる所に、無む駄だな異世界間ギャップを感じてしまう蓮弥である。

　ただ、シオン達からすれば、蓮弥がこの世界に来たときに初めて降り立った場所である瘴気の森ならば、その広さはこの森のさらに数百倍に上るのだから、名前をつけるほどのものでもないと思ってしまうらしい。

　いつもはほとんど人の入り込むことの無い、静かな森らしかったのだが、今現在はかなりの人数が内部に入り込んでおり、なんだか色々と騒さわがしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「一体どれだけのパーティが参加してるんだこれ？」

　腰こしに手を当てて、あきれ返った声を上げた蓮弥の格好はいつもと違う。

　黒を基調とした裾すその長い上着は、縁ふちを銀糸で刺し繍しゆうされた凝こったつくりの代しろ物ものだ。

　ズボンも同じく黒を基調としており、その上からこちらはいつもの革かわ製せいの胸当てと手てつ甲こう、それに鉄板で補強されたブーツを装着している。

　服については、出発前にフラウが夜なべして作りましたと差し出してきたものだ。

　妖よう精せいに睡すい眠みんって必要なのかしらと空気を読まずに首を傾げたローナに、シオンが容よう赦しやなく肘ひじで突っ込みをいれるのを見ながら、それを受け取った蓮弥は、触ふれた感じから材質が何であるのか分からず、思わずフラウを見つめてしまった。

　蓮弥に見つめられて、もじもじと手を摺すり合あわせながらフラウが説明する所によると、元々シルキーの専門は衣服関連であり、繊せん維いの扱いにかけては右に出る者等など無いという。

　そのフラウが、庭で栽さい培ばいしている草の繊維と、庭に生息している、とある生せい物ぶつの糸と、自前の魔ま力りよくをより合わせて編みこんだ糸で作った布であると、フラウは胸を張った。

　フラウを除く全員の視線が、なんとなく庭に向かったのは仕方のないことであったろう。

　見ただけでは、その辺のちょっと大きな屋敷の庭となんら変わりのない平凡な風景であったが、一体この庭で何が行われているというのだろうか、と全員の思いはほぼ一致した。

「カイコ？」

　違うだろうなと思いながら尋たずねたシオンであったが、フラウに即そく座ざに否定される。

「違うの。絹は肌はだ触ざわりはいいの。でも強きよう靭じんさで劣おとるの」

　丈じよう夫ぶさならばともかく、服に強靭さって必要なのだろうかとその場に居合わせた全員が思ったのは無理もないことだと思われた。

　それに気づかないフラウは、蓮弥に渡わたした服がいかに強靭なものであるかを切々と説明し始める。

　その言葉を頭から信じるのであれば、ある程度の耐たい熱ねつ耐たい寒かん性能に加えてわずかにではあるが自じ浄じよう、自己修復能力を持ち、布でありながら急な衝撃に対しては可逆的な硬こう化かを起こしてそれを防ぎ、刃はが滑すべるのを防いで刃は物ものの切れ味を著いちじるしく落とす効果を持つと言う。

　ただの服に持たせるにしてはチートな効果で、しかもオーバースペックすぎる。

「貴重な物じゃないのか？」

　材料の出自は気になるが、それよりもなにかフラウに無理をさせたのではないかと心配した蓮弥であったが、フラウは笑え顔がおで。

「問題ないの。破れてもまた作れる程度の物なの」

　同じものをまた作れると聞いて、シオンとローナが顔色を悪くする。

　本当なのだとしたら、街中の呉ご服ふく商しようが揃そろって首を吊つる事態になりかねない。

「そうか。ありがとな」

　お礼を口にして、蓮弥はフラウの頭を撫なでる。

　それを幸せそうに受けるフラウを、何な故ぜかシオンがハンカチを噛み絞りながら見ていたが、蓮弥は気づかないフリをするのだった。

　そんなこんなでフラウの笑顔に見送られ、森までやってきた蓮弥達であったが、先客の多さにあまり戦果は期待できないかなと失望感を漂わせ始めている。

　狩れば狩っただけ金になるとなれば、金に目がない冒険者達が遠えん慮りよ等するはずもない。

　まだ森の入口付近だというのに、すでに獲え物ものの取り合いが発生しており、パーティ間での諍いさかいなども起こっているようで、それが騒がしさに拍はく車しやをかけている。

「外周部での狩りは難しいかもしれないな」

　木々の隙間から見える、何か言い争っている一団を横目で見ながらシオンが言う。

　足元に転がっているのは、犬頭で二足直立歩行する魔物であるコボルトの死体だ。

　取れる魔石はゴブリンのそれに劣る程度の魔物なのだが、誰だれがどれだけどいつを仕留めたのか等と言い争っている光景は実に不毛だ。

「フォレストオクトパスの生息しそうな場所の見当はつくか？」

「基本、水辺に近い所だそうだ」

「両生類？」

「レンヤの言葉は良く分からないが、身体からだが乾かん燥そうするのを嫌きらうらしい」

　じゃあ水中に帰れ、と思わず考えてしまったが、それだと捕つかまえるのは漁師の仕事になってしまうので自分が出る幕はなくなるかと考え直す。

「森の中央寄りに、ちょっとした沼ぬまがあるから、その付近に拠きよ点てんを作ろう」

「沼か……」

　おそらく澱よどんだ水を湛たたえた、お世辞にも綺麗とは言えない風景なのだろうなと思ってしまうと、気分も微妙に落ち込んでしまう。

　水源としても使えないだろうし、食材の調達も、泥どろ臭くささや不潔さが先立ってしまって、あまり気の進む場所ではない。

　地図もなく、道もない森の中をまっすぐに歩くのは非常に難しい。

　直進しているつもりでも微妙に左右どちらかにそれていってしまうものなのだが、不思議とシオンはこういったことには勘かんのようなものが働くのか、こっちにまっすぐと指示すると、その通りまっすぐに進む。

　猪いのししのようなものでしょうか、と呟いたローナに、かなり派手な音を立てつつ裏うら拳けんで突っ込みながら、シオンが先導を担当して森の中心部を目指す。

　下草を掻き分けながら１時間程歩いて、かなり中心に近づいたらしい辺りで、木立の群れが途と切ぎれた。

　少し開けた場所に、やや緑がかった水で覆おおわれた沼が姿を現す。

　水辺で膝ひざを折り、そっと指で水に触れてみる。

　少しぬめったような感かん触しよくに、蓮弥は顔をしかめるが、ぬれた指先を鼻に近づけてみても、少々泥臭い程度で、思ったほど汚よごれた水ではないらしい。

　ただ、飲料水として用いるのはほぼ不可能だと蓮弥は判断した。

　煮しや沸ふつしても濾ろ過かしても、ぬめりと匂においは消えそうになかったからだ。

　空を見上げれば、そこだけぽっかりと切り取られたように青い空が見える。

　木立の中からでは、枝葉が生おい茂しげりすぎていて空が見えなかった。

　蓮弥は、太陽は見えなかったが、空の青さからまだ日にち没ぼつまでは時間があるだろうと推測する。

「一泊二日の予定で来たから、野営地を作る必要があるが……少しは狩りもしておきたいな」

「大量に冒険者が入り込んだせいで、魔ま物ものの気配がないから難しいかもだな」

　シオンが渋しぶい顔をする。

　ある程度森の中に踏み込んだおかげで、外周部程の喧けん騒そうはなくなっていたが、狩られ追い立てられた魔物達は、逃げ惑い息を潜ひそめ、嵐あらしが過ぎ去るのをじっと耐たえ忍しのんでいるのだろう。

「小物を数狩って稼ぐより、大物狙って一発の方が効率がいいのかもな」

　ゴブリンを１００匹以上狩ってみてもたいしたお金にならなかったしと、開かい拓たく村の防衛戦を思い出しながら言う蓮弥。

「レンヤ、そういうことを言って死んだ冒険者は、枚挙に暇いとまがないくらいいるぞ」

　たしなめるようにシオンに言われて、蓮弥は首をすくめた。

　あまりに正論すぎて、反論する余地がない。

　立ち上がりながら足元の小石を拾う。

　ん？　とシオンが首を傾かしげるのを見ながら、蓮弥は拾った小石を手首のスナップを利きかせて少しはなれた草むらに投げ込んだ。

　かすかな手ごたえと小さく甲かん高だかい鳴き声を確認した蓮弥は、懐ふところからナイフを抜き出して石を投げ込んだ草むらにむかう。

　そこには一ひと抱かかえもあるような茶色の毛玉がうずくまっていた。

　投げた小石はそれの頭に当たって目を回させたようだったので、とりあえずナイフで首と思わしき辺りを刺して止とどめを刺す。

「ジャイアントラットか。大物だな」

　足を持って持ち上げると体長は50ｃｍくらいはあるネズミだった。

「これも魔物か？」

「いや、それは動物。体内で魔石を生成しないから」

　魔物と動物の区別は、身体の中に魔石があるかないかで区別するらしい。

「ちなみにフォレストオクトパスは？」

　蓮弥にとってみれば、魔物でも動物でもどっちでも良かったのだが、流れでそう聞いてみる。

「動物だな。魔石を持ってない。でもそれなりに凶きよう暴ぼうで、たまに人も襲おそう」

　異世界人である所の自分には、おそらく外見だけでは区別できないなと思いながら、蓮弥はジャイアントラットの身体を地面に下ろすと、ナイフでてきぱきと解体を始めた。

　最初はせっかく取ったのだから食べようと思った蓮弥であったが、食料は街から持ってきたものがあるので無理に食べる必要はない。

　ならばここでの最大の有効利用方法は、フォレストオクトパス捕獲のためのエサにした方がいい。

　情報を教えてくれた冒険者は、ゴブリンがいいと言ってはいたが、生あい憎にくとそのゴブリン達は金目当ての冒険者達に乱らん獲かくされている真っ最中だ。

　死体だけくれと頼たのむことも考えたのだが、何に使う気だの、何を考えているだのと腹を探られるのはどうにも気分が良いことではない。

　食べる気ならばまず首を切って逆さに吊るして、血ち抜ぬきをするべきなのだが、ギルドで聞いた情報ではフォレストオクトパスは臭いに釣つられるということだったので、わざと血抜きをせず、適当にざくざくと刻んでいくと、辺りには血の臭いが立ち込め始める。

　フォレストオクトパスだけならともかく、血の臭いに魅ひかれて別な魔物が来るかもしれないなと思ったが、その時はそれを狩って報酬をもらえばいいだけかと臭うままにしておく。

　次に蓮弥はインベントリから街で調達したスコップを取り出すと、水辺のぎりぎりの辺りに穴を掘り始める。

　穴を掘り始めた蓮弥を見て、なんとなく今日はこの作業だけで一日が終わるような気がしたシオンとローナは、少し離はなれた所でテントの敷ふ設せつ作業を始めた。

　あまり近くにテントを張ると、沼に何かいた場合に寝ねていられなくなるし、沼の湿しつ気けはどう考えても人間には不快なものなので、それらの点を考こう慮りよした距離であるらしい。

　水辺の土は柔らかく、蓮弥はそれほど苦労もせずに人が腰くらいまで入れるような穴を掘りあげた。

　ここに、やはりインベントリの中から取り出した、背の高い壺つぼを埋うめる。

　壺の周囲に掘った土を戻もどし、口の部分だけを出した状態で埋め終えると、壺の中にばらばらにしたジャイアントラットの死体の切れ端と、沼の水をほんの少し入れた。

　陸上版のたこ壺のできあがりだ。

　これと同じものを蓮弥は自分達の野営地で火を起こしたとしても、光が届かないであろうくらいの距離に合計10セットばかり作り上げる。

　本来は横にして使うのがたこ壺の正しい使い方であるし、元々は身を隠かくす場所として壺を用意してやり、そこに潜んだたこを釣り上げるというのが本来の意味なのだから、エサは必要ないはずなのだが、中ちゆう途と半はん端ぱな知識で、なんとなくやっている蓮弥であった。

　失敗したら失敗したでまぁいいか、くらいの気楽なものである。

「フォレストオクトパスが捕れなかったら。明日あしたは本気で狩りに行かないとなぁ」

　気がつけば、赤く染まり始めている空を見上げながら蓮弥は呟つぶやく。

　仮に捕れていたとしても、それなりに狩りの戦果を挙げないことには、用意したものにかかった費用で赤字になりそうな気配だったのだが、努めてそれは考えないようにする。

　半分おまけのような人生なのだ。

　戦果やら結果やら成果を追い求める必要はまるでない。

　つき合わせているシオンやローナには悪いが、愛あい想そが尽つきたら自分から離れてくれればそれでいい。

　ちょっと惜おしい気もするが、と蓮弥は誰にも見られないように薄く笑った。







　夜、テントの中で。

　蓮弥はわずかな物音を耳にしてうっすらと目を開いた。

　寝ね袋ぶくろの中は心ここ地ちよい暖かさで満たされており、気を抜ぬくとそのまま再び眠ねむりの中へと落ちていきそうなくらいであったが、なんとか踏ふみとどまって目を開く。

　テントの外ではパチパチと焚たき火びの爆はぜる音がし、テント越ごしに灯あかりがゆらゆらと揺ゆれているのが見えた。

　結局今回も敷設されたテントは一つだけで、蓮弥はシオン達と前回のダンジョン攻こう略りやく時にかわした会話をほぼそのまま繰り返す羽目になった。

　結果はやはりその時と同じで、苦くるし紛まぎれに、いずれお前ら本当に食っちまうからな！　と宣言した蓮弥であったが、ローナは余よ裕ゆうの笑えみで手招きをし、シオンは少しだけ顔を赤らめたが明確な拒きよ絶ぜつの言葉は返ってこない。

　お前ら男の趣味が悪すぎるんだよ！　と言ってみた蓮弥であったが、おそらくは負け犬の遠とお吠ぼえの域を出ることはなかっただろう。

　自じ滅めつ、自じ爆ばくしているとも言う。

　見張りの順番は、蓮弥、ローナ、シオンという順番になった。

　これではローナがきついだろうと蓮弥は反対したのだが、ローナに、どうせシオンがまた抱だきつくだろうが、この順番ならば自分がシオンを蓮弥から引ひき剥はがし、見張りを交代することができますし、何かあった時にでも迅じん速そくな行動が可能です、と言われてしまったので、それ以上反論できずにシオンを見る。

　えへへへへ、と頭をかきつつ笑うシオンには、一片の反省の色も見えない。

　抱きつくことは既すでに確定しているらしい。

　とりあえず一発殴なぐっておこうと拳を固めた蓮弥であったが、役得でしょうにとローナに言い切られてしまえば、殴る気力も失うせてその順番が確定したのであった。

　寝袋から上半身を出し、隣となりを見ればしっかりと寝袋に包くるまったローナがすやすやと寝ね息いきを立てて眠っている姿が、ぼんやりと見える。

　ローナが隣にいるということは、今の見張りはシオンが担当している時間帯だ。

　寝袋から這はい出し、寝るために脱ぬいでいた上着と剣帯を身につけた所で、テントの入口がそっと開かれ、シオンが首だけをテントの中に突っ込んできた。

「イタしてないよな？」

　どこか笑いをこらえるような声に、無駄に殺意を覚える蓮弥だったが、そこはぐっと我が慢まんする。

「斬きり飛ばすぞお前……どうした？」

　脅おどしの為ために、わずかに鯉こい口ぐちを切って見せるが、シオンには意味が通じなかったのか、脅しだとばればれなのか、にまっと笑うだけで動じた様子がない。

「冗じよう談だんは軽めで止めておくとして。なんだか森の中が騒がしい気がするんだ」

「お前いつかその冗談で首が飛ぶ日が来ると覚悟しろよ？　それで騒がしいとは？」

「分からない、なんとなくなんだ。胸むな騒さわぎがする」

　自分でもあやふやな感覚なのか自信がなさそうに言うシオンだったが、蓮弥はすぐに隣で寝ているローナを揺り起こした。

　小さくあくびをしながら、ローナが目を開く。

「どうしました？」

　眠そうな様子なのに、声には眠ねむ気けが感じられない。

　流石さすがは元騎き士し、と感心してしまう蓮弥。

「シオンが何か異変を感じた。不確定な情報だが確かめてみるべきだ」

「了りよう解かいです」

　短く答えてローナは無造作に寝袋の中から上半身を出す。

　眠る為にいつもの僧そう服ふくは脱いでいたローナは下着姿であり、何の前置きもなしにものすごい重量感と揺れを伴ともなった物体がぶるんと目の前に出現したので、思わず蓮弥とシオンの視線が釘くぎ付づけになる。

「いや待て、俺はともかく、なんでシオンまで？」

「あ、つい……なんかすごいなと」

「緊きん張ちよう感がないですねぇ」

　コロコロと笑いながら、二人に見られているというのに、全く気にした様子もなくローナは手早く装備を身につけ始めた。

　この辺りはさすが冒険者と言おうか、騎士出身者と言おうか、とにかく思い切りと諦あきらめが早い。

「野営地を畳たたんで周辺を調査する。焚き火は消しておけ。光量を絞った灯りを作る」

「レンヤ、壺はどうする？」

　シオンに尋ねられて、蓮弥の顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。

　折せつ角かくしかけた壺をむざむざ置き去りにはしたくなかった。

「回収したいが……そんな暇、無いだろうな」

「回収したいならすればいいじゃないか。掘り起こしてこよう」

　あっさりと言い放ったシオンは、スコップ貸してと蓮弥に手を差し出す。
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　そんなことでいいんだろうかと迷う蓮弥。

「別段、差さし迫せまっている状じよう況きようでもないですし。いいんじゃないでしょうか？」

「そうだな、迷っている時間の方がもったいないぞ、レンヤ」

　私にもスコップ貸してくださいとローナまで手を差し出してきたので、本当にそれでいいんだろうかと思いつつもインベントリからスコップを二本取り出して渡す。

「じゃあ、私達は壺を掘り起こすから」

「レンヤはテントの撤てつ収しゆうをお願いしますね」

　言うが早いか、蓮弥の返事も聞かずに仕し掛かけてある壺に歩み寄って掘り起こし始める二人。

　何か言う時間がもったいないかと割り切った蓮弥は、すぐにテントを畳んでインベントリに放ほうり込む作業に取とり掛かかる。

「うわ、レンヤ！　気持ち悪いくらい入ってる！　ってこら!?　吸い付くなこいつっ！」

「ちっちゃいのやら大きいのやら、選より取どり見み取どりですねぇ」

　本当に緊張感がないなと脱だつ力りよくしつつ、蓮弥はさらにインベントリから布と紐ひもを取り出した。

「布で壺の口を覆って紐で縛しばってくれ。あとは俺の虚こ空くう庫こに収納するから」

「分かったレンヤ。結構大漁だぞ？」

「来た甲か斐いがありましたねぇ」

「俺が言うのもなんだが。本当に緊張感無いなお前ら……」

　見つけにくいと言われていた割に、仕掛けた壺の中には結構な量の大小のタコが住み着いていた。

　エサに釣られたのか、元々そう言ったように集まって休む習性でもあるのか、蓮弥には判断がつかなかったが、大漁なのは良いことなのだから、気にする必要もないだろうと思う。

　おそらくは、冒険者達はわざわざフォレストオクトパスを狙ねらって狩り等しないだろうし、これ専門の漁師もいないようだから、罠わなというか仕掛けに対する警けい戒かい感のようなものが全く無いのが大漁の原因ではなかろうかと蓮弥は予想した。

　封をした壺をインベントリに放り込む。

　これには一つ問題があって、蓮弥が暇な時に色々と試ためしてみた所、蓮弥のインベントリには生き物をそのまま収納することができない。

　摘んだ花は収納できても、鉢植えの花は収納できなかったのだ。

　しかしこれには抜け道があって、しっかりと箱などで梱包してしまうと「箱〈鉢植えの花入り〉」という扱いで収納できたのである。

　人間もしっかりと箱に収納してしまえば「箱〈人入り〉」という扱いで収納できるかもしれない。

　さすがに、シオンやローナに、ちょっと梱包させてと頼むこともできないので、今の所推測の域を出ないのだったが。

「それでレンヤ、これからの行動は？」

　インベントリに壺を放り込んだ蓮弥に、シオンが尋ねる。

「とりあえず、外周に向けてゆっくりと移動する。何か異常を感じたり見つけたりしたら、すぐ報告しろ」

「自分で言うのもなんだが。こんなあやふやな情報で動いていいものなのか？」

　胸騒ぎがすると言ってはみたものの、確たる何かがあるわけでない。

　シオンとしては、そんな不確かな話で野営地を畳んで移動しようとする蓮弥の行動や、それに文句を言わないローナの行動がいまいち理解できないらしい。

「何もなければそれでいい。別に何の問題も無い」

　無詠えい唱しようで〈光明〉を光量を絞った状態で手の平に魔ま術じゆつをかける。

　修しゆ行ぎようの一いつ環かんでやってみたこれだが、実際に使う時も手を握りこめば光を外に漏らさないようにできるので、実用性もきちんとあることに最近気がついた蓮弥であった。

　同じものをシオンとローナにもかける。

「問題は何かあった時だ。誰かが異常を感じたら、一応でもそれに対応する。臆病に見えるかも知れないが、臆病と笑われるだけで命の危険を回かい避ひできるならば、俺おれは臆病者でいい」

「そういう……もの？」

「さて、ね。一般論なんぞ知らんしな」

　妙みような定石や常識を語られても、蓮弥としては困る以外にできる反応が無い。

　記憶もないものだから、前世の自分だったらどうしていたのかも分からないし、分かる術すべもない。

　もしかしたら、前世の自分は今の自分を見たら指さして笑うかもしれない。

　そう思ったことも何度かあるが、どうしようもない。

「話はここまでだ。とりあえず移動しよう」

「「了解」」

　二人が同時に頷いたのを見てから、蓮弥は先頭に立って歩き始める。

　月明かりがあっても、森の中に入ってしまうと、それはほとんど地面まで降り注いでくれない。

　流石に蓮弥も光がほとんどない状態では物を見ることができるわけもなく、手の平からの弱い光を頼たよりにほとんど手探り状態で進むしかなく、当然ながら歩む速度は遅くなる。

　さらに背後にも気を配る必要があった。

　これも訓練の賜たま物ものなのか、ローナはある程度動けるようであったが、シオンに関しては闇やみの中での動きは完全に素人しろうとそのものだ。

　手の平の弱い光が確保する視界だけでは満足に歩くことすらままならず、何度か低い枝に頭やら顔やらをぶつけて呻うめいているのを見て、蓮弥はシオンの肩をつかむ。

「レンヤ……」

「俺の肩に手を置いて、俺に続け。服を握にぎるなよ？　急に動く時の邪じや魔まになる」

「ごめん、ありがとう」

　そっと蓮弥の肩に手をおきながら謝あやまるシオン。

　肩に置かれた手をぽんぽんと軽く叩たたいて蓮弥は言った。

「そのうち慣れる。こんなもんは慣れだ、慣れ」

「慣れか……」

「そうそう。できるようになれば、なんでできるのか、という問いに、なんとなくできるんだよなぁって答えられるようになる。技術なんてそんなもんだ」

　第一、夜間行動のコツやら常識なんぞ、尋ねられても答えられないしな、と蓮弥が言うと、シオンが笑った。

「レンヤ、私も肩かたに捕まりたいです」

　蓮弥に捕まって歩くシオンをうらやましそうに見ていたローナが蓮弥に言うが、蓮弥はこれをきれいに無視する。

「レンヤー！」

「煩うるさい黙だまれ。お前は補助が無くても歩けるだろうが？」

「気持ちの問題ですよー」

「二人ひきずったら俺が動けなくな……ちょっと待て」

　言葉を途と中ちゆうで切って、蓮弥はローナに注意を促す。

　ぶーぶー文句を言っていたローナも、すぐに口を噤つぐんで蓮弥の視線の先を追った。

　シオンは二人の雰囲気が急に変わったのについていけなかった上に、二人がどちらの方向に注意しているのか分からずに、視線を彷徨さまよわせている。

「何か動いた。……そこそこの大きさだった」

　蓮弥は自分の視界の先に、はっきりとは見えないものの、なにかが動いているのに気がついたのだ。

　それはローナも同じであったらしい。

「金属音がした気がします。人でしょうか？」

「え、どっち？　どこ？」

　気づけないシオンに分かるように、蓮弥は手の平の光を、自分が何か動いたものが見えたような気のした方向へ向ける。

　その背後で、ローナは手を握りこんで光を消した。

「あっちだ。分かるか？」

　しばらくじっと目を凝らしていたシオンであるが、やがて首を振ふった。

「……ごめん、わからない」

「一朝一夕に分かるものでもないさ」

　しゅんと肩を落とすシオンを慰なぐさめるように言う蓮弥。

「レンヤ、こっちに向かって来ているようですよ」

「良く分かるな。相手が何か分かるか？」

「残念ながら……たぶん人だと思うのですが、それ以上はこの暗さでは、ちょっと」

　蓮弥は迷う。

　灯りを点ければ相手が何なのかすぐに分かるだろうが、それが危険な存在であった場合、灯りを点けるという行こう為いはその存在の注意を自分達たちに引いてしまうことになる。

　であれば、灯りを点けずに相手が通り過ぎてしまうのを待つ手もあるが、相手の進行方向が自分達に向いているらしいことと、相手が実は視覚に頼らなくても周囲の様子を察知できるようなものであった場合は、一方的に自分達だけが不利になる。

　そうこうしている間にも、相手は蓮弥達にだいぶ近づいてきたのか、下草を踏みしめる音が蓮弥達に聞こえるようになった。

「どうしますか、レンヤ」

「灯りを点けよう。相手を確かく認にんする。ヤバいモノだった場合は、全力で逃走。それでいいか？」

「分かった」

「レンヤにお任せします。灯りを点けるタイミングはレンヤが？」

「ああ、あまり近づかれても、逃げるとなった時に困るからな。合図はする」

　小声で会話をかわした後、蓮弥はほとんど真まっ暗くら闇やみの中で、じっと目を凝らす。

　遠すぎれば灯りを点けても見えないし、近すぎれば今度は逃げるとなった時に間合いが近すぎて逃げ切れなくなる可能性が高くなる。

　その辺りのバランスを考えながら、ここらでいいだろうと判断した蓮弥は、背後の二人に声をかけた。

「いつでも逃げられるようにしておけ。灯りを点ける。光源を直視しないように手をかざしておけ。目が眩くらむぞ」

　言われた通りに二人が片手で目をかばうのを確認してから、蓮弥はできるかぎり自分達から離れた木立の枝へ〈光明〉の魔術をかけた。

　光量そこそこ、持続時間普ふ通つうで設定したそれは、夜の森の中で明るく輝き、周囲の様子が見えるようになる。

　その光の中に照らし出されたものを見て、シオンは息を飲み、ローナは自分の口を押おさえて声が漏れるのを防ぐのだった。




　最初、蓮弥はそれをアンデッドの類たぐいだと思った。

　夜陰の中、魔術の光に照らされて、浮うかび上がった白い肌はだは遠めに見ても病的で、血の気の通わない死体を思わせたからだ。

　しかしその肌の上を流れ続けている赤い液体は、激しく出血していることを表しており、激しく上下する肩は、それが呼吸をしているということを見る者に教えている。

　アンデッドは心臓も止まっているから、血など流さない。

　まして呼吸などするわけもない。

　しかし、それらの生きているという証拠を見てすら、蓮弥は木立にもたれかかり、下草に足を取られながら歩み寄ってくるそれが、生きている人間だとは到底思えなかった。

　たぶん、女性の冒ぼう険けん者しやであろうことはなんとなく蓮弥にも分かった。

　だが、一体何が彼かの女じよをそんな様相にしてしまったかということは、皆目見当もつかない。

　肩甲骨の辺りまで伸ばされているくすんだ色の金きん髪ぱつは、くしゃくしゃに乱れて汚れきっており、なにか油のようなべとついたものが、灯りに照らされてぬらぬらと光っている。

　こちらを見ているのかどうかも分からない青い瞳ひとみは、空うつろで光を失っており、焦しよう点てんも定まっているようには見えない。

　革かわ鎧よろいであったのだろうと思われるものは、すでに残ざん骸がいとしか言えない状態になっており、かろうじて身体にぶら下がっているような状態だ。

　その下の服は、こちらもあちこち引き裂かれ、垂れ下がり、既に服としての機能を果たしてはおらず、その下の肌を露あらわにしてしまっている。

　女性が少しずつ近づいてくる。

　露になった肌の上に走るのは、噛かみ傷や引っかき傷だった。

　右腕の手首から肩にかけては、かなりの力で握り締められたのであろう手の跡がびっしりとつけられており、青く痣あざになってしまっている。

　左腕は付け根から無くなっている。

　視線を少し下に下げれば、腹がぱんぱんに膨れ上がっていた。

　まるで妊婦のような様子であったが、妊婦がわざわざ武装して、夜の森を彷徨っているわけがない。

　さらにその下は完全に裸だ。

　下草で切ったのか、浅く鋭い切り傷が無数についており、足首からひざにかけてはこちらもびっしりと手の跡がつけられ、さらに太ももの辺りまで何かに噛まれた様な傷や、食いちぎられたような無残な傷が、口を開いている。

　理解ができない。

　シオンとローナの二人を背にかばいながら、蓮弥は思わず一歩後退する。

　一体何が彼女をそこまで破は壊かいしてしまったというのか。

「ゴブリンか何かに襲われたんだろうか……？」

「違ちがうと思います」

　携帯していたメイスを両手で握り締めて構えながら、ローナが蓮弥の呟きを否定した。

「ゴブリンにせよオークにせよ。苗床として攫さらった女性をあそこまで虐待することはないそうです」

　ローナの視線は、女性の無くなっている左腕の付け根に注がれている。

　鋭利な刃物で斬られたような傷ではなく、傷口がささくれだったような、酷ひどく醜い切り口だ。

「あの左腕、おそらく食いちぎられてますよね……」

「人を食うなら、オーガか何かか？　しかし、この森にそんな魔ま物ものいたかな……」

　ローナの言葉にシオンが首を傾げる。

　そんなシオンはやや及び腰だ。

　できれば逃にげ出したいが、目の前で苦しんでいるだろう女性を見捨てることにも抵てい抗こうを覚えているような、そんな感じ。

「オーガの特とく徴ちようは？」

　近づいてくる女性から視線を外すことなく、左手を刀の鞘さやへ添えながら尋ねる蓮弥。

「身長３ｍ以上、バカ力で大食い、知能低し」

　必要そうな情報だけをかいつまんでローナが言うと、蓮弥は首を振ってシオンの予想を否定した。

「ハズレだな。あのコの身体に付いてる手の指の痣は、人間サイズだ。第一大食いだったら、腕一本で満足するか？」

「噛み傷の方は何かの獣のようですが……どちらにせよ、あの大きなお腹なかの説明がつきません」

「いずれにせよ……」

　助ける方法は無い。

　そう言い掛けた蓮弥だったが、突とつ然ぜん、女性が上げた絶ぜつ叫きように言葉が止まる。

「ぎぃっ……いがっ……がぁあああああああああああああ!!」

　天を仰ぎ、膝を地面につけ、唯ゆい一いつ残っている右腕で大きく膨れ上がった腹を抱きしめるようにして女性が叫さけぶ。

　その腹が、内側からぼこぼこと波打ち始めたのを見て、流石に蓮弥も顔から血の気が引くのを感じた。

「気をつけろ！　あいつ、腹の中に何か飼ってやがる！」

「いや、飼ってるわけではないんじゃないかなーって思うんだが、レンヤ？」

「シオン、どうして貴方あなたはこんな状況で微び妙みように冷静なんですか!?」

　膨れ上がった腹が、内側からの圧力に耐え切れずに次々と裂け始める。

　新しく出来上がった傷口から、血と、何か血ではない液体を垂れ流しつつ、その女性は喉のども裂けよと絶叫を上げ続けている。

「なぁ、あれ、絶対に何か良くないものが出てくるよな？」

　なんとなく半笑いになりながら、蓮弥が問いかけると、ローナもシオンもこくこくと頷うなずいた。

「賭けましょうか？　私は出てくるに金貨10枚賭けますが」

「私も出てくるに金貨10枚賭ける」

　ぐっと拳こぶしを握りつつ言うシオンに、どこか疲つかれた声で蓮弥は返事をする。

「俺も出てくると思うから賭けにならないよ。というかお前ら結構冷静だな？」

「私はレンヤが、逃げようって言ってくれるのを今か今かと待ちわびておりますが……」

「私は助けたいが……たぶん、無理なんだろうな」

　シオンが表情を曇らせるが、それに構っている余裕は蓮弥にもローナにもない。

　女性の悲鳴は途切れることがなく、それまでは膨れ上がる腹を押さえていた右腕が今度はその腹の表面を掻かき毟むしり始めている。

　爪つめが皮ひ膚ふを切り裂き、裂かれた所から傷が広がっていく連鎖。

　女性の周囲は女性が垂れ流した液体でぬかるみ、異臭を放ち始めている。

　これはいよいよ危ないと蓮弥が逃走の指示を出そうとした所で、女性の向こうからこちらへ走ってくるいくつかの影かげに蓮弥は気がついた。

　それはまるで、何かから逃げているような勢いであり、さらにその後ろからは重たいモノが枝を圧へし折おり、下草を踏み潰つぶしながら動いている音が聞こえてくる。

「レンヤ、また何か来た！」

「もう確認する必要も無い、逃げるぞ、走れ！」

　背後を振り返りながら、シオンとローナの腰の辺りを一度ぽんと叩く。

　それを合図にして走り出した二人から一拍遅おくれて後を追うようにして走り出した蓮弥の背後で、女性の絶叫がぴたりと止やみ、濡ぬれた布を引きちぎるような音と、べちゃりとぬかるんだ地面を叩く音が聞こえた。

「うわっ、なんだこれ!?」

「バカ！　立ち止まるな……ひっ、こ、こっちに来る……なぁ、ぐぁああああああああ!!」

　背後で聞こえたのは男の声。

　きっと今しがた女性の腹から出てきた何かと、その男達の背後から追ってきた何かに挟はさみ撃うちにされたのだろうが、確認の為に振り返ったり、立ち止まったりするつもりは蓮弥にはさらさらない。

　ただ、走る前方に何か危険なものがないかどうかだけに全集中力を注ぐ。

「一体……何が？」

「しゃべるなローナ、息が切れる。シオン、真まっ直すぐ走れ！　ローナはシオンから離れるな！」

　背後で沸き上がるのは　何か湿ったものが押しつぶされる音や肉と骨がまとめて断たれる音。

　耳を澄ませば、誰だれかの悲鳴や助けを求める声は、どうやら森のあちこちで発生しているらしい。

　既に灯りを消して隠おん密みつ行こう動どう等などと言ってもいられないので、蓮弥は先頭を走るシオンの左手の平に〈光明〉の魔術を光量を上げた状態でかけた。

「シオン！　左手の灯りを使え！」

「分かった！」

　左手をかざしてシオンは光を解放し、その光を頼りに走り続ける。

　それに続くローナに、しんがりを走る蓮弥。

　二人を追いつつ、蓮弥は内心舌打ちをしていた。

　外周に出る為に移動していた蓮弥達は、逃げるために真後ろに向けて走り出してしまっている。

　これでは森の中心部へと向かってしまっているのだ。

「シオン、方向転換だ。右でも左でもいいから直角に曲がれ！」

「了解！」

　細い木立に手をかけ、見事なコーナリングを見せるシオン。

　追いかけていたローナはその急激な方向変化についていけずにたたらを踏みかけたが、後に続いていた蓮弥がその腰を抱きかかえて時間をロスすることなくシオンの後を追う。

「すみませんレンヤ。大だい丈じよう夫ぶ、走れます」

「頼む。流石に人一人抱かかえたままの全力疾走は避さけたい」

　少しだけ速度を落として手を放せば、ローナは転ぶことも無く見事に着地して、また走り出した。

　僧服は長いスカートで、走るのには適していないはずなのに、ローナの走る速度はシオンのそれと遜色ない。

　スカートの両脇に走っている深いスリットは、別に見た目のためだけではないのだなぁと蓮弥は妙な感心をしてしまう。

「レンヤ、一体この後どうするのですか？」

　必死に走りながらローナが聞く。

「どうする、とは？」

「この異常事態の中でどのような行動をするのか、です」

「そんなものは最初から決まってるだろう？」

　いまさら何を言うのだろうと言わんばかりの蓮弥。

　先を走るシオンは、その蓮弥の言葉に続く言葉がなんとなく予想できて小さく溜ため息いきをつく。

　予想できなかったローナはそんなに簡単なことだろうかと首を捻ひねる。

「このまま森の外に出て街まで逃げる」

　ああ、やっぱりかと思うシオン。

　この場合、確かに周囲は異常な状況ではあるが、蓮弥からしてみれば、別段無理に戦ったり原因を調査する必要も義理も何もない。

　シオン個人としては、できれば見捨てて逃げるという選択はしたくなかった。

　だが、蓮弥の考えも少しではあったが理解できなくはない。

　縁えんもゆかりも無い人間の為に、仲間も自分も、少しでも危険に晒さらすつもりがない、というだけなのだから。

「レンヤ……怪け我が人にんなんかがいた場合は……」

「連れて行けると思うか？　荷馬車があるならともかく、どうやって連れて行けと言うんだ？」

　そもそも荷馬車は森の中を走れないけどな、と続ける蓮弥。

　なるほど、と納なつ得とくするローナであるが、シオンはそこまで割り切れない。

　考えが甘いと言われかねないのは良く分かる。

　状況判断からしても、蓮弥の意見が正しいのも事実であった。

「レンヤ、頼みがある」

　先頭を走っていたシオンが立ち止まる。

　つられて立ち止まった蓮弥とローナ。

　その蓮弥の方を振り返ると、シオンはこう言った。

「このまま逃げるなんてできない。全員を助けろなんて言わないが、なにが起こっているのかだけでも調べて行きたい。ここは街からそんなに離はなれていない場所なんだ。私達がこれを放って逃げれば、もしかしたら街にまで被ひ害がいが及ぶかもしれないんだ」

　蓮弥に詰め寄りながらそう主張するシオンに、蓮弥は目線だけで先を促す。

　その視線に気おされて、言葉が詰まりそうになるのをぐっとこらえて、シオンは言葉を続けた。

「頼たのむ、レンヤ。私に協力して欲しい」

　蓮弥の返事はなんとなくでも想像ができる。

　それでもシオンはそう頼まずにはいられなかった。

　そんなシオンを見て、蓮弥は表情を変えず、頬ほおの辺りを右の人差し指で軽く掻くのであった。







第四章　どうやら自分も馬鹿らしい







「一応、念ねんの為尋たずねるが」




　口を開いた蓮れん弥やの口調は穏やかだ。

　それがなんだか逆に怖くて、シオンは身体からだをすくめる。

　何な故ぜか自然と、シオンの視線は蓮弥の腰の刀に注がれていた。

　その視線に気がついた蓮弥は小さく息を吐く。

「そんなに長い付き合いじゃないが。俺の性格とか考え方は分かるよな？」

　声に感情は籠こもらない。

　ただ、淡たん々たんと確認するかのような蓮弥の口調に、シオンは頷いてみせた。

「ああ、分かっているつもりだ」

「その上で……前言を撤てつ回かいするつもりはない、と？」

　ほんのわずかにであったが、蓮弥の視線がシオンを威圧する。

　目が少しだけ細められた、ただそれだけのことなのに、頭のてっぺんから足のつま先まで冷水につけられたような感覚にシオンは陥る。

　やっぱごめん、うそ、わすれてという言葉が喉元まで出掛かってくるのを、シオンは必死に抑えた。

「撤回するつもりは、ない。協力して欲しいんだ、レンヤ」

　自分の声が、これほど空しく聞こえる日が来るとは思わなかったと、シオンは思う。

　言っている言葉は偽善者のそれで、しかも、逃走の最中だというのに、自分のせいで蓮弥もローナも足を止めてしまっている。

　これが、現状どれだけ危険なことかは、シオンにも分からないわけがなかった。

　それでも引けない理由がある。

　その理由は言えないわけではなかったが、蓮弥に伝えていいものかどうかの判断がシオンにはつかなかった。

　シオンがちらとローナの方を見れば、ローナは難しい顔をして黙り込んでいる。

　心情の半分と立場的にはローナはシオンの味方をせざるを得なかったのだが、心情のもう半分と理性的に考えれば、シオンの身を危険に晒すこの提案に、乗りたくはないと思うローナの考えがなんとなくにでもシオンには分かってしまう。

　ローナはレンヤにこの提案をばっさりと切って捨てて欲しいと思っている。

　そうすれば、シオンも蓮弥に従わざるを得ないだろうと考えているはずだ。

　そう考えているのが分かるのに、それを覆す言葉が出てこないのがシオンにはもどかしい。

　もちろん、自分の立場を明かしたからといって、蓮弥がシオンの提案に乗る確率はほぼ無いのはシオンも分かっている。

　だからといって、こうだからこうしたいんだと言えない現状、自分の言っている言葉はただの物の分からない馬鹿の戯たわ言ごとと取られても仕方が無い。

　悔しいのか歯がゆいのか分からないが、シオンは泣きそうになる自分をふざけるなと叱り飛ばした。

　泣けば只ただの馬鹿から、涙なみだに任せて男に訴うつたえる馬鹿女にさらにランクがダウンする。

　せめて本気で言っているのだということだけでも分かって欲しい。

　ただそれだけを願って、シオンは蓮弥を見つめる。

　対する蓮弥の頭の中は、シオンの想像とは全く別なことを考えていた。

　はっきりと言えば、蓮弥から見てシオンは、頭の中身がお花畑の考え方がだだ甘のお嬢さんでしかない。

　状況判断もできないし、何故だか他人をすぱっと見捨てることに抵抗を示す。

　偽善であることは特に問題ではない。

　昔から、やらぬ善よりやる偽善という言葉もあることだし、一応は行動に移すし、自分でも動こうとするだけでも、遥はるか高みから、お前がやれーと命令するだけでふんぞり返っている連中よりはずっと好感が持てると蓮弥は思っている。

　自分をこの世界に送り込んだ、あの幼女はシオンの爪の垢あかでも煎じて飲むべきじゃないか、とも。

　それ故ゆえに、今の状態は蓮弥の予想の範はん囲い内の出来事であった。

　だから蓮弥はこう考えている。

　気づかれてしまったか、と。

　調査の必要性や救助の可能性にシオンが気がつく前に、場の勢いとノリでもって逃走しきってしまうつもりだったのだが、上う手まくいかなかったかと蓮弥は小さく舌打ちをする。

　気づかれてしまった現在、蓮弥が取れる手段は二つあった。

　一つは、にべもなく断り、切り捨てるということ。

　ローナがシオンの側についたところで、この二人だけでは救助も調査もままならない。

　精々、先程の何かに内側から食い破られて絶命した女冒険者の二の舞い三の舞いになるだけだろう。

　二つ目は、シオンの提案に同意するということ。

　蓮弥には、自分はすごいんだと思う気持ちはこれっぽっちも持ち合わせがなかったが、それでもこの二人に自分がついていけば、死なない程度に立ち回れるだろうくらいの自信はあった。

　しかしなんだかそれは、自分っぽくない、という思いが蓮弥にはある。

　第一、できるからといってそれをやらなくてはいけない理由が現状存在していない。

　つくづく自分は、こういう場面に向いていないのだな、とため息が漏れる。

　御お伽とぎ噺ばなしの主人公であれば、美び姫きのお願いに喜び勇んで剣けんを取る場面なのだろうが、そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいことができるわけがないと思ってしまう自分がちょっとだけ寂しい蓮弥だった。

　そうは思っても、できないものはできないのだから、そういった格好のいい主人公のような行動は、それができる人に任せるとして、今自分がどういった行動に出るべきなのかを蓮弥は考える。

　シオンの頼みを断るという選択肢は実の所、蓮弥はかなり最初から消去していた。

　理由は探せば色々あるのだが、一番の理由はシオンが蓮弥に依存しているのと同様に、蓮弥もシオンに依存している部分がある、ということを蓮弥自身が認めてしまっているということだ。

　蓮弥はこの世界において、どこの誰とも縁がない。

　これは非常に酷い話だと、常日頃から蓮弥は思っていた。

　異世界転生、等と書けば格好良く見えるのかもしれないが、蓮弥が置かれている立場は究極的にはただの独りぼっちでしかない。

　身体は18歳だが、この世界において18年間過ごしてきたわけではなく、血縁関係にあるものは一人も存在しない。

　中身は94歳だが、その94年間分の縁と記き憶おくは前の世界に置いてきてしまった。

　つまりはどこまで行っても功刀くぬぎ　蓮弥という存在は、この世界において異物でしかないのだ。

　そんな考えを、このシオンとローナという二人の存在が幾分かは救ってくれた。

　他にもちらほらと友人やらメイドさんやらと、縁が出来始めてはいたのだが、一番最初に、蓮弥に仲間になりませんかと手を差し伸べたのがこの二人だったのだ。

　もちろん、手を差し伸べた行為に打算、計算があるのは人間なのだから仕方ない。

　見知らぬ誰かに無償の何かを要求するのは、強欲というものである。

　それに、とこちらは少し苦々しい思いを噛み締めながら蓮弥は思う。

　シオンのことを、実力が伴わないくせに、考えの甘さだけが一丁前の大馬鹿と笑ってしまったら、自分はどうなるというのだろうか、と。

　なにせ、自分こそ、貴方が行かないと世界が崩壊して沢たく山さんの人が死にます、というあの幼女の言葉にほだされて、自分とは全く関係の無い世界と命を守る為ために、界渡りをしてしまった大馬鹿野郎なのだから。

　話を受けなければそのまま死んでいたとか、美お味いしい食べ物に釣つられたとかいう見方もあるが、最終的には助けてくださいという言葉を、見捨てられなかったというだけなのだ。

　そんな理由で迷い人になった自分が、理由は言えないけれども、このまま見過ごして逃げるわけにはいかないと訴えるシオンを、笑うことも拒きよ絶ぜつすることもできるわけがない。




「レンヤ……」

　考え込んでしまった蓮弥の顔を覗のぞき込むようにして呟つぶやくシオン。

　思考の中に没頭していた蓮弥は、その視線に気がつくと、困ったように一つ息を吐はき、腕を組んで空を見上げた。

　なんだか無性に煙草たばこが吸いたいな、と蓮弥は思った。

　前世で吸ってたかどうかは分からないし、この身体の年ねん齢れいでこちらの世界で煙草を吸っていいのかも分からないし、そもそもこの世界に煙草というものがあるのかどうかも分からないが、溜息を吐き出すよりは紫煙を吐いていた方がよっぽどいいような気がしたのだ。

　百害あって一利なし、とよく言われるが、煙草には精神安定の作用があるのだから、一利くらいはあるのだろうと思う蓮弥である。

　そして今、蓮弥は切実にその精神安定作用を欲していた。

「俺が協力するとして……」

　空を見上げたまま蓮弥は言う。

　とてもじゃなかったが、シオン達の顔を見て、平常な口調で話せる気がしなかったからだ。

　見なくても蓮弥には、シオンとローナがどんな顔をしているのかは想像がついた。

　きっとローナは夜道でお化けにでも遭そう遇ぐうしたような顔をしているだろうし、シオンはえさをもらった子犬よろしく、尻尾があったら全力で振ってるような顔をしていることだろう。

「対策は俺の意見に従ってもらう。異存はないな？」

「レンヤ……それは……」

　一転して不満そうな声を上げるシオン。

　気持ちは分からないでもない。

　おそらく、シオンの意見を全すべては取り入れず、中間地点に落とすような話を蓮弥がするだろうと察しているのだ。

　だがここは、蓮弥としても譲れない部分だ。

　見知らぬ誰かの為に、見知った人を危険に晒すことはできない。

「今から森の中の捜索をする、という方法は取れない。シオンやローナが俺おれ並みに夜間の行動や戦せん闘とうに秀でているというならば話は別だが、有り得ない話でぶっちゃけ二人とも邪魔になるだけだ。命がかかっているから、この辺の評価は厳しめに言わせてもらうが」

「う……」

　反論はできないシオンに、蓮弥はここぞとばかりに言い募る。

　とにかくシオンに考えたり反論したりする時間を与あたえてはいけないという考えが蓮弥にはあった。

「武器を振るうのにも森の中では難しい。動きも阻そ害がいされる。相手は森の中でも平気で動き回れるようで、こちらが圧あつ倒とう的てきに不利な地形だ。不利な地形で戦闘を行うことは、自殺に等しい」

「うん……」

「それでなくてもシオンは弱い。見た目凛りんとしていてそれなりに剣けん士しっぽいことができるのかなとも思ってたのだが、やっぱりどうしようもなく弱い。頭が残念で戦闘においては弱いとなれば、後はどこを褒ほめてやったらいいのか分からない位置づけで、色気もローナに遠く及およばず、可愛かわいげではフラウに絶望的な差をつけられているのだから、パーティのマスコットにすらなれないわけだが」

「うん？」

「その上、状じよう況きよう判断も甘い上に、立案能力も無い。大体調査といってもそっち方面には素人しろうとしかここにはいないのだからできるわけがないのは子供でも分かるような事実なのだし、救助活動だって、無事な人間やら怪我人やらを、俺達三人だけで移動、誘導できるわけがないということを理解する脳みそすらないのだから、黙って俺が右を向けと言ったら、つべこべと文句を言わずに右を向くべきだと俺は思う」

「あ、あの……レンヤ……？」

「と、いうわけだから黙って言うことを聞け。これ以上事態がややこしくなる前に言うことを聞け」

「あ、はい……」

　ずいと蓮弥が顔を寄せて言い切れば、迫はく力りよく負けしたシオンが思わず頷く。

　言質は取ったぞ、と内心ガッツポーズなどしつつ、シオンが余計なことを言う前に蓮弥は指示を飛ばす。

「ならば、一刻も早く森を出よう。話はそれからだ」

　こくこくと頷くシオンと、状況を見守っていたローナの背中を叩たたいて蓮弥達は森の外を目指して再び移動を始める。

「レンヤ！　森の外に出て、それからどうするつもりなんだ？」

　走りながらシオンが尋たずねる。

　まだそんなことを考える余よ裕ゆうがあったかと思いつつ、蓮弥は答えた。

「二人はそのまま移動して、街へ走れ。街に着いたらギルドに駆け込んで、ワケの分からない魔ま物ものが出たとか、討とう伐ばつ依い頼らいを受けて森に行ったパーティのかなりの人数が死んでるとか状況を説明して討伐隊と調査隊の組織をするように言うんだ」

「聞いてくれるかな？」

　シオンが不安そうに言う。

　その心配は確かにあった。

　ギルドの幹部達も、一介のメンバーでしかないシオンとローナが討伐隊等を組織してくれといきなり頼んでみたところで、すぐにそれに対応して動くとは考えにくい。
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　ただこれは、シオンとローナが本当にただの冒険者の場合で、シオンの方は詳くわしくは蓮弥は知らないが、少なくともローナは騎き士しなのだからそれなりに意見を通せる方法があるはずだと蓮弥は踏ふんでいる。

「ローナ、なんとかしろ」

「分かりました」

　蓮弥の予想通り、ローナはあっさりと頷いた。

「レンヤ、今二人はって言ったな？　レンヤはどうするんだ？」

　無む駄だな所だけ頭の回転が速いな、と蓮弥は聞こえないように毒づく。

「俺まで街に移動したら、三人で逃げるのと変わらないだろう？」

「え？　いやだって……」

　見知らぬ誰かの為に、見知った人間を危険に晒すわけにはいかない。

　自分の判断で、見知らぬ誰かの為に危険に晒して良いのは、その判断をした自分だけだ。

「俺は森の入り口付近で警けい戒かいをする。多分大だい丈じよう夫ぶだとは思うが万が一、あの魔物達が森の外に出て街の方へ行こうとした場合、そいつを食い止める役がいるだろうからな」

「レンヤ！　そんな……」

　蓮弥の言葉に、驚おどろいてそれを止めようとするシオンだったが、その言葉を蓮弥は途と中ちゆうで遮った。

「シオン、覚えておけ。自分の手に余ることを無理やりなんとかしようとすれば、自分以外の誰かに無理をさせることになり、最悪そいつを殺してしまう結果になる。お前がなんで他人を救うことに固執するのか俺には分からないが、これからもそういった判断をし続けるのであれば、同じことが繰り返されるってことだ」

「レンヤ……私は……！」

「事情説明は別にいらない。言うことを聞けと言った時に肯定しただろう。ならば黙って言われた通りにしろ」

　何事か言いかけたシオンを制し、蓮弥は先を走りながら蓮弥の方を見ているシオンに笑いかけた。

「ま、今回はなんとかなるさ。心配ならさっさと街まで戻もどって応援を連れて来てくれ」

　これで少しはシオンの考え方も変わるといいんだが、と思いながら、あまり脅かすのも可か哀わい想そうかと蓮弥は軽口を叩いてみせるのだった。







　風になぶられるがままに立ち尽くし、じっと森を見つめる。

　他に音を立てるものが無い環境では、森の葉鳴りの音が妙みように耳について気分もざわめく。

　時たま聞こえる悲鳴は、おそらくはまだ森の中に残っている冒ぼう険けん者しや達たちが、何かに出会ってどうにかされていることの証左なのだろうが、蓮弥は彼かれらの末路については考えないようにしていた。

　風向きが変わる。

　森の方向から吹き付けてくる風には、森の木々の匂においに、腐臭と鉄錆の匂いが混じっていた。

　気分の悪くなる臭においだ、と蓮弥は顔をしかめる。

　なまじ気分が落ち着く効果があると言われている森の木々の匂いに混じってしまっているので、嫌いやな臭いが際立って強く感じられてしまう。

　嫌な臭いを嗅ぎたくないだけだから、とどこか自分自身をごまかすように考えながら、蓮弥はとんと一つ足踏みをする。

　無む詠えい唱しようで魔ま力りよくを目一杯拡大されて起動した〈送風〉の魔ま術じゆつは、森から来る風に対抗するように蓮弥の背後から吹きつけると、臭いも風も一いつ緒しよくたに押し流して森の方向へと押しやる。

　これで嫌な臭いに悩まされることはなくなると、蓮弥は一つ息を吐く。

　実際に意図していることは違う。

　シオンは最後までそれに気づかなかったようだが、蓮弥一人で森の一部分を監視した所で、他の場所から抜ぬける魔物まで抑えきることができるわけがない。

　普ふ通つう気がつきそうなものだが、蓮弥一人を置いていくという罪悪感にでも苛さいなまれていたのか、シオンはそれに全く気がつく素そ振ぶりが無かった。

　ローナに関しては蓮弥は良く分からなかった。

　気がついていて口にしなかったのか、或あるいはローナにとってはどうでもいいことだったのか、もしくはその両方なのか、どちらでもないのか。

　考えてみても答えが出ないので、蓮弥はその考えを止めた。

　とにかく、広域にわたる範囲を一人でカバーできるわけがない。

　それは現実の問題だ。

　だとすれば、どうすればこの森の中にいる得体の知れない魔物達が森から抜けて近隣の街等に行かないようにすればいいのか。

　その答えは蓮弥にとっては簡単だった。

　確実にとは言えなかったが、それでも森を抜けようとするかもしれない魔物達を自分のいる場所へと誘導する方法。

　風に乗せて自分の匂いを森の中へと運んでやり、魔物達にここにも一人、人間がいますよと教えてやればいいのだ。

　森の中で出会った魔物は、人の腹を借りたり、逃げる人間を追ったりと、積極的に人を襲おそっていた。

　人を襲う習性のある魔物であるならば、森の中にいる冒険者達を狩かり尽くした後、次に狙ねらうのはほぼ間ま違ちがいなく一番近いところにいる人間であろう。

　その人間がわざわざ自分がここにいることを森の中へと伝えているのだ。

　これは一種の挑ちよう発はつとも取れる。

「なんとも……やっぱり俺も馬鹿だね」

　自嘲して呟く。

　シオン達はきっと、一刻も早く街に戻ろうとして、休みなく走るか歩き続けるかすることだろうと蓮弥は思っていた。

　持って来た荷物は邪じや魔まだとばかりに、武装以外は全て置いていってしまっている。

　勿もつ体たい無ないからと蓮弥は、二人の姿が遠くなってから、全て自分のインベントリに収納した。

　中身は見ていない。

　きっと見てはいけないものとかも入っているはずだからだ。

　そんな状態での移動であるから、早ければ１時間ちょっと、遅くでも２時間以内に街に帰り着くだろうというのが蓮弥の予想だ。

　そこからギルドに駆け込んで、職員を叩き起こして幹部連中に報告を上げて、調査隊はそれなりに技能のある人物を選ばなくてはならないから、後発になるとしても、そこそこ戦える冒ぼう険けん者しやを集めて討伐隊を組んでこちらへ向かう。

　一体何時間くらいかかるか考え出すと、蓮弥は気が重くなるのを感じた。

　余程ギルドの幹部連中が馬鹿ではない限り、とりあえずにでも先発隊を出すだろうから、人と資材を揃そろえて出発するまでに３、４時間。

　きちんと急がなくてはならないことが伝わっていれば、移動には馬か馬車を使うだろうから、こちらに到着するのが街を出発してからおよそ１時間。

　その他諸もろ々もろ、なんやかやあると考えて余裕を見れば、大体８時間程監視を続ければお役ごめんになるのではないか、というのが蓮弥の希望的観測だ。

　物事というものは、常にすんなりと事が運ぶわけではない。

　無駄な軋あつ轢れきや責任の擦すり付つけ合い、頭の固い幹部がシオン達の言い分に耳を貸さない可能性。

　時間的にまだ夜も明けない時間になるだろうから、人が集まらなかったり、資材が入手できなかったりという問題が発生することを予想するのは難しいことではない。

　そもそも、結構な数の冒険者がこの森で魔ま物ものの被害にあっている状況で、討伐隊を編成出来る程の人数が街に残っているのか、という心配も残る。

「なんとなくだが……討伐隊編成は早い気もしてるんだけどな」

　ぼそりと呟いて天を仰ぐ。

　そもそも、森に行って手て当あたり次し第だいに魔物を狩ってきたら、狩ってきた分だけお金をお支し払はらい致いたしますよ、等という依い頼らいが妙なのだと蓮弥は思っていた。

　普通に依頼を出すならば、ゴブリンが増えすぎてきたようなので間引きをしてこい、とかオークに近隣の村の女性が多数誘拐されたので、オークを減らして女性を救助してこい、というのが普通だ。

　なんでもいいからとにかく狩ってこい、というのは依頼の形としてはおかしい。

　魔ま石せきの在庫が切迫しているとか、あまり強い魔物も出ない森なので、初心者達への救済措置という可能性も無いわけではなかったが、蓮弥はそういった話やうわさを耳にしていない。

　酷ひどく穿うがった見方をするならば、これはそういったおかしい依頼に気がつかない不注意な冒険者達を撒まき餌えにした大規模な釣りではないのか、という疑いがあるのだ。

　無論、推測の域を出ない話ではあったし、フォレストオクトパスにばかり気を取られて、蓮弥がこの可能性に気がついたのは森の中で正体不明の魔物に襲われた後なので、正しく後の祭り状態ではあるのだが。

　もしもこの推測が正しければ、討伐隊の編成も調査隊の編成も、既すでに終わっている可能性がある。

　ついでに言えば、シオン達よりも先に報告がギルドに上がっている場合もある。

　エサで魚を釣り上げるならば、当然エサには針と糸がついているはずだからだ。

「針役はなんかエサごと食いちぎられた気配だけどなー……」

　撒き餌役の冒険者達に交じって、おそらくは本命の針役のパーティがいたのかもしれない。

　しかし、森の中から聞こえてくる音は、時間の経過と共に少なくなっていき、やがて全く聞こえなくなり、蓮弥達の他に森の外に出てくるようなパーティの姿も見受けられない。

「もし、この推測が当たっているなら、企画者の思う通りに進んでいるのが癪しやくだな」

　なにかこう一発、相手の度ど肝ぎもを抜くような結末に持っていってやりたいと思う気持ちが蓮弥の中に沸き起こる。

　いわばいたずら心というやつであろう。

　ただ、何をどうしてやったらそんな結果が引き起こせるかという考えは浮かんではこない。

　自分の持っている魔術が火や氷ならば、有り余っているらしい魔力を全てつぎ込んで森ごと灰にしてやったり凍らせてやるのに自分と相あい性しようのいい風ではせいぜいが木立を吹ふき飛とばすくらいで、それでもまぁいいような気もするのだが、どうにも派手さに欠ける、と思った蓮弥は、ふと空を仰あおいだまま一つの考えに行き着く。

　この世界は、お盆の上にのった箱庭のような状態であるという話は、こちらの世界に来る前にあの幼女から聞いていた。

　お盆の下は虚無であり、何もないと。

　では翻ってお盆の上はどうなっているのだろう？

　この世界にとて何千ｍ級の山というのが一つや二つはあるはずだ。

　山があるなら空気の層とて、それ以上の厚さがあるはずである。

　さらに、こちらの世界に来てから、お湯が沸くのが妙に早いと言った覚えも無い。

　つまりは元の世界並みに大気圧があり、同じくらいの空気の層があると考えられるのではないか。

　そしてそれは、高度が上がるにつれて段々と薄うすくなるような元の世界と同じような構成になっているのではないだろうか。

「我が力を捧げ、大気に満ちよ……」

　風属性の魔術であれば、既知の魔術の全てを網羅している虎とらの巻まきをカリルから買ったばかりであり、その全てに目を通し終えている蓮弥である。

　使用制限についても、初級の制限を解除してすぐに、無属性魔術と同じ方法で無制限まで解除してあった。

　唱える魔術は風系統の上級魔術。

　但し、本来は下から上へと巻き上げる効果をイメージでアレンジして上から下へと逆に叩きつけるものへと変更する。

　ついでに余波で自分が被害を蒙こうむっても面白くないので、自分の周囲に風の防ぼう御ぎよ壁へきを展開。

　これから起こす現象を予想して、術式並列起動のいくつかを重複させて堅固で広い繭のような形で壁かべを何枚も重ねて展開させた。

　壁の展開を待ってから、蓮弥は右腕を空へ突つき上げ、まるで空を掴つかむかのように拳こぶしを握り締めて詠唱を続ける。

「風よ、渦巻きて荒れ狂い、我の望むがままに大地を叩け！」

　本来の詠唱は「我の望むがままに天を穿て」なのだが、逆向きなのだからと詠唱もアレンジ。

　どうせすぐに回復するのだからと防御壁を維い持じする魔力以外のほとんど全てを、魔術に注入。

　言葉が回路を造り、そこへ魔力が流し込まれて魔術が完成する。

　その瞬間、蓮弥の周囲を煙と轟ごう音おんが包み込んだ。

　遠く離れた場所。

　蓮弥よりもずっと高い視点からそれを見るものがあれば、それは巨きよ大だいな漏斗に見えたことだろう。

　本来竜巻という自然現象は大地からものを吸い上げて空へ飛ばす現象だが、この逆さ竜巻は天空より全てのものを吸い込んで地面へと叩きつける。

　竜巻と形容するよりは、海面にあるものを渦へと引きずり込んで海底へと叩きつける巨大な渦潮と形容した方が正しい代しろ物ものであった。

　全高20ｋｍに及ぶ巨大な渦潮は、遥か高みから冷気の塊かたまりを掴み取り、途中で雲などの水分を巻き込んで、それらをまとめて蓮弥の目の前の森へと轟然と降り注がせる。

「失敗したなーこれ……」

　自分を包み込んでいる防御壁の外側を、轟音を立てて白い煙だか氷だか分からないものが流れていくのを、呆ぼう然ぜんと見やりながら、蓮弥はぼやいた。

　高高度の上空から、たぶんそこにあるであろう冷気を引ひき摺ずり下おろすことしか考えておらず、引き摺り下ろした冷気を処理する方法をすっかり考えていなかった。

　本当は下降する気流の外側に上昇する気流をつくって循環させることで、魔術の効果範囲を限定しなくてはいけなかったのだろうが、外側の気流を作っていなかった為に、叩きつけられた冷気はそのまま広がるがままに周囲を凍らせ始めていたのだ。

　すぐに魔術を解除しようか、と考えた蓮弥であったが、すぐにもうやってしまったことは仕方がないと切り替えて、ゆっくりと風の漏斗を森の中央目め掛がけて前進させる。

　漏斗が離れていくに従って、周囲を流れる風の勢いは弱くなっていく。

　蓮弥はそれでも防御壁は解かない。

　蓮弥が空から引き摺り下ろした冷気の温度は、どこまで元の世界の知識が通用するのか分からなかったが、計算通りであるならば、およそマイナス70℃であるはずだった。

　引き摺り下ろしている最中に、幾分かのロスがあったとしても、人間がなんの装備もせずにそこにいればほぼ確実に絶命する温度であるのは間違いがない。

　蓮弥が無事なのは、偏ひとえに多重に展開した風の防御壁でいくつかの空気の層を作り上げ、その中にいるからであり、壁を解除した途と端たんに凍死するだろう未来が予測できた。

「この世界の人間は、ダウンバーストなんて知らないだろうけど。まぁこんな大規模かつ大被害をもたらすダウンバーストなんて元の世界でもなかったと思うが……」

　たまに白い煙の切れ間から見える森は、白一色の世界へと変貌していた。

　木々も草もみな同様に凍りつき、おそらくはその中にいた動物も魔物も、何もかもが一様に白い世界に閉ざされてしまったはずだ。

「天変地異が起きました、と言い張ろう。そうしよう」

　どうせ私がやりましたと正直に報告した所で、信じる者などいないだろう。

　それならばいっそ、神様が気まぐれで天変地異を起こしたとでも言った方がまだ信しん憑ぴよう性せいがあるに違ちがいないと蓮弥は事の全てを顔も見たことの無いこの世界の神様達に丸投げすることにした。

　どうせまともに世界の管理もせずに、陣取りゲームで遊びほうけているのだ。

　蓮弥からしてみれば、お前らの怠慢のおかげで界渡りなんぞさせられているのだから、ちょっとは泥を被かぶれ的なものである。

「それにしても……」

　魔術を解除すれば、巨大な漏斗は出現した時と同じ速度で大気に解かれて消えていく。

　解かれた大気は内包していた冷気と水分を吐き出して、あたり一面に雪を降らせ始めた。

　しんしんと降り積もっていく大粒の雪を見ながら、蓮弥は誰だれに言うともなくぼやく。

「やっぱ俺、魔術の才能ないわー……」

　普通に使えば魔ま術じゆつ師し並みでも、全力で使えば大災害では、使い道が無い。

　見渡す限り白く染まってしまった世界をみやり、さていつになったら風の防ぼう御ぎよを解いても大だい丈じよう夫ぶになるんだろうかと考えつつ、巻き起こしてしまった大規模災害並みの状況に、蓮弥は大きく深く溜ため息いきをつくのだった。










「……おや？」

　口をつけていたティーカップから口を離はなし、ふと視線を上げれば、テーブルの上においていた小さな紫色の球が割れているのが目に入った。

「どうかしたのかねぇ？」

　尋ねてきたのは、テーブルを挟はさんで向かい側の椅い子すに座すわっている、なんとも形容しがたい包帯の塊だ。

　一応は人っぽい形をしてはいるが、その太さは尋常ではなく、一体どれだけの量の包帯を巻きつければそんなできそこないの熊のぬいぐるみのようなシルエットになるのか、わずかにだが興味をそそられる。

「いや、樹林迷めい宮きゆう経由で飛ばしていたコアが破は壊かいされたようでね」

　樹林迷宮が我ら魔族の手で既に踏破済みであるという事実を、人族達は知らない。

　魔族の大陸側の出入口と、人族の大陸側の出入口には我らの手によって転送門が設置されているのだ。

　もっとも、あちら側で門の設置をするのに、あまり資材を運び込めなかった為に、転送門で送れるのは人一人程度のものであり、なおかつ一日の使用回数に制限がついている。

　しかも使用料金が馬ば鹿か高いという欠点があるのだが、研究の為とあらば多少の出費は仕方のないことだと割り切る以外にない。

「あちらで一体何を？」

「新しい魔物の実地試験だよ。人族を食い、人族の腹で繁はん殖しよくし、人族の身体と融合する素敵な魔物さ」

　制御用の一匹にコアを埋うめ込んであちらへと飛ばしてみたのだが、こちら側の制御用のコアが破壊されたということは、それが何者かに破壊されたらしい。

　あまりデータが採れなかったことに、わずかな苛立ちを覚える。

　しかしながら実験とは回数を繰くり返かえし、多数の失敗とわずかな成功から必要とするデータを得ることが目的である。

　たとえるならば、多数のはずれクジの中から一本の当たりクジを引き当てる作業のようなもので、いちいちはずれを引いたからといって目くじらを立てるようでは研究者として失格だろう。

「純粋な戦せん闘とう力りよくと繁殖速度の実験だったのだが……」

「失敗かねぇ。ご愁傷様」

　手足をばたばたさせながら、ソファーの上でふんぞり返った包帯の塊に、軽い殺意を覚えたからといって誰が私を責められるだろうか。

　それにしても不思議な布の塊だ。

　目も口も、それに該当しそうな器官も、一つも表面に露あらわになっていないと言うのに、こちらが見えているようであるし、声もくぐもったりせず明瞭で聞き取りやすい。

　これは一度開いてみたくなっても仕方がないと思う。

　というより、ぜひ一度、ぱかっと開いてみたい。

　きっと私の好奇心を満足させるようなものが見られるに違いない。

　そんなことを考えつつ、包帯の塊を見れば、見られていることに気がついた包帯の塊がソファーの上でびくっと身体を震ふるわせた。

「どうした？」

「今、なんか寒気が……風邪かねぇ？」

「魔族は風邪を引くのか？」

「引かなかったっけ？　まぁ脳筋馬鹿が多いから、風邪を引いても気づく奴やつもいなそうだけどねぇ」

　ケラケラと笑い声を上げる包帯の塊。

　一応私よりも上位の魔族であり、研究者としても先達にあたるのだが、どうもこういった軽い言動を好むので、変人の烙らく印いんを押されており、私もあまり……いや、出来うる限り係かかわり合いになりたくない人物の一人だった。

「笑い事だろうか？　第一、実験の失敗といえば、貴方あなたも同じ地域で行っていた実験を、人に邪魔されて失敗したばかりではなかったか？」

　声音に少しばかり嫌いや味みを交ぜて言い放てば、包帯の塊が上げる笑い声がぴたりと止やんだ。

　気を悪くさせてしまったか、と一いつ瞬しゆん思うが、ちらりと見た顔はやはり包帯の塊でしかなく、表情が読み取れるわけもない。

　そもそもが、目がどこについているのか分からないので、こちらを見ているのかどうかすら不明なのだ。

「別に失敗したわけじゃないんだけどねぇ」

　しばらくしてから布の塊が発した声には、取りあえずは不快感のようなものは混じってはいなかった。

「必要な物は回収したんだよ？　ただちょっと途中で止めさせられちゃっただけでねぇ」

「実験用の魔石も失ったと聞いている。コスト的に赤字ならば失敗だろう」

「これはまた手厳しいねぇ」

　できそこないの熊が両手を広げてソファーの上でひっくり返り、天てん井じようを仰ぐ。

　いちいち動作が大げさで滑稽だ。

　それが妙に気に障る。

　同格か格下ならば、即そく始末してやるのにと苦々しく思うが、格上で目上では、下手なことをすればこちらが殺されてしまう。

「どちらにせよ、実験はしばらく中止だ」

「おや？　何な故ぜに？」

　不思議そうな声を上げる包帯の塊。

　何故こいつはそんなことも知らないのだろうかと私は疑問に思う。

　興味があること以外は、まるで興味を示さない研究者が多いが、上から流れてきた通知事項くらいは目を通しておくべきではないのだろうか。

　一つ間違えば自分の身を滅ぼしかねない話だ。

　それとも目の前の変人は、それすらどうでもいいことと斬きり捨ててしまうつもりなのだろうか？

「軍部から通知があっただろう。樹林迷宮の転送門の規模を、ある程度の数が運べるように設置しなおすそうで、その作業が終わるまでは転送門が使えなくなる」

「そんなお報せあったっけ？」

　疑うような声がして、包帯のぬいぐるみの首がわずかに傾いてぷるぷると震えている。

　どうやら首を傾かしげたいらしいが、ずんぐりむっくりな体形と、巻いている包帯の厚さのせいで、上手くいかないらしい。

　思わず溜息が漏れる。

　こんな妙な物体との会話は早々に打ち切って、早く研究に戻りたい。

「あったのだ。嘘うそだと思うならば、自宅でも調査してみるのだな」

「別に嘘だとは言ってないけどねぇ」

　また手足をばたばたさせはじめた包帯の塊に、呆あきれ返った視線を投げかけて、私はそろそろ話をお開きにしようと口を開く。

「用件がそれだけならば、そろそろお帰り願えないか？」

「あ、うん。用件が済んだら帰るから」

　まだこれ以上何の用があると言うのかと、尋ねかけた私は胸に走ったわずかな衝しよう撃げきと、喉のどにせり上がってきた熱い何かに言葉を詰まらせる。

　半開きになった口から、たらりと粘性の高い液体が漏もれ出でるのを感じながら、私は自分の胸を見下ろした。

　見慣れた自分の身体からだの胸の上に、見慣れない無骨な金属の棒が突き刺さっている。

　喉からせりあがってきたのは、自分の血の塊だと気がついた時にようやく痛みが襲ってきた。

「ごふっ……一体……何のつもり、だ……」

「困るんだよねぇ。あそこであんまり派手なことされると。次にあそこに行った時にお話もできずに斬りかかられたりするじゃないか」

　身体に突き立てられたのは、先端を尖とがらせてさらにネジを切った鉄の棒のようだった。

　その根本は包帯の塊の包帯の隙すき間まから突き出している。

　どういう原理か知らないが、その棒が回転すると突き刺さっている棒のネジの部分がさらに棒を私の身体の奥おく深くへと押し込んでくる。

　一本ならばまだ致ち命めい傷しようには遠い。

　体内を異物が通過している不快感と痛みに耐えながら、逃げる算段を立てようとして、さらに数本の棒が無造作に身体に突き立てられ、捻ねじ込こまれる。

　たまらず悲鳴を上げた私の目の前に、あの包帯の塊が立った。

「とりあえず君には死んでもらおう。他ほかの人への警告も兼ねてなるたけ無意味に惨むごたらしく死んでもらうからそのつもりで。あぁ、使えそうな部分は抉えぐっていくから、そこのとこ宜よろしくねぇ」

　助けてくれと叫ぼうとすれば、喉に棒を突き刺された。

　声を出すことができなくなり、口から血と涎よだれを垂れ流しながら暴れる私に、それはゆっくりと覆いかぶさるように近づいてくる。

「それじゃ、まずはその目玉から行こうかねぇ？」
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　フリッツはギルドの建物の自室で頭を抱かかえていた。

　目の前の机の上には、書類が山と積まれている。

　そのほとんどは報告書であった。

　死亡した冒険者は23パーティでちょうど１００人。

　ギルドからの依頼に応じた冒険者のほぼ全員が死亡している。

　生還したのはわずかに１パーティの３人のみ。

　レンヤ＝クヌギをリーダーとするあのパーティだけだった。

　フリッツにとって、それらの結果は比較的どうでもいいことだ。

　蓮弥のパーティが参加していたのは予想外であり、それを知った時には慌てたものだったが、結果的に生還してくれたのだから、それは問題にならない。

　23パーティが全滅したこともどうでもよかった。

　冒険者のなり手などは腐るほどいる。

　上は家督を継げない貴族のボンボンから、下は食い詰めた農家の倅せがれまで、それこそ多種多様にいるので補充する種には不自由しない。

　そもそも、補充の難しいベテランの冒険者は今回のような依頼に食いつくことはない。

　それこそ、依頼の出し方が裏がありますよーと絶ぜつ叫きようしているようなものだからだ。

　あのシオンがリーダーならば間違って食いつく可能性もあったのだが、蓮弥ならば余裕で回かい避ひしてくれるだろうと思っていたのに、少し見誤ってしまっただろうかとフリッツは思う。

　だがこれも、フリッツが頭を抱えるような事案ではない。

　頭を抱えさせるほどの問題は、現在目の前に三つあった。

　一つは調査隊が送ってきた調査記録だ。

　今回森で発見された新種の魔物は、形が定まっておらず、獣のようであったり人のようであったり、あるいは竜を模していたりと多種多様だったようだ。

　そのいずれもが人を食らい、人を取り込み、人の身体で繁殖を行うという実に気持ちの悪い生態であったらしい。

　何故それらのことが分かったのかといえば、一つは調査隊が持ち帰った魔物の死体を解剖した結果で、もう一つはそういったことの真っ最中のまま発見された個体がいくつかあったからだ。

　何故そんな状態で発見された個体があったかといえば、二つ目の問題に繋つながる。

　その二つ目とは、件くだんの森がほぼ壊かい滅めつしてしまったということ。

　ただ一人、現場を見ていた蓮弥は、空からするすると白い糸のようなものが降りてきたかと思うとそれが森の中へ突き刺さり、何か嫌な予感がしたので防御結界を張ってみたら、途端に視界が白一色で塗ぬりつぶされて、気がついたら銀世界の中にいた、と言うのだ。

　その言葉の真偽を法術で確かめようとしたのだが、蓮弥に金を払はらえよ、と言われてしまったのでフリッツはそれを諦あきらめた。

　実際、蓮弥の言葉が嘘でも本当でも、森が広範囲に渡って凍りついてしまっているのは事実だからだ。

　調査の結果では、森全体のおよそ７割から８割程度が氷に閉ざされたり、木々が薙なぎ倒たおされたりで元の状態に戻ることはないだろうとのことだった。

　調査隊に同行していた魔ま術じゆつ師し達の話だと、それと同じことを人が行おうとすれば、数百人の魔術師を使い潰つぶすつもりで魔術を行使させて、ぎりぎりなんとか似たような状じよう況きようを作り出せるかどうか、というレベルの被ひ害がいであるらしい。

　もちろん、報告書には「それらの理由により、突発的な天災であると思われます」との書簡が付けられていた。

　本当に天災であるならば、神など呪のろわれてしまえと思うフリッツである。

　冒険者の被害はともかくとして、駄だ目めになってしまった木々や森から採れる資源が激減することは街の住民にとって酷い痛手になる。

　それについての対策は、国が考えることなので、直接フリッツに被害が来るわけではないが、当然立てられた対策への協力は求められるはずで、仕事が増えることは確定している。

　三つ目の問題は、今現在フリッツの目の前にいた。

「どういうことなのか、説明してくれますよね、フリッツ？」

　背後に黒い炎ほのおを背せ負おい、にこにことした笑みみに絶対零度の冷たさを携え、穏おだやかな口調で尋たずねてきたのは、ローナだった。

　やたらとメリハリのある身体を僧そう服ふくに包んでいるのは相変わらずだったが、その右手には力を込めて一ひと振ふりのメイスが握り締められている。

　あまりに力を入れすぎて、わずかに震えているそれは、フリッツに無言の威圧を嫌というほど与あたえていた。

「確かに今回のことはギルドの独断でした。ですが、あの男なら回避すると思ったんですよ……」

「遺言はそれでいいですか、フリッツ？」

「え、いや、あの……えぇ？」

「ではそこになおりなさい。せめて一いち撃げきで苦しまないように送って差し上げます」

「え、ちょっと？　……えええええ!?」




　ギルド中に響ひびき渡った男性の悲鳴に、職員達は互たがいに顔を見合わせ、何も聞こえなかったかのようにまた各おの々おのの仕事に戻るのであった。







幕間　その２らしい







　妖よう精せいシルキーであるフラウの朝は早い。

　まだ日が昇らぬうちに目を覚ましたフラウは、寝台の上で半身を起し、眠ねむ気けの残る目をこしこしと擦こすりながら一度周囲をくるりと見回す。

　そこはいつもと変わらない、少々殺風景な蓮れん弥やの部屋。

　フラウはそこの蓮弥の寝台の隣に、やや小さな寝台をあつらえてもらってそこに寝ている。

　妖精に睡すい眠みんが必要なのか、とか蓮弥の部屋で一緒に寝るのはどうなのか、等などと色々シオンとローナに騒がれはしたが、フラウは最終的には「うるさいの」とにっこり笑って二人を黙だまらせていた。

　黙らせた時には屋や敷しき中のありとあらゆるものに魔力を通して、かなり強烈に威圧したので、二人は真っ青になっていたし、とばっちりを食らった蓮弥までぎょっとした表情をしていたのは失敗だったかなとフラウはその時のことを思い出して少しだけ反省する。

　寝台からそっと足を下ろし、床ゆかに降り立った時にはフラウの姿はもういつものメイド服姿になっていた。

　寝る時は邪魔にしかならないので、白く透けないネグリジェを着ているが、そこからメイド服への着き替がえは、さすがに元々は衣服関連専門の妖精と言おうか、一瞬だ。

　フラウが蓮弥に少しだけ無理を言って壁に備え付けてもらった姿見で、一応自分の姿を確かく認にんして、問題ないことを見てから、フラウはそっと、まだ眠ねむりこけている蓮弥に近づく。

　何度か色々試ためしてみた結果、フラウは蓮弥に関して一つの結論を得ていた。

　それは、蓮弥は一度眠ってしまうと、生半可なことでは目を覚まさない。

　これには、但し害意を持たない場合は、という注釈がつく。

　害意に関しては非常に敏感だ。

　ほんの少しの殺意や威圧で真夜中にでも飛び起きてしまう。

　これは同室で寝ているフラウも、細心の注意を払う部分だった。

　無理を言って同室にしてもらっているというのに、自分の動作一つで主の眠りを妨げるようなことがあってはならない。

　しかし、そこにだけ気をつけていれば、後のことに関しては非常に鈍感な蓮弥だった。

　大きな音を立てても、揺ゆすってみてもなかなか起きない。

　野営の最中に、毎度シオンに抱きつかれても全く起きないとフラウは聞いている。

　それはつまり、抱だきついてもおっけーなのだとフラウは思っていた。

　故ゆえに、フラウは毎朝起きたらすぐに、蓮弥が眠っている寝台にダイブする。

　そこそこの衝撃だとは思っているフラウだが、蓮弥がこの行動で目を覚ましたことは一度も無い。

　かけ布団をめくりあげ、中に身体を滑り込ませると、眠っている蓮弥の腕に抱きついて、しばし至福のひとときを楽しむ。

　およそ10分ほどかけて、たっぷりと堪能したフラウは、蓮弥の寝台から這はい出でると、申し訳程度にメイド服の乱れを直してから部屋を出る。

　まずやらなくてはならないことは、屋敷中の個室以外の窓のカーテンを開けること。

　これは、外の光が屋敷の中へ注ぎ込むことにより、廊下の隅や物陰に潜ひそんでいたモノ達が、やれやれ本日のお仕事も終わりかと地下室へと戻もどる合図になっているのだ。

　彼かれらには、フラウから絶対に屋敷の住人に見つからないように、見つかった場合は即そく殲せん滅めつするので、そのつもりでいるようにときつく指示がされている。

　本来、妖精にそういった能力は無い。

　自分のことながらフラウにもよく分からなかったが、おそらくは蓮弥達が来るまで、悪あく霊りようになりかかっていたモノを食べたりしていたことが、妖精としての自分の変調に繋がったのではないかと漠然と思っている。
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　思ってはいるのだが、蓮弥やシオン達の助けになれるのであれば、たいした問題ではないとフラウは思う。

　次に調理場へ行き朝食の用意を始める。

　昼食と夕食は蓮弥と交代して作ったりしているが、朝食は大体フラウが作る。

　朝食の献立は、ふわふわのパンにカリカリになるまで焼いたベーコンを添えた目玉焼き。

　パンは自家製のもので、作り方は酵母の作り方から蓮弥に習った。

　街のパン屋で普ふ通つうに売っているものは、固くて蓮弥の好みに合わない。

　これに葉物野菜と干してから水で戻し、薄切りにしたフォレストオクトパスの足を交ぜたサラダを付けて、酢すがメインのドレッシングで味付けをしたものと、蓮弥がじゃがいもっぽいと称するごろごろとした丸い野菜をふかしてペーストにしたものに、肉と野菜と塩をことこと煮込んでいつも作り続けているスープにミルクを混ぜて滑なめらかにした濃いスープを作れば朝食一式のできあがりとなる。

　作り方は全すべて蓮弥から教わったものだ。

　シオン達からもたまに料理のレシピを教わってみるのだが、どうにも調理方法は焼くか煮るくらいしかなく、味付けも塩か甘味の二択とどうにも種類に乏しいので、フラウは好きになれない。

　朝食ができれば屋敷の住人を起こしにかかる仕事が待っている。

　蓮弥を起こすのは簡単だ。

　軽い威圧を行えば、ものすごい勢いで飛び起きる。

「なぁ……毎朝これって結構辛いんだが……」

「ごめんなさいなの。でもこれが一番簡単で確実な起こし方なの」

　ぺこりと一つ頭を下げれば、蓮弥も頭をかきながら仕方ないなぁと呟つぶやく。

　蓮弥に朝食ができていることを告げると、フラウは手の中に小さな氷を作りながら次はシオンの部屋の扉とびらを開ける。

　寝台の上で眠っているシオンは、さすがに就寝中は邪じや魔まになるのか、いつもは頭の高い位置で結っている髪かみの毛けを解いており、さらさらと濡れた烏の羽根の色の髪が寝台に零れている。

　シオンもあまり寝起きの良い方とは言えない。

　フラウはかけ布団を少しだけ剥いで、シオンの胸元の辺りまで下げると寝巻きの胸元へ作ったばかりの氷をするりと滑り込ませてから、結果を見届けることもなくシオンの部屋を出る。

　背後ですさまじい悲鳴があがるが、毎朝のことであるので無視。

　最後がローナの部屋だが、こちらはフラウ自身がなんとなく苦手意識を覚えてしまっている。

　扉を開けて中へ入ると、寝台の上にはなんともすけすけのネグリジェ姿の肉感的な美女が、布団をかぶることもなく、無防備に寝転がっている。

　基本的に屋敷の中は、魔ま術じゆつによる温度調整がなされているので、布団を使わずに寝ても寒さに震えることはない。

　その温度管理もフラウの仕事だが、このローナの部屋だけは極寒にしてやりたいとたまに思う。

　寝台の上のローナは、太っているわけではないのだが、妙みように「肉」という単語を意識してしまうプロポーションを誇っている。

　身体の一部分がものすごいことになっているせいだと思うのだが、フラウはそれを見るたびに「もげろ」と言う呪じゆ詛そを吐かずにはいられない。

　一度本気で呪ったら、地下室にいるモノが真面目にもぎとりに出てきたことがあるので、以来あまり本気で思わないように気をつけているフラウだが、全く思わないようにはできずにいる。

「ローナ姉様、朝なの！」

　ローナの寝起きは他の二人に比べると随ずい分ぶんと良い。

　声をかけるだけで目を覚ましてくれるので、フラウとしては楽といえば楽だった。

「んっ……は……ぁ……」

　なんだか妙に艶なまめかしい吐と息いきを漏らしつつ目を覚ますローナ。

　もげろ、しぼめ、という呪詛を吐はきながら表にはおくびにも出ださずにフラウはにっこり笑う。

「ローナ姉様、朝なの」

「ん……おはよう、フラウちゃん。なんだか寒気がするのだけれど、温度下げました？」

「いつも通りなの。ローナ姉様が薄着なのがいけないの」

　もぐ？　しぼます？　と地下にいるモノ達からのいらえが返ってくるが、そうしたいのはやまやまだけれども、やれば蓮弥に斬り捨てられるからだめ、と止めておくフラウ。

「朝ご飯できてるの」

「ありがとう、すぐ行きます」

　なにか背筋に走るものがあるんですけどねぇと首を傾げているローナはそのままにして、フラウは次の仕事に取とり掛かかる。

　風ふ呂ろ場ばにて、住人達たちの洗物を洗せん濯たくするという作業だ。

　ただこれは、〈操作〉の魔術を扱あつかうフラウにとっては、片手間にできてしまう作業でありほとんど無意識下に全自動で終わらせてしまえる。

　途と中ちゆうから食べ終わった朝食の後片付けをし、食器を棚たなに戻す頃ころには洗濯物はすべて庭にあつらえてある物干し台にぶら下がっているという寸法だ。

　ついでに各人の部屋の寝台から引っぺがされた寝しん具ぐも、きちんと干されている。

　日中、蓮弥達はほとんど家にいないことが多い。

　それはギルドで依い頼らいされている近場の素材採集や弱い魔ま物ものの討とう伐ばつ依い頼らいを地味に受けているからなのだが、住人がいない時間帯こそがフラウの本領発揮となる。

　まずは庭の手入れ。

　蓮弥達は知らないことだが、庭に生えている草も木も、どこにでもある普通の物に見えて、実はフラウからの魔ま力りよく供給を受け、あまり大きな声では言えないものを養分とすることで、半ば魔物化してしまっている。

　フラウが伸のびすぎた葉を、ごめんなのと言いつつ毟っている細長い葉っぱの草は乾かわかして丁てい寧ねいに叩たたくと丈じよう夫ぶで細い繊せん維いが取れる。

　これを他の繊維と混ぜて糸を紡ぐと強度が何倍にもなるのだが、どういう理り屈くつなのかはフラウも知らない。

　ついでに、庭一面に生えているので群生かと思いきや、地下茎で繋がっている一個の存在で、茎の先にある根っこには、猛毒が潜んでいる。

　その葉っぱの上で黙々と巣を編んでいる漆黒の蜘く蛛もは、元々庭に住んでいた蜘蛛が魔物となったものだ。

　大きさが親指サイズではあるが、普通の蜘蛛と比べると少し大きいので、シオンとローナがいる時には出てこないようにフラウがきつく言い含めてある。

　この蜘蛛が紡ぎだす糸は、身体の色と同じ漆黒で細くしなやかで、強きよう靭じんだ。

　家の住人の目に付かない所で、フラウはこの蜘蛛が小鳥や小動物を主にえさにしていることを知っている。

　さらには、十匹くらいが集まって糸を吐くと、人がたまに捕ほ獲かくされたりしている。

　蜘蛛は獲え物ものの身体に溶解液を注入して、中身を溶かして吸い尽くしてしまうので、気がつくと骨と皮だけしか残っていない。

　仕方なく、乾かして砕いて粉にしてから庭に埋めるフラウである。

　この蜘蛛の糸と先程の草の繊維で作ったのが、今現在蓮弥が身につけている衣服だ。

　採取も繊維の扱いも非常に難しい為ため、量産の目処は立っていないが、いずれシオンやローナの分まで作れればいいなとフラウは思っている。

　その他、庭にはいくつもの木々や植物が植えられているのだが、流石さすがのフラウもいちいちどれがどんな魔物かということを覚えていない。

　第一、ちょっと目を離した隙すきに、全く別の魔物に変化したりすることもあるのだから、調べるのが億おつ劫くうすぎる。

　良く使うものだけ覚えておいて、そのほかは都度調べればいいや、くらいにしか考えていない。

　庭の手入れが終われば、一休みの時間になる。

　ご飯を食べる必要の無いフラウは、蓮弥達がいなければご飯を作る必要も無く、お気に入りの蓮弥の寝台の上に腰こし掛けて、一休み。

　この家の庭はそんなに広い庭でもないのに、何故だか良く人が倒たおれている。

　それらは蓮弥達の目に付かないように、深い茂みの奥深くなどに隠されているのだが、大概なんらかの毒などで動けなくなったり、事切れていたり、眠らされていたりしている。

　ほっとけば、木々の根っこが適当に土の中に引きずり込んでくれるのだが、たまには生きている状態のものを地下室に放ほうり込んでやる必要があった。

　地下室に潜むモノ達は、生者の温かさが大好きなのだ。

　放り込まれた哀れな犠牲者は、その身体が冷たくなるまで徹てつ底てい的てきに地下室に潜むモノ達にいじりまわされる運命となる。

　別に、無くても問題ないのだが、あればとても喜ばれる。

　一体誰がそう何度も何度も、この家に人を向かわせているのかということにフラウは全く興味がなかったが、その行こう為いには感謝せねばなるまいと思っていた。

「一度きちんとお礼をするべきなの」

　問題は、それがどこの誰なのかを調べる方法がない、ということだった。

　分かればきちんと御礼をするのに、とフラウは午後の食材の仕込み作業を黙々とこなしつつ溜息をつく。

　食材の仕込みは、味のベースとなる各種スープの仕込みであったり、パンを作るための酵母の仕込みであったり、野菜のペースト作りやら、各種ドレッシングの調合等だ。

　これらの調理方法も、大体蓮弥から教わった。

　これらをこなしながら、〈操作〉の魔術で洗濯物を取り込む。

　取り込んだ洗濯物はきちんと畳み、寝具は寝台の上にしわが寄らないようにぴしっとセッティングする。

　さらにその後は夕食の仕込みと、お風ふ呂ろの用意だ。

　本日の夕食は辛く味付けした挽ひき肉にくとチーズをあえたパスタに茹ゆでた鶏とり肉にくとゆで卵と葉野菜のサラダ。

　フルーツの盛り合わせに安物ではあるがワインを付けて、できあがりとなる。

　夕食の後片付けが終わってしまえば、一日の仕事は大体終しゆう了りようだ。

　使用後のお風呂の掃そう除じや、明日の朝食の仕込みは幾分残っているが、別段急ぐ話でもなく寝るまでの時間で終わらせてしまえばいい。

　家の中では何故かローナが一番最初に就寝する。

　続いてシオンで、最後が蓮弥だ。

　蓮弥が最後に眠るのは、何かしら理由があるような気がしているフラウであるが、尋ねたことはない。

　なにか非常にくだらない理由なような気がしたからだが、おそらく当の本人にとっては非常に重要な理由なのだろう。

　三人が寝台にもぐりこみ、寝ね息いきを立て始める頃やっとフラウも寝台に入る。

　フラウが寝台に入るのを合図にして、地下から音も無く無数の影かげが這いだしてくる。

　それらは次の朝に、またフラウがカーテンを開けるまでの間、無言で屋敷内の警備に当たるのだ。

　明日あしたの朝食はどんな献立にしようか。

　そんなことを考えながらフラウは目を閉じる。

　こうしてフラウの一日は幕を閉じるのだ。







第五章　エルフの国へ行くらしい







「エルフの国に行ってみたい」




　あまりに唐とう突とつな蓮れん弥やの言葉に、その場に居合わせた全員が目を剥むいたのは、とある日の午後の応接室でパーティ全員が集まって、フラウの淹いれたお茶を楽しんでいる最中であった。

　フラウが淹れているお茶は紅茶であり、結構な高級品である。

　一いつ般ぱん的てきに出回っているお茶は真っ黒な黒茶と呼ばれるものであり、これは味も風味もかなり悪い。

　そこから黄茶、緑茶が中級品としてあり、最高級品が紅茶だ。

　蓮弥からしてみれば、緑茶で十分美お味いしく感じるのだが、フラウは可能な限り一番いいものを使いたいというポリシーがあるようで、頑かたくなに紅茶を使い続けている。

　お金があるのであれば、借金の返済に充てたいんだけどなぁとぼやく蓮弥であったが、フラウは事も無げに、既すでに少しずつ返済を開始していますと言い切った。

　どうやら蓮弥からうけた魔力の供給で作り続けている魔ま石せき産業が、かなり上手に軌道に乗ったようで、そこそこの現金収入を継続的に得られる状態にあるらしい。

　借金して買った物件が借金を返してくれるという異常事態に、それでいいんだろうかと思う蓮弥であったが、お金を得る為の資源は蓮弥の魔力から出ているのだから、間接的にでも蓮弥が稼かせいでいるお金で借金を返しているのだから良いでしょうとはフラウの言葉だ。

　それはさておき、唐突過ぎる蓮弥の言葉に、口に含んでいた紅茶を噴き出しかけたシオンであったが、なんとかそれに耐えて、カップをテーブルの上へと戻してから蓮弥を見る。

「また、唐突だね？」

「確かに唐突と言えばそうなんだが……折せつ角かく行けるようになったのだから、一度は行ってみたいじゃないか？　エルフ見たこと無いしさ」

「見物して面白い生き物ではないと思いますが……」

　カップを両手で挟はさみ込んだまま言うのはローナだ。

「そんなにつまらないのか？」

「ええ、まず気位が高いですね」

　ローナがカップをテーブルの上へ戻し、指折り数えながら思いつくままに言葉を述べ始める。

「顔は綺き麗れいなのですが、中性的で現実離れしています。身体の方は男女の区別がほとんどつきません。つまり男性はちっちゃいようですし、女性は絶壁です」

「何がだ、何が!?」

　あわてて突っ込む蓮弥だが、ローナはしれっと答えてみせた。

「ナニに決まっていますが、実物を見たことがないのでなんとも。長寿なので使える時間が有り余っているせいかのんびりした性格の人が多いですし、気難しいので一度へそを曲げられると、数年単位で根に持たれたりするうざったい種族です。自然物を好むのであまり工芸品等には興味を示しませんし、建築物も自然の木立なんかを利用して建ててますね」

「主観が入りすぎてる気がするが……物知りだなぁローナは」

「もっと褒ほめてくれてもいいんですよ？」

　にっこり笑うローナを、どこか不満げなシオンが睨にらみつけている。

　それくらいなら私も知っている、とても言いたげだ。

「でもどうしてまたそんなに急にエルフの国に行きたい等と？」

「こないだの騒ぎ以来、ギルドの監視の目がうざったくてなぁ……」

　街の近くの森で、20以上のパーティが全滅したあの一件からこちら、ギルドが蓮弥に向けてくる目の数が妙に増えたことを蓮弥は感じていた。

　それまでもちらほらと家の敷しき地ちの外をうろうろする、それっぽい人ひと影かげには気がついていたのだが、その出現頻ひん度どが妙に上がった気がしていたのだ。

　幸い、家の中にまで入ってくる不ふ埒らちな者はいないことが救いだが、と考えた蓮弥は、なぜかこちらをじっと見つめているフラウに気がつく。

「どうした？」

「あ、なんでもないの。それよりも、エルフの国に行っちゃうなら、フラウはお留守番なの？」

　少し悲しそうに尋ねられて蓮弥は迷う。

　自分にくっついて行かせれば外出は可能だが、フラウが転送門を潜くぐれるのかどうかという疑問がある。

　アズの説明では、学校に設置されている門は人一人を送るのがやっとだと言っていた。

　フラウを人数としてカウントするようであれば、蓮弥と一いつ緒しよに門を潜ることができない。

「転送門を潜れるなら、連れて行ってもいいんだけどな」

　その辺りはアズに聞いてみるしかないか、と蓮弥は思った。

「レンヤが行くなら私達もついて行くが、転送料金は自腹なのだろう？」

　シオンが言う。

　確かにと蓮弥は頷うなずくが、それに対する答えは用意してあった。

「フラウが作った魔石を使わせてもらえるなら、格安で行けそうな気がするんだ。さらにアズが使用料金は割引になるように話してくれると言っていたしな」

「そう言えばそうですが……物見遊山ですか？」

　ローナが不思議そうに尋ねた。

　一度行えばそこそこの資金を必要とする旅行という行為は、この世界においてはあまり一般的ではない。

　せいぜいが、貴族や大おお店だなの商人等がたまに行うくらいなものだ。

　商あきないの為にあちこちを渡り歩く行商人等はまた別だが、一般的な市民は大概、生まれた都市で育ち生まれた都市で死ぬのが大半である。

　ちなみに、一般的な市民という分類に冒ぼう険けん者しやは含まれない。

「物見遊山では、ダメかな？」

「いえ、たまにはよろしいと思いますが」

　いまいち釈然としない表情のローナであったが、蓮弥とていつもいつも仕事絡みでのみ移動したいわけではない。

　たまには物見遊山で温泉でも、という気分の時だってあるのだ。

　エルフの国に温泉があるかどうかは知らないが。

「そうと決まれば、とりあえず転送門の使用をアズにお願いがてらに飛ばせる仕様でも聞いてくるか」

「私とシオンは荷造りですね。一応武装も持っていきましょう」

「え？　物見遊山の旅なのに武装を持っていくのか？」

　きょとんとした表情の上に、気の抜けた台詞せりふを吐いたシオンへ、蓮弥とローナがそろって頭へ拳骨を落とした。







「一度に運べる許容量は１５０ｋｇまで。それ以下なら別に二人一緒にでも運べる。利用料は安くすると言ったが、魔石自己負担なら施し設せつ使用料のみで一人に付き銀貨１枚払ってくれ。行き先がエルフの国ならば、先にこういう人間が行くからと連れん絡らくする必要と門の行き先の調整があるから、出発は２日後になる。他に質問は？」

　蓮弥がアズを訪ねて、転送門を使わせて欲しいと言った途と端たんの返事がこれだった。

　教師用に割り当てられている部屋で、事務用の机の上に肘ひじを突き、指を組みながら答えたアズ。

　実に簡潔で分かりやすく、しかも千里眼でも持っているのかと問いただしたくなるような答えに、蓮弥は低く唸うなる。

「どうした？」

「なんで魔石自己負担だと思った？」

「そこの……」

　荷造りをシオンとローナに任せて、蓮弥についてきたフラウを指差して。

「フラウだったか。妖精が市場にかなりの数の魔石を流している。今の所値崩れする程ほどではないが、学校でも注目しはじめているぞ。一体どこからどうやって調達しているのか、とかな」

「ちっ……厄介なの」

「フラウ……さん？」

「なんでもないの。その辺りは出入りの商人さんと相談しつつなので大だい丈じよう夫ぶなの」

　なんだか酷ひどく黒い呟きを耳にしたような気がして、フラウを見やる蓮弥だったが、フラウはにっこりと笑顔で見返してきた。

　シオンかローナだったら視線をそらしていただろうに、その辺りは中々に肝きもが太いと蓮弥は感心する。

　屋敷に備え付けの店てん舗ぽスペースにお店を出す為なのか、フラウはローナやアズからの紹介で幾人かの商人とつながりを持っている。

　魔石もそちら経由で市場に流しているらしいが、詳くわしくは蓮弥も知らない。

「大々的にやれば、多方面から目をつけられるの。だから細々と刺し激げきしない程度に流してるの。……学校の動きがちょっと予想外に早かったの……」

「別に、探さぐられて痛い腹がないなら問題ないだろう？」

　キリッと歯は噛がみするフラウに、アズがなんでもないことのように言う。

「探られて痛い腹はないの。でも、私が大元だとバレるのが早すぎるの」

「まぁ、学校もそれなりの情報収集能力があるからな」

　貴族の子女を預かる学校なので、周囲の情報については、細心の注意を払いつつも、貪欲にそれらを集める。

　預かっている人が人なので、色々と知らなかったでは済まされないことも多いのだ。

　フラウの一件は学校が常に張り巡らせている、その情報収集網の一端に引っかかったらしい。

「そこらへんは、俺おれにはどーでもいいんだが……」

　蓮弥が遠えん慮りよがちに口を挟む。

　どこか、フラウやアズが遠い世界の人になってしまったような印象を受けながら。

　情報収集とか情報戦等は、蓮弥からすれば全く理解できそうにない世界のお話だった。

「魔石は何個くらい必要なんだ？」

「一回の起動に金貨１枚程度だ、１回の起動で２セット飛ばせる」

「俺とフラウは一緒として、シオンにローナに…荷物が２回分くらいか？　全部で５回だから３セット分か。魔石用意できるか、フラウ？」

　転送制限が１５０ｋｇならば、確かに装備込みの大人一人がようやく、二人目になると制限をオーバーするであろうが、蓮弥とフラウの二人ならば下回れる数値なので一度に飛ぶことは問題がなさそうだ。

　しかしながら、金貨３枚分の魔石ともなれば、かなり前に蓮弥が開かい拓たく村で回収したゴブリン達の魔石に匹ひつ敵てきする。

　そんなに大量に用意できるのだろうかと心配した蓮弥であったが、フラウは簡単に頷いて見せた。

「楽勝なの。今すぐにでも用意できるの」

「すごいな、おい」

「全部マスターのおかげなの」

　蓮弥からの魔力供給はよほどの事がない限りは続けられている。

　それらを圧縮して貯蔵するフラウだったが、もちろんいくら圧縮をかけたといっても貯蔵できる量には上限があった。

　魔力を結けつ晶しよう化かする技能を得てからは、オーバーフローする心配はなくなったそうだが、それでも日に日に増え続けていく蓮弥の魔力の許容量は、当然それに比例するようにフラウへの魔力供給量を増やす結果となっている。

「今、俺の魔力量ってどのくらいなんだろうな？」

　一回目はきちんと計って絶望的に少ないと言われ、二度目にカリルの店を訪おとずれた時には化物だと言われた。

　きちんと測ったわけではないが、それなりに魔術を大規模化したり、複数を長時間発動させたりしているので、かなり増えてきたのではないかと蓮弥は思っている。

「魔力量を調べるあの球が、閃せん光こうと共に爆発を起こして街が吹っ飛ぶくらいじゃないか？」

「いや、いくらなんでもそれは……」

　冗じよう談だんが過ぎるだろうと笑い飛ばそうとした蓮弥だったが、アズの真面目な顔を見て言葉を止める。

　少し、時間を取って考えてから、蓮弥はアズに尋たずねた。

「もしかして、本気で言ってる？」

「ああ、本気も本気だ」

　即そく答とうで、かつ重々しく頷かれて蓮弥は困ったように笑う

「俺、一応人間よ？」

「分かっている。しかし、それではこの短期間にそれだけ許容量が増えた理由の説明がつかん」

　そもそもそんなに後天的に増えるものでもないしと続けるアズ。

　なんと答えたものか、しばし考えてから蓮弥は。

「努力の結けつ晶しようということで、一つ」

「努力でそんな風になれるなら、俺はどれだけ修しゆ行ぎようをサボってたことになるんだ？」

　呆あきれ返かえった声を出すアズであったが、すぐに頭を切り替えたのか。

「ま、別にその辺はどーでもいい。才能はある所にはあるってだけのことだしな」

「マスターは凄すごいのです」

　我がことのようにえっへんと胸を張るフラウ。

　蓮弥はなんとなく恥ずかしそうな笑いを浮かべ、アズはどこか微笑ましいものを見るような笑えみを浮うかべる。

「そうだな、フラウの主は凄い人だ」

「やーめーろーよー。褒め殺しとか、なんのつもりだ」

「いやいや、本当に尊敬しているんだぞ？　レンヤ先生」

「お前、こないだの一件でリアリス先生に怒おこられたこと、根に持ってやがるな……？」

　半眼で睨みつける蓮弥に、アズはさてなんのことだろうか、とすっとぼけて見せるのだった。







「転送門の先の長いトンネルを抜ぬけるとエルフの国であった」

「マスター、それなんなの？」

　手を繋つないで並んで歩いているフラウが不思議そうな顔をして蓮弥を見上げている。

　まさか、前にいた世界の、とある作家の作品の一部をパクってみた、と正直に答えるわけにもいかず、蓮弥はしばし考えた後。

「なんとなくの現状説明かな」

　と無難な返事をしておく。

　アズに転送門に使用を申請してからきっかり二日後に、アズより転送門が使用できるようになったとの連絡が入った。

　すでにまとめていた荷物を蓮弥のインベントリに押し込め、ほとんど手ぶら状態で学校に来た蓮弥達四人は、アズに案内されて転送門のある部屋へと案内される。

　荷物をインベントリに納めてしまえば、転送１セット分を浮かせられることに気がついたのは、タイミング的にぎりぎりの所だった。

　これで転送１セット分が浮かせられるのだから、やらない手はない。

　その部屋は大人一人が普通に立って潜れる程度の高さの門が壁に埋うめ込まれているだけの、実に殺風景な部屋であった。

　門のすぐ横にある穴の中へ、アズが無造作に魔石をがらがらと投入すると、壁に埋め込まれていた門が開き、ぽっかりと真っ黒な空間が口を開いているのが見える。

「さ、行って来い」

　その漆黒の空間を、物凄く投なげ遣やりな態度で指差すアズに、思わず蓮弥が言い返す。

「いやいや、ちょっと待て。なにこれ、潜るのが普通に怖こわいんだが？」

「何が怖い？　ただの穴じゃないか」

「何も見えないよ!?　これ入って大丈夫なのか？」

「入って大だい丈じよう夫ぶじゃなければ、門として機能しないだろうに？」

　何を言っているんだこいつは、と言わんばかりのアズだったが、全く何も見ることの出来ない漆黒の中に足を踏ふみ入れるというのは、おそらくは本能的なものだとは思われたが、少々恐きよう怖ふを覚える蓮弥だ。

　これが夜の闇やみとかならば、なんらかの方法である程度は闇の中の状じよう況きようを見透かせたりする蓮弥であったが、門の向こうの漆黒は、蓮弥の感覚に何一つ訴えてこないのである。

「マスター」

　フラウが蓮弥の袖そでをくいくいと引っ張る。

「フラウが先に入るから、マスター手を繋いで、後をついてくればいいの」

「だ、そうだぞ、レンヤ。こんなちっちゃい子でも平気だというのにお前ときたら……」

「なんでしたら、私達が先に行きましょうか？」

　道先案内を買って出るフラウ。

　口の端をさも楽しそうに歪ゆがめながら言うアズ。

　中々入ろうとしない蓮弥を見かねてなのか、先に入ることを提案するローナ。

　なんだか段々追い詰められてるような気になってきた蓮弥は、一度深呼吸をする。

「いや、俺が行く」

「マスター、一緒に潜るの」

　蓮弥がそう言って歩き出すが、それでも心配なのか、フラウが蓮弥の手を握にぎる。

　そうしてようやく転送門を潜った所で冒頭の台詞を吐いた蓮弥だった。

　ちなみに、長いトンネルなどない。

　蓮弥が門を潜るとすぐに、視界が漆黒から木で造られたどこかの部屋の風景に変わる。

　そこは入った部屋と同じく、壁に門が取り付けられており、門のすぐ脇わきには魔石を入れるための穴が開いているだけの、こちらも随分と殺風景な部屋だった。

　門の前には、一人のエルフが立っている。

　腰まで届くような金色の髪、切れ長の目に明るい碧色の瞳ひとみ。

　いかにもエルフですと主張している長くて細い耳。

　細く整った顔立ちは、確かに美形と称してもなんの違和感も湧わかない顔立ちだ。

　さらに草色に染められた革の胸当てに、草色の上着と黒色のスカート。

　胸当てと同じ草色のブーツと、見る人が見れば実にそれらしい格好をしていたのだが、蓮弥にその辺の知識は無い。

　ただ、エルフってこんなのなんだーと純粋に感心してしまっている。

「お出迎えのエルフさんなの？」
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　蓮弥の手を引いていたフラウが訪ねると、エルフはほんのわずかにだが腰を折った。

「冒険者育成学校所属のクロワールと言います。こちらでの案内を申し付かっております」

「案内？」

　別に案内を頼たのんだ覚えはないのだけれどもと蓮弥は思う。

　その背後で、門の中からローナと、続いてシオンが姿を現す。

「はい。人間に勝手にあちこち歩き回られると困りますので」

「自分の後ろだけをついて来いと？」

「そうして頂けると、無用な騒ぎを起こさずに済むかと」

　クロワールと名乗ったエルフは、蓮弥と視線を合わそうともせずにそう言い切った。

　その慇いん懃ぎん無ぶ礼れいとも取れる態度に、蓮弥は眉まゆ根ねを寄せ、フラウはやや不ふ機き嫌げんそうな顔になり、シオンは状況が飲み込めずにきょとんとした表情のままで、ローナはいきなりケンカを売り出す。

「大した建物もないくせに、勝手に歩き回るなとかどんな言い草ですか？　どうせほとんど森の中と変わらないような都市でしょうに」

「……今何か、無む駄だな脂肪を溜ためたケダモノが人の言葉をしゃべった気がするのですが、ペットか何かですか？」

　室内の空気が凍ったような気がして、蓮弥はローナとクロワールを結ぶ直線上から速攻で退避する。

「こんなクソ面めん倒どうな言葉が人の言葉だなんて、なんの冗談でしょうね」

「面倒と言いながら、きちんと使える所は褒めて差し上げます。随分と学のあるケダモノですね。新種でしょうか？」

「なぁ……レンヤ……？」

　袖にはフラウがつかまったままだったので、蓮弥の肩かたの辺りをくいくいと引っ張ったシオンが、蓮弥に耳打ちする。

「なんだシオン。とりあえず、空気は読め。今、無駄な話をしていられるような空気じゃないぞ」

「いやまぁ……なんとなくそんな気はするんだけど。あの二人、何をしゃべっているんだ？」

「何をしゃべってるって……」

　聞いての通りだろうが、と言いかけた蓮弥は、袖に捕つかまっているフラウの表情も疑問の色が濃いことに気がつく。

　なんで二人とも……と思いかけた蓮弥だったが、すぐに一つの推論に行き着いた。

「もしかして、あの二人。エルフ語で会話してるのか？」

「エルフ語かどうかは分からないが、私はローナが何をしゃべっているのか分からない。レンヤは分かるのか？」

　尋ねられた蓮弥本人にとて、何な故ぜ自分がエルフの言葉を理解できるのか、理由が分からない。

　しばらく考え抜いた結果、幼女からもらってきた技能の一つである「異世界言語」がエルフの言葉すら理解できるようにしてくれているのではないだろうかという結論に達する。

　これは便利に見えて、非常に不便かもしれないと蓮弥は思う。

　なにせ、蓮弥自身、言葉を切り替えた覚えも無いのに、人族の言葉とエルフの言葉の両方がわかるのだ。

　そしておそらくこれは、しゃべる側としても同じ機能を持つ可能性が高い。

　つまり、蓮弥の言葉はこの世界のどの種族に対しても理解できてしまう言葉、という可能性があるのだ。

　これでは通じないだろうとタカを括くくってしゃべることが全くできなくなってしまう。

　随ずい分ぶんと使い勝手の悪い技能をよこされたものだと、頭を抱かかえる蓮弥を尻目に、ローナとクロワールの会話は時間を追うごとにヒートアップしていっていた。

「人族の来訪は聞いておりましたが、脂肪のケダモノの来訪は聞いておりませんが？」

「男か女か区別もつかないような薄うすいエルフは、人とケダモノの区別すらつきませんか？」

「おやおや、脂肪の塊かたまりが目すら悪くしているとは。男性と女性の区別がつかない程度の頭の出来だとは哀れです」

「２００年程経過しないと成人になれないエルフが、人族の頭の出来を笑えると思ってますか」

「あー、二人とも、仲がいい事は良い事だと思うんだが……」

　放置しておくと、いつまでもいがみあっていそうだなと蓮弥が口を挟んだが、二人にそろって殺意すら籠こもった視線で睨みつけられて、次の言葉に詰まる。

「えぇっと。確か、レンヤさんとおっしゃいましたか。貴方あなたは人族だと認めますが、この脂肪の化物と私が仲がいいと言ってしまう所が残念です。人族にしてはマシな方だと、あちらのアズさんより伺っておりますので、失望させないでくださいね」

「レンヤさん。この影も身体からだも薄い爪つま楊よう枝じみたいながりがりエルフと私が仲がいいとか、どうかしてしまわれましたか？」

「とりあえずローナ、ちょっとこっち来い」

　再び睨みあいに入った二人のうち、ローナの肩を掴つかんで引っ張る蓮弥。

　じっとこちらを睨みつけているクロワールに背中を向けて、ぼそぼそと蓮弥はローナに尋ねる。

「お前な。なんでそんなに頭から喧けん嘩か腰ごしなんだ？」

「……エルフは見た目の通り、種族的に薄い体形の種族です……」

　どこか恥ずかしげに、声を抑えてぼそぼそと、ローナが蓮弥の質問に答える。

「つきましては、人族的にプロポーションの良い人、というのは彼かれらからすると太すぎる。或いは脂が付きすぎているという評価になるんです……」

「それで？」

「私はエルフの国に来たのはこれが初めてではありません。以前、仕事でちょっとだけ来たことがあるのですが……」

　その頃ころは騎き士し扱あつかいであったローナは、トライデン公国の偉えらい人についてエルフの国に来たのだが、女性騎き士しというのがエルフ達には珍しかったらしく、多くの見物人の目に晒さらされたのだとローナは言う。

　そして、エルフの基準からすれば、肉が付きすぎている、というか、歯に衣を着せない言い方をするとデブ扱あつかいしかされないローナは、なんだあのぶっとい女は、と笑いの種にされたのだ。

　もちろん、国対国の話についてきたローナであったので、いきなり面と向かって笑われることはなかったが、わざと聞こえるようなひそひそ話はあちこちでされ、とことんエルフというものが嫌きらいになったのだとローナは言った。

「エルフの言葉がしゃべれるのも、その辺の話か」

「正直、使いたくないのですが。エルフは気位が無駄に高いので、大陸の共通語を使おうとはしないんですよ」

　世界で一番美しく、優ゆう秀しゆうな言語はエルフのものである、と本気で信じているエルフが大半であるのだとローナは顔を顰しかめた。

「私から言わせれば、同じ物を指し示す言葉が複数あったり、修飾語が無駄に長くて多かったりと、実に機能的じゃない言葉だとしか思えないんですけどね」

「その辺はどうでもいいが、ローナの言い分は分かった」

　ローナの肩をぽんぽんと叩たたき、シオン達の所へ行くように指示してから、今度は蓮弥はクロワールと向かい合う。

　クロワールは身体の華きや奢しや具合もさることながら、背せ丈たけも低いので、蓮弥から見ると中学生くらいにしか見えない。

　それでも、経験してきた年月が雰ふん囲い気きとして出るのか、その身体が纏まとう感じは、見た目通りではないことがすぐに分かる。

「連れが騒がせた。申し訳ない」

　まずは謝あやまる。

　嫌いだから角を立ててもいい、という言い草は、初対面の相手にして良いものではない。

「いえ、私も感情的になりました。申し訳ありません」

　意外なことにクロワールは蓮弥が頭を下げて、顔を上げるのを待ってから自分も頭を下げた。

　気位が高いと聞いていたので、嫌いや味みの一つでも言ってくるのかと予想していた蓮弥は驚おどろいた顔をクロワールに向ける。

「意外だ、というお顔ですね、それは。無理もありませんが」

「あぁ、すまないな。エルフは気位が高いと聞いていたので驚いた。……何か理由でも？」

　興味から尋ねた蓮弥を、じっと見つめていたクロワールであったが、しばらくしてからちょいちょいと蓮弥を手招きし、そのまま蓮弥をローナ達から離はなれた部屋の隅へと連れて行く。

「これから話すことは内ない緒しよです。よろしいですね？」

「……了りよう解かいした。他言しないと誓おう」

　蓮弥が請け負うと、クロワールは蓮弥の耳に顔を寄せ、ぼそぼそと囁ささやく。

「実は……近年、エルフの国にも美意識の改革のようなものがおきつつありまして……」

「ん？」

「お連れ様のような、肉の沢たく山さん付いた女性も、それはそれでそれなりに美しい……もしくは性的な性能は普ふ通つうのエルフを軽く凌りよう駕がするのではないか、それは優秀さなのではないか、という考えがですね……」

「んん？」

　なんだか会話の雲行きがおかしくなってきた気がする蓮弥は眉根を寄せる。

「つまり、どういうことだ？」

「……正直に言えば、これを嫉妬というのだと思います」

　むすっとした顔で、頬ほおの辺りをわずかに染めつつ、クロワールにそう告げられて、蓮弥はなんと答えたものかも分からずに、そのエルフの顔を見返すしかなかった。







　エルフの都市というものは、大概森の中に作られると言う。

　蓮弥達たちが転送門を抜けて訪れた街も、その例に漏れず、森の中にあった。

　エルフ自体が森の民と呼ばれるように、エルフは岩や砂よりも木々を愛し、その傍そばで生活することを望む種族なのだ。

　それゆえにか、エルフの都市の建物は自然の木立などをそのまま生かして柱にしていたりするものが多く、蓮弥などからしてみれば、一体どういう造りで建物自体が建っているのか分からないような建物も多い。

　蓮弥達が転送門を抜けて出た部屋は、エルフの国の都市グランカインにある冒険者育成学校の一室であった。

　案内役だと名乗ったクロワールは、そこの学校の生徒の一人であると言う。

「なんでまた、学校の生徒が？」

　案内等など必要ないと思う蓮弥ではあったが、仮に案内を用意するとしても、学校なのだから教師辺りが割り当てられそうなものであり、生徒の一人がその役に指名されるというのは、少々考えにくかった。

　転送門のある部屋から、学校の外への道を先頭に立って案内しているクロワールは、肩かた越ごしに振り返ってあっさりと答える。

「優秀だからではないでしょうか？」

　軽く胸を張って答えるクロワールではあったが、無いものは張った所で無いことに変わりがあるわけがない。

「優秀な人材の使い道としては、間ま違ちがっている気がするがねぇ？」

「トラブルを未然に防ぐ、という役割から考えて、無能には務まりません」

　少々挑ちよう発はつするつもりで言った蓮弥だったが、冷たく言い切られて効果が無かったことを理解する。

　考えてみれば、蓮弥は前世もあわせて94年以上生きてきたはずだが、目の前のエルフはもしかするとあっさりと自分が生きてきた時間以上の人生を送ってきているのかもしれないのだ。

　そうしてみると、蓮弥はこちらの世界に来てから初めて、自分より年上の存在に出会ったことになる。

「エルフってのは長寿なんだよな？」

「会話が唐とう突とつすぎる気がしますが、そうですね」

「クロワールはいくつなんだ？　見た目じゃ全然分からないんだが」

「今年で70歳さいになります」

「…70？」

　まさかの年下である。

　先程ローナが２００年程で成人と言っていたのを聞いていた蓮弥は、エルフの年ねん齢れいは大体人の10倍くらいと考えればいいのだろうかと予測しており、見た目からクロワールの年齢を２００まではいかないとしても１４０～１５０くらいではないかと蓮弥は予想していたのだが、どうやらその考えは間違っているらしい。

　そこまで考えた蓮弥は改めて先を歩くクロワールの背中を見る。

　いましがた、人の10倍がエルフの年齢という考えは間違っていると思ったばかりだが、もしかしてその考えは正しくて、目の前のエルフは人間で言うところの７歳位という可能性もあるのではないか、と思ったのだ。

「なにか？」

　そんな蓮弥の視線に気がついたのか、クロワールが肩越しに蓮弥を見ながら尋ねてくる。

　前を向かずに歩いていて大丈夫なのだろうかと、ちょっと心配になる蓮弥。

「御心配なく、前を見なくても壁にぶつかったりしません」

「そりゃまた高性能な……今聞いた年齢は、エルフの中ではどのくらいの年齢なんだ？」

　尋ねた蓮弥に、何を言っているのだろうという表情を浮かべるクロワール。

「マスターは迷い人なので、こちらの世界の知識にちょっと疎うといの」

　蓮弥の手を握りながら、隣となりを歩いていたフラウがクロワールにそう説明する。

　蓮弥のパーティでエルフ語を使えるのはローナと技能の助けのある蓮弥だけかと思われたのだが、フラウも非常に流りゆう暢ちようにエルフ語を操れたのだ。

　こうなるとしゃべれないのはシオンだけということになり、シオンは半ば諦あきらめた表情でエルフと会話することを放棄している。

　何故フラウがエルフ語を操れるのか、という質問にフラウはエルフと妖よう精せいは似た様な存在だから、と答えた。

　フラウが言うには、エルフというのは半分妖精のようなものであるらしい。

「迷い人……ですか、それはまた珍めずらしいですね」

「珍獣扱いはやめてくれるとありがたい」

　少し驚いたようなクロワールに、蓮弥はげんなりとした表情で応じた。

「迷い人なのであれば、納なつ得とくです。普通の人族なら、知識のない馬ば鹿かだと断じる所でしたが」

　一々、言葉に毒が混じる。

　よほど人族が嫌いなんだろうかと思ってしまう蓮弥だ。

「エルフは生まれてからおよそ40年程で外見上は成人を迎えます。この40年を成長期と呼びます。そこからおよそ２００年が経過するまでの１６０年程を成熟期と呼び、これを経て初めてエルフとしては成人と認められるのです」

「へぇ、つまりクロワールは成熟期の最中というわけか」

「その通りです。私達はこの成熟期に知識と経験を蓄えるのです。私は人族の年齢で言うならば14、５歳くらいと言う扱いになるでしょうね。ちなみに寿命は多少の差異はありますが、１０００年程になります」

「エルフは外見がほとんど変わらないことでも有名なんですよ」

　蓮弥の背後を歩いていたローナが口を挟む。

　蓮弥からすると、ローナが人族の言葉をしゃべっているのか、エルフ語をしゃべっているのか判別が付かないのだが、クロワールが反応を示さない所からして、人族の言葉をしゃべっているらしい。

　ちなみにだが、蓮弥の言葉は人族の言葉もエルフ語も分かるローナに頼んで色々実験してみた所、人族の言葉だと思ってしゃべれば人族の言葉に、エルフ語だと思ってしゃべればエルフ語に聞こえるようだ。

　文字を書く場合も同じようなので、非常に使い勝手のいい技能だと蓮弥は感心している。

「成長しきったエルフは、死ぬまでその外見のままです。老人が存在しない上に外見上若いままの時期がとても長いので、昔は不老不死の種族なのではと思われていたこともあるんですよ」

　実際はちゃんと年を取るし、子供の時から比べれば大人になるのだからしわくちゃになったりしないだけで、きちんと老いるわけですが、とローナが言う。

「レンヤ……脂身が何を言っているのかわかりませんが。人族同士の内緒話は感心しません」

「悔しかったら人族の言葉を理解できるようになったらいかがですか？」

　挑発するローナに、顔色が少し変わるクロワール。

　その反応を見て、どうやらわざわざエルフ語に切り替えて挑発しているらしいことを蓮弥は悟さとる。

「それはそうと……」

　ローナの視線が険を帯びる。

「なんだかあちこちから視線を感じるのですが」

　それについては蓮弥もなんとなくではあったが気づいていた。

　クロワールに案内されて、部屋を出てから学校の建物内を歩いている最中、ずっとであるが窓や物陰から、おそらく本人達からしてみればこっそりとなのだろうが、遠慮の無い視線を送り続けている気配が複数あった。

　それらの視線は、蓮弥やフラウ、シオンには向けられておらず、ひたすらローナにばかり突つき刺ささっていたので、蓮弥はあまり気にしていなかったのだが、それらの視線にローナも気がついていたらしい。

　女性は見られるということについては非常に敏感であるらしいからかな、と蓮弥は思う。

　そうでなければ、気がつかないほどの僅わずかな気配であった。

「エルフの国に、人族がこんなに視線を浴びせてくるほどいるわけがないですから、これってエルフの視線ですよね。……また私をデブ扱いして笑おうというのですね……いいでしょう、一人残らず駆逐して、大きな胸は豊かな母性の証、大きなお尻は安産の証です、としか言えないように教育して差し上げましょう」

　蓮弥が肩をコケさせる。

　もしもそんな風に教育されたエルフの存在が知られようものならば、種族間における大問題に発展するのではないかという危惧から、蓮弥は素早くローナの背後にいたシオンに指示を飛ばす。

「シオン、止やめさせろ」

「了解、レンヤ」

　暗く低い笑い声など上げつつ、荷物の中からかなり無骨なメイスを引きずり出そうとしたローナを、シオンは頷うなずいて止めに掛かる。

　はーなーせ！　と騒ぐローナを羽交い締めにするシオンを見ながら、蓮弥は小声でクロワールに尋ねた。

「この視線の主が、美意識改革の結果とやらか？」

「……恥ずかしながら……」

　努めて表情に出ないようにしているが、やや俯うつむきながらクロワールは頷く。

　どうやら学校の中にいるエルフの中で、肉の魅み力りよくとやらを理解したらしいエルフが、ローナ見たさに物陰等に潜ひそんで熱い視線を送り続けているらしい。

　彼らからすれば、滅めつ多たに見られない人族であり、しかもローナは人族の中でも群を抜いたプロポーションの持ち主である。

　ここぞとばかりに目の保養をしようとしていることは想像に難しくない。

　見る方はいいのかもしれないが、見られる方は無遠慮な視線に晒されることとなるのだから、非常に迷めい惑わくな話だ。

「襲撃の可能性は？」

　突き上げる衝動のままに、特攻をしかけてくるエルフがいる可能性について蓮弥が尋ねると。

「否定できませんが……その場合はどのような迎撃をされても、罪に問いませんので」

　無表情にクロワールは言い切る。

　その内容は、額面通りに取るのであれば、最悪殺してしまっても問題ない、とも取れる。

「いえ、むしろ殺害推すい奨しようです。根絶やしにしてくだされば、他のエルフ達からの感謝があるかもしれません」

「少数派なのか？　グラマーもいいなーって言うエルフは」

「言いたくありませんが……現在は少数派でありますが、急進中でもあります」

　ぎりっとクロワールが歯噛みをする音がして、蓮弥は肩をすくめた。

　その蓮弥はまだ暴れようとしているローナをちらっと見てから。

「あれを解放して駆逐してもいいってことか？」

「構いませんが……」

　クロワールも視線をローナに向けてから、蓮弥の顔へと戻もどして言う。

「あの方はそこそこ強いので？　森の中でエルフと戦えるくらいに？」

「どうだろう？　俺自身、エルフと戦ったことが無いからなんとも言えないな」

「半端な実力しかない場合、あのプロポーションです。無力化された挙句にどこかに連れ込まれる可能性を私は否定できませんので、そのおつもりで」

「俺のイメージとしては、エルフというのは長寿で淡たん白ぱくな種族ってイメージがあったんだが……なんかそれだけ聞いていると、妙みように肉食系の種族に聞こえるんだが……」

　間違ってもローナを放つようなことはしないようにしようと蓮弥は思った。

　気がついたらローナが、エルフの急進派の玩具にされていました、では困る。

　その場合は森ごと焼き払うけどな、と物ぶつ騒そうな思いを隠かくしつつ、蓮弥はクロワールの返答を待つ。

「若いエルフを中心に、考え方が徐々に変化しつつある、と御理解頂けると私としては幸いです」

　言葉に感情が籠もらないように平へい坦たんな口調で言うクロワールであるが、どうにも本心からの言葉には聞こえず、蓮弥は続けて尋ねる。

「本音は？」

「下半身と頭が別々の考えを持つという人族の考えに染まりつつあるエルフが増えてきた事実は認めざるを得ません」

「一応、人族の名誉のために反論するが、そういう奴やつばかりじゃないぞ？　そういうのが多いのは事実だが……」

「ま、種族全体としては、別に人族とだろうが同族とだろうが子孫さえ残してくれればどーでもいいんですけどね」

　溜ため息いきを吐はきつつ、クロワールが吐き捨てるように言う。

「ハーフが増えるだけじゃないのかそれ？」

　血が混じることを、気にしていないのだろうかと首を捻ひねった蓮弥。

「ハーフ？」

「マスター、人族とエルフ族の間で生まれる子供は男性の種族に固定されるの」

　何を言っているのか分からないと言いたげに尋ね返すクロワール。

　何かおかしなことを言っただろうかと首を捻った蓮弥に、フラウが説明する。

「だから、エルフがローナ姉様を攫さらったら、生まれる子供は全部エルフなの」

　たとえ話が酷ひどいなと思いつつ、蓮弥は別パターンについて聞いてみる。

「俺おれがクロワールとの間に子供を作ったら？」

「人族になるの」

「貴方は何を言っているのですか!?」

　クロワールが頬を赤らめつつ抗こう議ぎの声を上げた。

「いやまぁ、例だからな、例」

「当然です。私が何故人族との間に……」

　ぶつぶつと呟つぶやくクロワールの言葉尻は不鮮せん明めいであり聞き取れなかった。

　随分と話題がシモの方へ下がったものだなと、蓮弥は苦く笑しようした。

　その苦笑をどのような意味に取ったのか、クロワールはぷいっと顔を背けるとまた前を向いて歩くことに専念し始めた。

　その背中を追いかけて歩きながら、未いまだに背後で喚わめいているローナと、それをなんとか宥なだめて落ち着かせようとしているシオンの様子に、蓮弥は置いてくるんだったかなぁと今更な後こう悔かいの念を覚えるのだった。







エピローグ　発見と、雲行きが怪しいらしい







「それで、今回の目的は物見遊山だと伺っておりますが」

　蓮れん弥や達一行を、取りあえずはと休憩室のような場所に案内したクロワールは、部屋に備え付けの丸いテーブルの周りに人数分のスツールを用意すると、その一つに腰こしをかける。

　テーブルの上にはコップが人数分置いてあり、中には何か白く濁った液体が満たされていた。

　少々どろっとした感じのするそれに、露骨に嫌そうな顔をするローナ。

　ナニ考えてんだこいつはと思いつつ、スツールに腰掛ける蓮弥に、クロワールがその飲み物を勧める。

「ヨウルトという飲み物に、少し蜂はち蜜みつを溶といたものです。身体にいいので、どうぞ」

　勧められるままに、蓮弥はテーブルの上のコップを手に取ると、そのままそれを口へを運ぶ。

　その無警けい戒かいっぷりに、シオンとローナは意外そうな表情を浮かべ、クロワールは少し驚いた表情になる。

　それに構わず蓮弥は中身を喉のどへと流しこんだ。

　確かに中身の液体は少しどろりとした感じだったが、飲みにくいという程ほどでもなく、わずかな酸味とおそらくは蜂蜜由来であろう甘味を舌に伝えて来た。

「ちょっと意外ですね」

　自分の分のコップを手に取り、それに口を付けながらクロワールが言う。

「もっと警戒するものだとばかり」

「いきなり妙な物を食わせるほど、エルフは礼れい儀ぎ知らずじゃあるまい？」

　さわやかな口当たりではあるが、あまり料理には合いそうにないなという感想を抱きつつ、蓮弥はコップをテーブルの上へ戻す。

　それを見てようやくといった感じで、シオン達もコップに手を伸のばした。

「それで、最初の話に戻るのですが」

「うん？」

「具体的にはどのようなものを見たいので？　エルフの私が言うのもなんですが、人族の方が見て面白いものなど、ありませんよ？」

「そうだなぁ」

　蓮弥は少し考えてから言葉を続ける。

「元々興味本位で来たわけだが、珍しくて美う味まい食べ物とか、人族の街じゃ見られないものとかあれば紹介してほしい所だな」

　案内を頼んではいないが、状況から考えてこのままクロワールに案内をお願いした方が、面倒が少なくてすみそうだと思う蓮弥である。

　居心地が悪そうなローナの様子を見るに、どうやらエルフ達の包囲網は健在のようであり、この状況下で各自適当に行動するという選択肢は取れそうにない。

　帰る際に一人足りませんということになりそうなのは、ほぼ確実のように蓮弥には思えたのだ。

「風景については、あまりご期待に沿えるとは思えないですね」

　スツールの上で、綺き麗れいに足を組み、膝ひざを抱えるようにしながら何もない虚こ空くうに視線を彷さま徨よわせるようにしてクロワールが考えつつ答える。

「食べ物に関しては……私達はあまり肉を好みませんので、紹介できそうなのはエルフ豆を使った調味料とか料理でしょうか」

　ベジタリアンというわけではないのだが、エルフは基本的に肉を食べることをあまりしないのだとクロワールは言う。

　その代わりに植物を使った料理や調味料が発達したのだと。

「人族にはなじみがないと思うのですが、エルフ豆を砕いて塩と混ぜて発酵させた調味料とか、それを絞しぼって作る調味料とかは、結構お勧めですね。青いエルフ豆を塩しお茹ゆでしてそのまま食べるのもなかなかの美味だと思いますし、完熟物を砕いて粉にしたものとかも、お菓子に使うのにぴったりな味です」

「……なんか聞く限りは大豆に聞こえるんだが……」

　クロワールの言葉の後半部分は、枝豆とかきな粉のことじゃないのだろうかと思う蓮弥である。

　もし、その想像が当たっているのだとすれば、調味料は味み噌そと醤しよう油ゆということになる。

　味噌と醤油がここで揃そろうのであれば、料理の基本の「さしすせそ」が全すべて入手可能ということになり、一気に料理のレパートリーが広がる。

　洋風の料理も嫌いではない蓮弥ではあるが、やはり魚介系の出だ汁しに味噌か醤油というのは日本人の味覚にダイレクトに訴うつたえるものがあると信じている蓮弥だ。

　俄が然ぜん目を輝かがやかせて食いつき始めた蓮弥に、クロワールが仕方がないなぁといったように苦笑を浮うかべた。

「どうやらその辺りが良さそうですね。市場へ行きながら街のご案内と行きましょうか」

　市場へ行く道すがら、クロワールが案内してくれた街並みは蓮弥にとっては初めて経験するものだった。

　エルフの居住区は全て森の中にあり、建物は木々を囲んでいたり、寄り添っていたり、一部であったりと多種多様で、人族の石造りの街並みとはまた違ちがった趣がある。

　人が木を扱う場合は、使い勝手が良いように切ったり削ったり折ったりするものだが、エルフ達はその寿命の長さを生かしてなのか、ゆっくりゆっくりと木々が街の一部として機能するように伸びる方向や生える場所などを修正して木を全体の一部として取り扱っていた。

　どこか盆栽に通じる所があるように感じるが規模がまるで違う光景に、蓮弥は取りあえず来て良かったと思うのだった。

　シオンも初めて見るエルフの国の街並みに、どこか放心したような表情のまま蓮弥の背後をついて歩き、フラウはあまり興味が無いのか、蓮弥の服の袖そでにつかまったまま、なんとなくといった様子で歩いている。

　一人、ローナだけが周囲の風景を楽しむ余よ裕ゆうも無く、どこからか突き刺さる無ぶ遠えん慮りよな視線を感じて、居心地が悪そうに歩いていた。

　すれ違う街の住民達は、そんな視線をローナへは向けていない。
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　そうなると、どこかに隠れているエルフが犯人だということなのだが、蓮弥の目をもってしても、なんとなくいることは分かる程度で、どこにどのくらいの数がいるのかという話になると皆目見当がつかない。

「なぁ……」

「なんでしょうか？」

　何を言われるのか、なんとなくでも察したのかクロワールの声は硬い。

　それでも言わねばなるまいと、蓮弥は続ける。

「俺の知る限り、こういうのを視し姦かんと言って非常に下げ種すな行こう為いだと人族では言うんだが……」

「勉強になります、とでも言うと思いましたか？」

　めきめきと音を立てそうなくらいに拳こぶしを握りこみながらクロワールが努めて平静を保ちつつ言う。

「この件に関しましては幾重にもお詫わびを」

「いや、俺はいいんだが、彼かの女じよがなぁ……なんとかならないのか？」

「私もエルフですが、相手もエルフです。しかもおそらくはあちらの方が年上と来ている」

　クロワールの声に口惜しさが混じる。

「森の中において、発見は困難です」

「むぅ」

　低く唸うなる蓮弥。

　向けられているのが敵意や殺気などであれば、即そく座ざに察知できる自信が蓮弥にはあったが、この場合は向けられているのは蓮弥ではなくローナである上に、敵意のような強い感情を含ふくんだ視線でもない。

　しかも、ねっとりとまとわりつくようなそれは、確かにローナに悪お寒かんや不快感を覚えさせてはいるのだが、逆を言えばそれだけのことに留とどまっているともいえる。

　まさか街の中で〈探査〉の法術をぶっ放すわけにもいかず、それができたとして相手を特定できても、ただ見ていただけですと開き直られればそれ以上の追求もできそうにない。

　厄介な相手だな、と蓮弥は溜息をつく。

　いっそローナを拉致でもしようとしてくれれば、即座に片がつくのにと蓮弥が思い始めた辺りでクロワールが市場に着いたことを告げる。

　エルフの国の市場は、やはり人の国のそれとはだいぶ雰囲気が違っていた。

　野菜や果物の類たぐいはとても豊富に取り揃えられているが、肉類に関してはほとんど品がない。

　魚は微び妙みような品揃えであったが、肉ほど敬遠はされていないようだった。

　人が集まる所には必ずと言っていいほどある露店も、人族の市場ならば肉を焼いたりする匂においが充満していたりするが、エルフの露店は主に煮物やスープ関係が多く、焼き物はほとんど無い。

「こちらがレンヤさんが興味を示された調味料のお店ですよ」

　クロワールが指し示したお店には、確かに茶色のペーストで満たされた桶や、同じく茶色の液体が詰められた瓶が所狭しと並べられている店であった。

　視線の件は一度棚たな上げするとして、蓮弥は猛然と並んでいる商品を調べ始める。

　見た目や匂い等はほぼ間違いなく蓮弥の知る味噌と醤油のものであった。

　しかし、問題は味なのだ。

　異世界であるが故ゆえに、見た目は味噌でも味はチョコレートでしたというとんでもない事態が起こらないとは言い切れない。

「少し味見してみたいんだが、できないかな？」

　味見と言う単語を聞きつけて、店員が嫌そうな顔になる。

　気持ちは分からなくもないが、客商売でそんな顔をしては駄だ目めだろうと蓮弥は思う。

　だが、こればかりは味見したい側である蓮弥が強く要求できることでもない。

　特に醤油は一度封を切ってしまったら、なるべく時間をおかずに使い切る必要がある調味料だ。

　空気に触ふれれば触れただけ劣化して風味を失うからであり、味見用に提供できにくいのは蓮弥も分かる。

「そっちの茶色のペーストだけでもなんとかならんかな？」

　味噌の味が間違いなければ、醤油はほぼ確定と言っていい。

　材料に多少の違いはあるが、大きく逸脱して想像を超こえた事態になることはないだろうと蓮弥は思っている。

　それでも難色を示す店員に、クロワールがぼそりと一言呟つぶやいた。

　あまりに小さな声だったので、近くにいる蓮弥も聞き取れないくらいだったのだが、店員には聞こえたようで、まじまじと蓮弥の顔を見ると一度店の奥おくへと引っ込むと、小さく真っ白な棒のようなものを持ち出し、それに茶色のペーストを乗せて蓮弥に差し出す。

　受け取った蓮弥は、その小さく白い棒が何かの野菜の切れ端であることに気がついた。

　そのまま食べろということなのだろうと察して、蓮弥はそれを口に放ほうり込む。

　しゃきしゃきとした歯ごたえから、野菜の水分が口に広がり、そこへ塩辛さと豆の旨うま味みがさぁっと混じる。

　少し塩が強い気もしたが、塩分を多めにいれて熟成時間を長く取るタイプの味噌なのだろう。

　味はほぼ間違いなく味噌だ。

　前世からのなつかしの味に、思わず腰が砕けそうになる蓮弥だったが、そこは人目もあることだからとぐっと堪こらえて、店員にお礼を言う。

「ありがとう、これをもらいたいんだが、これは何という物なんだろうか？」

「これはミソだよ。迷い人がエルフに伝えた調味料なんだ」

　異世界でも味噌はミソなのかと驚きかけた蓮弥は続く言葉に更に驚く。

　どうやら先達がエルフに味噌と醤油の作成方法を伝授していたらしい。

　元々は青い状態の豆を煮て食べるくらいしかされてこなかったエルフ豆であったが、それを使った様々な加工方法をエルフの大陸側に落ちてきた迷い人が伝えて広めたものが長くエルフ達に愛されて来たのだと店員は蓮弥に説明する。

「そこのお嬢さんが、あんたが迷い人だって言うからさ」

　だから試食を了承したんだよと店員が笑った。

　先達の偉大な業績に感謝しつつ、蓮弥は今自分が使える金額がどれくらいあるだろうかと計算を始め、そんな蓮弥の様子を見たフラウが横から口を挟む。

「金貨１枚でどのくらい買えるの？」

「貴方あなた達たちは余よ所その人だろう？　常連さんの分もあるし、仕込みに時間のかかるものでもあるからあまりたくさんは売ってやれないけど……ミソ３樽とショーユ２樽なら金貨１枚で譲るよ」

　樽一つは蓮弥が見る限り10リットルほど入りそうな大きさであった。

　価格がちょっと高すぎる気もするが、異世界補正だとするならば納得せざるを得ない部分でもある。

　ただ、金貨１枚の出費は大きいなと蓮弥が迷っている間に、フラウはさっさとエプロンドレスのポケットから金貨を１枚取り出すと、店員に差し出してしまった。

「それで買うの」

「おい、フラウ……」

「マスターはこれ食べたいの。だったら迷わずに買うの」

　売りに出す魔ま石を増やせば問題ないと胸を張るフラウ。

　資金調達、管理能力では蓮弥など足元にも及およばない強さを誇ほこるフラウである。

　金貨と引き換えに、店の棚等からえっちらおっちらと運ばれてくる樽をインベントリに収納しつつ、かなわないなぁとしみじみ思う蓮弥の耳に、ふと街の人ごみの喧けん騒そうとは異なる音が聞こえた。

　音のする方へと顔を向ければ、道の向こうから何か重たいものが走る音に加えて人の悲鳴のような声まで聞こえてくる。

　耳の良いエルフ達もすぐそれに気がついたようで、皆不安げにそちらへ視線を向け、状じよう況きようが分からないシオンとローナが蓮弥の傍かたわらに近づく。

「レンヤ、一体何が？」

「何か……あっちで騒ぎが起きてるようだな」

「これは馬の蹄ひづめの音……」

　クロワールが呟くのとほぼ同時に蓮弥が駆け出す。

　一拍遅おくれてシオンが続いた。

　走り出せばすぐに、騒ぎの元凶となっている馬の姿が見えてくる。

　その背中には一人のエルフが跨またがっているようであったが、どうにも様子がおかしかった。

　手綱を握にぎっているはずの両りよう腕うでは脇わきにだらりと垂れ下がり、身体は馬の背中にもたれかかる様な体勢のままぴくりとも動く気配が無い。

　やがてその身体は馬が走る振動に耐え切れなかったかのように、少しずつずり落ちて行き、そのまま体勢を立て直すこともなく馬の背から落ちた。

「レンヤ！　落ちた！」

　シオンの叫び声よりも早く、蓮弥は一歩強く踏ふみ込む。

　その反動を前進する力に変えて、急加速した蓮弥は馬の背から落ちたエルフが地面に叩たたきつけられる前に、馬の脇を掠かすめるように走りぬきながら、その身体を抱き止める。

　騎手を失った馬は、制御を失ったまま突とつ進しんするが、その進行方向にはシオンが立ちふさがった。

「シオン!?」

　まさかそのまま突進を受け止めるつもりなのかと思った蓮弥であったが、流石さすがにそれは体重差から考えても現実的な手段ではない。

　シオンは、突進してくる馬からわずかに身体をかわすと、馬の走る勢いでゆらゆらと揺ゆれている手綱を左手一本で掴つかみ取り、それを支えにしてひらりと馬の背に跨ってみせたのである。

「レンヤ、この馬大変なことになってる」

　暴走状態の馬を、あっさりと手綱を操って止めてみせたシオンは、落ちたエルフを抱きかかえた状態で近づいてきた蓮弥に声をかける。

「あちこち傷だらけだ。どこから走ってきたのか知らないが、かなり重傷だぞこれは」

　あちこちにかなり深い傷が口を開けているその馬は、激しい運動も相まってだらだらと血を流し続けており、シオンの衣服のあちこちがその血に染まってしまっているが、それを気にした様子はシオンにはない。

「ああ、こっちも似たような感じだ」

　答えた蓮弥は腕うでの中で意識の無いエルフを見下ろす。

　綺麗に整った顔立ちは、間近で見ても男女の区別がつきにくいほどであったが、身体つきが感かん触しよくからそこそこ堅かったので、おそらくは男性であろうと蓮弥は判断する。

　緑色の上下の上から革かわ鎧よろいを装備し、背中に弓を背せ負おい腰からは矢筒を吊つるした姿はそのまま弓手だ。

　しかし、その装備はあちこちが切り裂さかれ、貫つらぬかれて血を流しており、矢筒は空。

　背負った弓の弦は切れて用を成さなくなっている。

「おい、しっかりしろ。何があった？」

　意識を失っているエルフの身体をわずかにゆすり、蓮弥が声をかけると、そのエルフはうっすらとだが目を開けて蓮弥を見上げる。

　ひび割れた唇くちびるが少しだけ動き、かすれた声が漏れた。

「行政府に……連れん絡らく……」

　意識が混濁しているせいなのか、視界が定まらないせいなのか。

　蓮弥に抱きかかえられているエルフは、相手が人族であることが分からないようであった。

「まて、やっぱりしゃべるな。命を縮める。治ち癒ゆ法術の使える僧そう侶りよがいるから、先に治ち療りようを……」

「頼たのむ……東の守備砦とりでが陥落……」

　蓮弥の言葉が、もう既すでに聞こえていないのか、エルフはしゃべるのを止めようとはしなかった。

　その身体を抱だいている蓮弥の腕に、半ば爪つめを立てるかのようにしがみつき、力を振り絞って言葉を紡ぎだす。




「樹じゆ林りん迷めい宮きゆうが……溢あふれ……た！」




　言い切ったエルフの瞳ひとみが虚うつろに染まっていく。

　しがみついていた腕から力が抜け、その首が力なく項うな垂だれるのを、蓮弥はただ見守るしかなかった。







幕間　その３　哀れな彼らの末路らしい







　カリル＝ヴァリエールは魔ま術じゆつ師しである。

　トライデン公国の都市、ククリカ在住の魔術師の中では、実力において一番との呼び声も高い女性魔術師であり、しかも若い上にかなりの美人となれば、国規模とまではいかなくとも街では有名人というレベルで名が知れ渡っている。

　同じくらいの知名度で、化粧が濃いとか服装がダサいなどという不名誉な有名さも兼かね備えていることは本人のみ知らない事実であったりするが。

　良し悪しは別としてもそれだけ有名ともなると魔ま術じゆつの教えを乞こうたり、あるいは何らかの魔ま術じゆつ的てき物品の鑑定や作成を依い頼らいしてくる顧客がそれなりの数おり、必死に働かなくとも一定以上の水準で生活できるくらいの稼かせぎがあった。

　そんな悠々自適に暮らしている彼女であったのだが、今彼女はこれまでの人生で一度も経験したことがないくらいに必死に働いている。

　しかも場所は彼女が仕事場としている自宅ではなくククリカの、とある施術院のさらに病室ではなく備え付けの作業部屋でだ。

「全く……一体何がどうしてこうなったというのさ……」

　愚痴りながらも作業台と幾つかの炉ろしかない殺風景な部屋で彼女が必死に行っているのは、薬の作成であった。

　火にかけられた鍋なべの中でこぽこぽと小さな泡あわを立てている茶色の液体に、何かの削けずりカスのような細かいものをふりかけ、無造作に突っ込まれていた木の棒でかき混ぜつつゆっくりと落ち着いて魔ま力りよくを液体へと注ぎ込んでやれば、たちまちのうちに白い煙と喉を刺すような刺し激げき臭が辺りに立ち込める。

　思わず咳せき込こみたくなるカリルであるが、咳き込んだりして咳が鍋の中に入ったり机の上に置いてある素材を吹ふき飛とばしたりしてしまっては色々台無しになってしまう。

　失敗したわけではなくそれが正規の反応であるのだが、何度経験しても慣れることのない刺激に、カリルは鍋から顔を背けつつ涙目になった目を、手に鍋の中の液体が付着したりしていないことを確かく認にんしてから注意深く拭う。

　調薬はそれ専門の技術者もいるが、魔力を扱あつかうことに長たけている魔術師が副業的に行うこともある作業で、カリルも小こ銭ぜに稼かせぎ目的でその技術を修めていた。

　もっとも彼女からしてみれば、ちょっと元気になる薬や異性が振ふり向むいてくれやすくなるような、そんな薬をちょこちょこと作れればいいくらいの考えで手を出した技術である。

　それが、まさか全力全開で使われることになろうとは、カリルは夢にも思っていなかった。

「カリルさんっ！　追加のお薬まだできませんかっ!?」

　物思いに沈みかけたカリルの意識を、激しい足音を立てて部屋に飛び込んできた白いローブを身に纏まとった若い女性の大きな声が引き戻す。

　邪じや魔まにならないように短い髪かみを頭全体を覆うような無地で真っ白な帽子で隠したその女性は、顔を緊きん張ちようと疲労に引ひき攣つらせながら、かちゃかちゃと空の瓶がつまったトレーをカリルが作業を行っている台の空いている場所に少々乱暴に置く。

「容態の危ない患者さんがいるんですっ！　大急ぎで鎮静剤と回復薬を！」

「容態が危ないって……死なない程度のダメージで抑えられてるはずでしょ!?」

　女性の言葉に反論しつつもカリルは作りおいていた薬を手て際ぎわよく、作業台の上に置かれた空の瓶へと一定量ずつきっちりと小分けにしていく。

　カリルの知る限り、設置型の魔術設備が動作不良を起こした事例というものは覚えが無い。

　術者個人が使用する魔術とは異なり、きちんと設定を行い、動作試験も行う魔術設備は破は壊かいされない以上はきちんと設定された効果を発揮するものだからだ。

　そして顔を引き攣らせて大声を上げるその女性がいう患者は、その魔術設備の内部で被ひ害がいを受けたはずの患者であり、その魔術設備は内部でダメージを受けた者を死なない程度で助けてくれる設備であるので容態が危ないというのはどう考えてもおかしい。

「物理的ダメージに関しては確かに死なない程度でぎりぎり抑えられているんですが、あの魔術設備は精神的ダメージまで抑えてくれないんですよ！」

　絶対におかしい、とカリルは鍋の中の液体をかき混ぜながら考える。

　今回、カリルに製薬の仕事を依頼してきたのは冒ぼう険けん者しやを育成する学校と専属契けい約やくを結んでいる施術院であった。

　荒っぽい訓練を行ったりもする学校であり、怪け我が人にんの発生は後を絶たない。

　カリルも今まで何度かそういった怪我人に対応するアルバイトをこの施術院で行ってきたのだが、今回は今までとは少々状況が異なっていた。

　いつもならば怪我人は２、３人。

　多くとも数名である。

　それが今回施術院に運び込まれた怪我人の数は十数名。

　あきらかに多すぎる。

　そのせいで手が足りなくなり、施術院全体が殺気だっているのだが、それにした所で本来ならば、今現在のような切せつ羽ぱ詰つまったような状況になることはない。

　そもそも、患者の容態が危なくなることなど通常ありえないのだ。

「何がどうなってるってるのさ!?　学校で魔王でも暴れたとでもいうわけ!?」

「近いものがあるみたいです」

　悲鳴に近いカリルの言葉に、冷静な答えを返す看護の女性。

　まさか肯定されるなどと思っていなかったカリルの表情が一いつ瞬しゆん惚ほうける。

「はぁ!?」

「近いものがあったのですよ！　魔王じゃないですが、訓練中の生徒達たちを蹂じゆう躙りんしていった冒険者がいたみたいなんです！　物理的にも精神的にも！」

「死なないのが分かってるのに、精神的に蹂躙されるってどんだけ弱い精神なのさ……」

　呆あきれたように呟くカリル。

　その言葉を言い終えるよりも先に廊下に看護師の大声が響ひびいた。

「病室から出た生徒がいるぞ！　連れ戻せ！」

　弾はじかれたようにカリルは、部屋の中にいた看護の女性を押しのけて廊下へと飛び出す。

　少しの期間ではあるが、冒険者としての経験もあるカリルは看護師達に比べれば荒事にも慣れており、病室から脱走した怪我人が万が一暴れだしたとしても対処できる能力があった。

　それ故に、脱走を知らせる声を聞いた瞬間に手伝わなくてはと飛び出したのだったが、即座にカリルは廊下に飛び出したことを後悔することになる。

「うあぁあああああああああああああああああ!!」

　耳をつんざくような大声を上げ、ばたばたと両手両足を振り回しながら、そんな走り方でどうしてそんな速度が出せるのかと疑問に思う走り方で廊下の先から来たのは、体の大きな男子生徒だった。

　カリルは知らなかったが、オーランという名前の生徒である。

　そのオーランは限界まで目を見開き、自分でかきむしったのか髪の毛はあちこちがもつれ、千切れてあばたに禿はげ上がっている部分まである頭を振り回し、廊下の左右の壁かべに激げき突とつし、身体をこすりつけながらも必死にどこかに逃にげようとしていた。

「嫌いやだぁ！　あの男が来るぅうううう！　また殺される！　俺はもうあんな思いはしたくないんだああああああ！」

　また殺されるって人間は二度も死ねないでしょとか、あの男という部分に引っかかりを覚えたカリルであったが、その引っかかりについて考えるより先にしなくてはならないことがあった。

「我が力に依よりて、光の道よ導きに従い、雷となりて、我が敵を撃て」

　発動した魔術は威い力りよくこそ絞られていたが、結構な威力を持っている〈雷撃〉。

　一直線に廊下を突つき進んだそれは、あまり正視したくない状態で駆け寄ってくるその大柄な男子生徒を直ちよく撃げきすると、走っていた時よりもさらに激しくわけのわからない踊りを踊らせる結果となる。

　しばらく出で鱈たら目めに動いていた男子生徒はやがて〈雷撃〉の魔術の効力終しゆう了りようと共に焦げ臭い匂いと身体のあちこちから細い煙を上げながらばったりと顔面から床ゆかに倒たおれた。

　その倒れ方にもしや死んだのではと青あお褪ざめて近寄る看護師達。

　これで一息つけるのか、とカリルがほっとしたのも束の間、倒れた男子生徒が走ってきた方向からわらわらと似たような状態の男子生徒や女子生徒が悲鳴や泣き声を上げながら、姿を現したのだ。

　その様子は、流石にカリルも薄気味悪さと同時に恐きよう怖ふを感じずにはいられない。

「もう！　頭狙ねらってもいいわよねっ!?」

「だ、だめですカリルさん、患者さんですよっ！」

　いくら威力を絞った所で〈雷撃〉の魔術を頭にもらえば、脳への損傷が考えられ、良くても運動能力等に後遺症が残るだろうし、悪くすればそのまま死んでしまう。

　光景の気味悪さと数の多さから埒らちが明かないと判断したカリルの言葉だったのだが、即座に看護師の一人に制止されてしまった。

「なんとか死なない程度の無力化をお願いします！」

「あーっもう！　一体学校で何が起きたって言うのさっ!?」

　腹立ち紛れにカリルがぶっ放した無詠えい唱しようの〈雷撃〉は大幅に威力を落とした状態で廊下中を駆け巡り、慌あわてて退避した看護師達はなんとか難を逃れたが、倒れていた大柄な生徒と、それを追いかけるようにして出てきた生徒達を軒並み巻き込んで吹き荒れた。

　雷撃の嵐あらしが吹き荒れた後に残る生徒達の屍、ではないがそれに似た何かを、ぎりぎりのタイミングでカリルの魔術から避ひ難なんしていた看護師達が大急ぎで担かつぎ上げて、彼らが元々入れられていた病室へと送り返すのを見ながら、カリルは今の一連の魔術のせいでどうやら自分が作る薬の量が増えてしまったことを悟り、深々と溜ため息いきをつきつつ作業へ戻もどるのであった。




　ククリカの冒険者育成学校にて、クラス一つが一人の男性冒険者の手によって殲せん滅めつされたという話の顛てん末まつは、色々と尾お鰭ひれがつけられてあちこちに話が流れて行ったのであるが、その話は大体同じ文面で終わることになっている。

　曰いわく、彼らが再び学校に戻ることは無かった、と。

　その原因の一端を、ククリカ在住の街一番の実力者との呼び声も高い女性魔術師が担になっていたということを知る者は、当事者以外はほとんどいない。







あとがき







　皆様、初めまして、もしくはお久しぶりでございます。

　私、まいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しておりまして貴方様が手に取られているこの本は三作目に当たる代物ですので、前作の一作目、二作目共々手にとって頂き、レジに持ち込んで頂ければ幸いでございます。

　今回超特急ということで、まずは前巻までを読んで頂き、支持支援してくださいました読者の皆様に贈れる限りの感謝を贈らせて頂きたいと思います。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　前作に続き、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、電話口にて愚痴のようなものにお付き合い頂きました担当Ｋさん、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様、今後も変わらずご愛顧頂けます様お願いし結びとしたいと思います。





まいん
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